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「いえ、この採さい掘くつ計画に許可は出せません。もう一度検討し直してください」

　穏おだやかながら芯しんの強さを感じさせる凜りんとした声が、執しつ務む室しつに響ひびき渡る。

　初老の僚官りようかんはたじろぐと、大きな図面を載のせた机を挟んだ向こうに立つ、彼の主あるじを見つめた。窓から射し込む秋の陽光を背に、同じくこちらを見み据すえている、年若い姫君を。

「お、お言葉ですが、王女殿下」

　姫君の迫はく力りよくに動じつつも、僚官は口を開く。

「この計画の、どの点に問題があるのでしょう？　揚よう水すい・送風から運うん搬ぱんまで、最先端の機材を使用しておりますし……この鉱こう脈みやくが有望であることも、ご承認いただいたはずでは」

「はい、その通りです。それらの点には、まったく問題はありません」

　ですが──と、陽光を背にしたまま、姫君は静かに語る。

「坑こう道どうの入り口が問題です。豪ごう雨うによる浸しん水すい被ひ害がいへの対策が、不十分と思われます」

「豪雨？　はは、殿下」

　僚官はほっとしたように苦笑した。

「このエルヴェティア王国は、穏やかな気候に恵まれた地。殿下が憂ゆう慮りよされているような豪雨が降ることなど、百年に一度あるかないかではありませぬか」

「ええ。ですが、それゆえに考慮しないというわけにはいきません」

　机に置かれた計画図を勢いよく指すと、姫君は滔とう々とうと述のべる。

「この地区には、かつての露ろ天てん掘ぼりの採掘跡があります。雨による地じ滑すべりで採掘跡から土砂が流出すれば、最悪の場合、せき止められた河か川せんは氾はん濫らんする。そうなればこの坑道は確実に水没することでしょう。中にいる鉱夫の皆さんを吞のみ込んで」

「そ、それは確かにそうですが、しかし」

「いいですか、僚官殿」

　姫君の視線が──橄欖石ペリドツトのごとく輝く瞳が、まっすぐに向けられる。

「私たちは何よりも、民の平へい穏おんのために生きる者。多くの命が失われる危険が想定できるなら、そしてそれを防ぐ手立てを採とれるなら──たとえ事態が起こり得るのが百年先だろうと、千年先だろうと、最善の対策を打つべきなのです」

　明めい晰せきな口調で、彼女は言葉を重ねた。

「この計画のまま進めて早く利り益えきを得ることと、計画を見直して人命を守ること。どちらが私たちにとって重要か、おわかりいただけますね？」

「う……」

　怯ひるむ僚官に姫君は微笑ほほえむと、語ご気きを和やわらげた。

「確かに仰おつしやる通り、記録では豪雨に見舞われたのは九十二年前です。でも逆に言えば、あと八年で先の豪雨から百年経たつのですよ。災害への備えは、事前の準備が八割を占しめるとも言われますし……お手数をかけますが、ここは再考をお願いします」

「は、はい。承知いたしました」

　僚官は計画図を丸めて持ち、姫君に深く一礼する。

「じ……自分の不ふ明めいを恥はじるばかりでございます。再び検討の上、参上いたしますゆえ」

「よろしくお願いしますね」

　姫君もまた、軽く礼をして応こたえる。

　僚官はそそくさと扉とびらに向かうと、再び主に礼をした。そして、執務室を出る────

「あぁ……」

　と──姫君は嘆たん息そくし、ずるずると椅い子すに座った。

「あぁあああ……」

　もう一度声をあげ、机にぐったりとうつ伏せになり──

「…………お腹なかが痛い」

　瞳にじわりと涙を滲にじませ、呟つぶやいた。その目の下には、ぼんやり隈くまが浮いている。

「一カ月前、計画を立てる前にも同じことを申しあげたのですが……」

　そのままぼそり、と独ひとりごちた。

「伝え方がよくなかったのでしょうね。こうした案件に関しては、今後は書面で通達するようにした方が……いえ、そのやり方では高圧的になってしまいますか」

　対策を練ねらなくては。そう考え、胃を痛める彼女は、姫君にしては妙にやつれていた。

　生まれながらの透き通るように白い肌は、かろうじて保たれている。

　だが手入れされていればまるで黄金を紡つむいだように煌きらめいていただろう長い髪の色はくすみ、ふっくらと自然な丸みを帯おびていたはずの薔ば薇ら色いろの頰ほおはやや細い。

　すらりと均きん整せいのとれた肢し体たいも、上品で柔にゆう和わな顔立ちも台だい無なしである。

　世が世なら、彼女──エルヴェティア王国の王女、グリゼルダ・ペルツォフカは、苦労知らずのお姫様でいられただろう。いや、今だって紛まぎれもなくお姫様ではある。

　けれども現実には……この毎日の状況の中では。

「い、痛いだだだ！」

　ずきんと腹部に走る痛みに顔をしかめると、グリゼルダは急いで机の引き出しを開ける。

　そこに並ぶ色とりどりの小こ瓶びんから一つを選ぶと、栓せんを開け、中身を一気に飲み干した。

　苦にがい。それに渋しぶい。しかし、胃い壁へきにすっと染み込むような爽そう快かい感かんがある。

　えぐみに眉まゆを寄せつつも、グリゼルダは満足げに瓶を机に置いた。この生しよう薬やくは、なかなかの効きき具合だ。今度箱で取り寄せよう。忘れないように、手近な紙にメモを取り──

「……はぁ」

　ペンを握にぎった右手の中指に嵌はめられた指輪を見て、再び嘆息した。

　黄金製の四角い台座に神秘的なブルーダイヤモンドが収まった、王家に伝わる指輪。

「お父様、お母様……女神様……」

　彼女が七歳の時にこの世を去った前国王である父、前王妃である母、そして祖国を守るといわれる女神に思いを馳はせ、グリゼルダは遠い目をする。

　ここはエルヴェティア、大陸の小国。山脈に囲まれ、農地に乏とぼしいこの国の誇ほこりは、国名の由来たる女神・エルヴェティアへの信仰心と、鉄てつ鉱こうを中心とした優良な鉱山の数々。

　とりわけ──大陸唯ゆい一いつのダイヤモンド産出地、カルナ鉱山を所有する点にあった。

　諸国の貴族や聖職者の間では、「永遠の輝き」として珍ちん重ちようされているダイヤだ。

　グリゼルダは、執務室の壁にかけられている女神を描いた神話の絵に目をやった。

　女神がその御み手てを以もつてこの国を創つくり出した時、祝福として人々に与えたのが、貴重なダイヤを生むカルナ鉱山。そしてエルヴェティアの王族の始し祖そは、その恵みと民とを守ることを、女神によって託たくされたと伝えられている。

　手を伸ばせば、陽光を受けブルーダイヤはきらきら輝く。この指輪──鉱山の管理者の証あかしである大きめの指輪がなんとか指に合うようになるまで、どれほどかかったことだろう。

　女性の王族であるグリゼルダには、王位継承権はない。国王の座には、四歳年下の弟であるメルヒオールが即ついている。その代わりに、王族が代々管理してきたカルナ鉱山と、鉱山から産出されるダイヤに関連する事業を彼女は受け継ぎ、責任を負っている。

『いいかグリゼルダ。王族たる者、私し益えきではなく、常に国と民の平穏のために生きよ──』

　父の遺ゆい言ごんが、胸の内うちで繰り返される。

（あれからもう十一年経たちました。お父様、お母様……私も、メルヒオールも、頑がん張ばっていますから。皆の暮らしのために、力を尽つくしていますから）

　白い顔に、グリゼルダは微笑みを浮かべた。

（ですから、見守っていてください。私はこれからも、きっとうまく…………）

「っと、いけない！」

　物思いに耽ふけっている場合ではない。慌あわてて、机の上の予定表に視線を走らせる。

　この後は収しゆう支しの確認、その次は会議だ。最近、海を隔へだてた南の大陸・アナンシーでは、入にゆう植しよく者しやによる開かい拓たくが盛さかんである。その結果、向こうで採掘された宝石が、こちらの大陸に大量に流入しているのだ。対策を講じなければ、ダイヤの市し場じようを奪われてしまう。

「うう、痛たた……」

　再びずきんと痛んだ胃をそっと手で押さえつつ、姫君はさらに予定表を読む。

　表の末まつ尾びには、ミトラス帝国の交こう易えき商人から、来週グリゼルダに謁えつ見けんを賜たまわりたいという申し出があった、とある。だがどうやら、連絡はそれで終わりのようだ。グリゼルダは予定表を机に戻すと、胸を撫なで下ろした。

「ふう、よかった。それだけならば、まだ普段より仕事は少ないですね」

　ほっと一息つくと、すっかりぬるくなっているハーブ茶を口に運ぶ。今夜は久しぶりに、五時間くらいは眠れるかもしれない。しばし目を閉じ、一いつ服ぷくする。しかし──

「……うっ！」

　そんな穏やかな時間のはずなのに、なぜだかまた胃が痛くなる。このズキズキとした痛み、間違いない。この後何か、よくないことが起こる。それも、あまり考えたくもない深刻な事態だ。グリゼルダの胃は、本人よりもストレスに対して敏感だった。

「し、鎮しずまれ……鎮まれ、私の胃……！」

　宥なだめながら腹部を撫でても、痛みはまったく治まらない。

「うう。今度胃薬を取り寄せる時は、一箱といわず一ダースにした方がよさそうですね」

　顔をしかめたまま、グリゼルダはしばし前ぜん屈くつ姿勢で耐たえていた。

「姫様。よろしいですか」

　──扉の向こうから、侍じ従じゆう武ぶ官かんの静かな声が届くまでは。
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　────それから六時間ほど後。

「はぁー……………………お腹なかが痛い」

　穏おだやかな陽光の下をひた走る瀟しよう洒しやな馬車から漏もれ聞こえるのは、切実な言葉だった。

　途端に辺りを見渡すのは、並へい走そうする馬に跨またがった、年の頃十五の可か愛わいらしい少年。

「え、困ったなー！　我が慢まんしてくださいよ、姫様！」

　呟つぶやきを耳みみ聡ざとく聞きつけると、明るく高めの声で、焦あせったように彼は言う。

「ここら辺って草原だから、お手洗いとかそーいうのはないですよ。あと三十分もすれば向こうの領内ですから、見つけた民家かなんかでささっと済ませちゃえば……あっ！　それとももう限界ギリギリですか!?」

「い、いえ！　そういう意味ではないですよ、アンドレアス」

　馬車に乗る淑しゆく女じよ、グリゼルダは窓に顔を近づけ、やや恥はずかしげに言った。

　薄緑色のサテン地で仕立てられた緩ゆるやかな作りのドレスの上にローブを纏まとい、細ほそ紐ひもで編あみあげた髪に黄金製の飾りをつけたその出いで立ちは、王族としての正装だ。

「少し緊きん張ちようしただけで、なに、大したことはありません。胃薬も持ってきましたし」

　おほんと咳せき払ばらいして述のべると、少年、アンドレアスは顔を曇くもらせる。

「ああ……ひょっとして、また何か危険なことに気付いちゃったんですか？　姫様はなんでもみんなよりずっと早く気がつくから、いっつも大変なんですよね」

　心配そうに言葉を口にするたびに、アンドレアスは駆かっている馬と同じ栗くり色いろの巻き毛を揺ゆらし、あどけなさの残る大きな青い目を瞬またたかせる。

「いつも一人で執しつ務む室しつに残ってさ。なのに姫様に任せれば、全部うまくいくんだもんなあ」

　渋しぶ茶ちや色いろに染められた詰つめ襟えりの修しゆう道どう服ふくを身に纏い、掌てのひらを模もした銀製の飾りを胸元にぶら下げた彼は、王国を守る女神と、女神に選ばれし王家に仕える修道騎士。清せい貧ひん・貞てい潔けつ・献けん身しんの誓ちかいを立て、エルヴェティアの軍備を担になう聖職者である。

　もっともアンドレアスの場合は見習いの身である上に、衣服と背中の騎き兵へい銃じゆうがなければ、とてもそうは思えない容よう姿しだが。

「んでも、大丈夫ですよ！　そりゃあ、ミトラス帝国の公こう爵しやくからの呼び出しだなんて嫌いやな感じですけど……女神様は天にいまし、世はすべて事もなし、って言うじゃないですか」

　聖典を引用しつつ、気き遣づかいの言葉を彼は語る。

「ね、楽しいことを考えたらどうですか？　今日の呼び出しだって、もしかしたらパーティーの誘いかもしれないですよ」

「パーティーの誘い？」

　グリゼルダは携帯するバッグから、封筒を取り出した。一いち瞥べつし、首を横に振る。

「いえ、アンドレアス。やはり残念ながらその可能性は……」

「こんなに頑がん張ばってる姫様に、これ以上大変なことなんて起こりゃしませんって！　あ、そうだ！　単なる呼び出しだとしても、歓かん待たいの宴うたげくらいはあるはずでしょ？」

　やや慌あわてたように、アンドレアスは一息に続ける。

「姫様は主しゆ賓ひんだから、美お味いしいものが食べられますね。いいなー！　ミトラスってでかいし、金持ちだし、海も山もあるし、食べてるものもすごい珍めずらしくて旨うまそうですよね！」

「そう、ですねえ」

　彼の気遣いがわかっているだけに、グリゼルダは煮え切らない返事をした。

　仮に素す晴ばらしい饗きよう宴えんが待っていたとしても、胃が受け付けないだろう。いや、無論、そんな楽しい用事のために行くのではないことはわかっている。何せ今日の予定をすべてキャンセルしてまで、向かわなければならなくなった場所なのだから。

　ぎりぎりと警戒を呼び掛け続けている胃を押さえるこちらの様子に気付いているのかいないのか、アンドレアスはなおも言葉を重ねた。

「国が金持ちなら、公爵の城もやっぱでかいんですかね？　でも掃そう除じとか考えると……」

「アンドレアス」

　──と。今度は馬車の陰、ちょうど後方から、若々しくも低く、重々しい声があがる。先ほどの執務室にて、グリゼルダにかけられたのと同じ声こわ音ね。

「うぇっ」

　刺すように呼ばれた名に少年は肩を竦すくめるも、声の主ぬしは馬の脚を速め、グリゼルダにも姿が見える位置にまで進み出た。

　乱雑に切られた燃えるような赤毛、端たん整せいな顔立ちの魅力を塗ぬり潰つぶす鋭するどい眼がん光こう、長身を包む漆しつ黒こくの修道服、腰に下げられた長剣。胸元の聖なる装そう身しん具ぐはアンドレアスのそれよりも大きく、中央に小さなダイヤモンドが嵌はめ込まれていた。

　黒くろ鹿か毛げの馬に跨った出いで立たちも精せい悍かんな青年は、無表情ながら眉み間けんに刻きざむ皺しわを深くして、再び口を開く。

「黙だまれ、アンドレアス。騒そう々ぞうしい」

「えーっ、なんでさ兄上。おれは姫様を元気づけてさしあげようと思って」

「無言の行ぎようだ。一時間。今から」

「えぇっ!?　ちょ、ひどいよそんなの！　こんなだだっ広いだけの草原、黙って走ってたらますます気分悪くなっちゃうよ!!」

　ぶーぶーとあがる抗議の声に、しかし青年はまったく動じない。

「祈っていればいい、退屈なら。それとも反抗か？　従じゆう者しやの分際で」

「もう、そうやって都つ合ごうのいい時だけ上じよう官かん面づらすんなよな！　いや本当に上官だけど、つまり言いたいのはおれたちは兄きよう弟だいだってことで、兄弟は互いに」

「お祖じ父い様に言いつけるぞ」

「…………」

　弟は口を閉ざした。それを見届けた青年は首を真正面に戻し、微動だにせず黙りこくる。

「あの、サイモン」

　グリゼルダは侍じ従じゆう武ぶ官かんたる騎士に声をかけた。

「アンドレアスは私を励はげまそうとしてくれたのですから、あまり怒らないでくださいね。私がつい、余計なことを言ったせいで……」

「……。いえ、不ふ忠ちゆうです」

　首は正面に向けたまま、修道騎士・サイモンは至いたって真ま面じ目めに答えた。

「我らの務めは祈りと戦い。弁べん舌ぜつではありません。御恵みを賜たまわった者ならば、当然のこと」

　無表情のまま語る彼の胸元で、飾りに嵌め込まれたダイヤが、光を受けてきらきら光る。

　この世で最も硬かたい物質といわれるダイヤモンドは、女神の恵みの象しよう徴ちようであると共に、絶たえざる信仰心と忠誠心をも示すものとして、修道騎士となった者に授さずけられるのだ。

「ならおれはまだダイヤ貰もらってない見習いだから、いっぱい喋しやべっていいことになるじゃん」

　アンドレアスがすかさず口をはさむと、サイモンは眉間にさらに深く皺を刻む。

「…………。アンドレアス。無言の行、二時間追加だ。偵てい察さつしてくる」

　サイモンは馬の腹を蹴けり、馬車の前に駆かけ出る。

「あっ、逃げるなよ兄上！　殿しんがりは任せろって言ったのはあんただろー!!」

　それを追うように、アンドレアスも馬を駆る。グリゼルダは、はあと深く息を吐いた。

「ああ、二人とも私に気を遣ってくれているのですね。しっかりしなくては……」

　もう一度、手元の封筒の中身に目を通し──

「あだだっ！」

　つい叫ぶほどの痛みが走る。つまりそれほどまでに、この手紙の内容──ミトラス帝国の公爵からの呼び出しは、グリゼルダにとって、用心するべきものということだった。




『以前の取引に関して、至し急きゆうお伝えすべき事項がございます。王女殿下におかれましては、我が領内の拙せつ宅たくまでお成なりいただければ幸こう甚じんに存じます。なにとぞ極秘裏に、略装にて、お越しください。ラドラー公、ヴィルベルト・フォン・レイベンブロイ』




　丁てい寧ねいながら、一国の王族を招待するにしては簡素に過ぎる文面。とりわけ違和感を覚える「略装にて」という言葉は、最低限の護衛以外の人間を連れて来るな、という警告だ。

　使者が火か急きゆうにと届けて来たことと、手紙の内容から察するに、よい知らせではないだろう。おそらく取引の不備か何かに相違ない。だがグリゼルダがそう直感してなお相手の言い分に従い、秘密裏に、腕ききとはいえ僅わずかな護衛と共に相手の領内に向かっているのには、理由がある。

　それは、呼び出しの相手が強大なミトラス帝国の公爵であり、なおかつ──ラドラー公、ヴィルベルト殿下であることだ。

　ぎりぎり痛み続ける胃を撫なでつつ、グリゼルダは取り出した胃薬をそっと口に含んだ。




　この大陸には、おおむね二つの国が版はん図とを広げている。一つは北のイガルク帝国、そしてもう一つが南のミトラス帝国──エルヴェティア王国の西隣に位置する国だ。

　大陸の国々は世界の成り立ちに関わる神々の一ひと柱はしらを己おのれの国を守護する神として信しん仰こうしているが、中でもミトラス帝国は、戦いの神・トゥハダーシュを奉ほうじる。そう、奉じる神からもわかる通り、ミトラスは戦争を繰り返すことで、領土を拡張してきた国だ。

　北のイガルク帝国は国土の大半が寒冷地にあり、ゆえに不ふ凍とう港こうの確保を国こく是ぜとして、頻ひん繁ぱんに南下政策を採り侵しん攻こうしてくる。ミトラスはそれに対抗するべく、周辺諸国を武力で纏め上げ、各領邦に有力貴族を送り込み、自国をイガルクに抗し得うる大国にした。

　そのまま百年以上の時を戦乱と小しよう康こう状態の繰り返しで過ごしているミトラスの隣にあって、なぜ現在のエルヴェティア王国が独立を保てているのかといえば──地理的な幸運と、女神への信仰と、六十年前の盟めい約やくがあるからだ。

　グリゼルダは馬車の窓から顔を出し、軽く後ろを振り返った。草原の向こうに、切り立った峰々がよく見える。あの山脈を抜けるには、馬車がやっと通る程度の、細い峠道を越えるしかない。つまり山脈が四方を守る壁となり、外敵の襲しゆう来らいを困難にしている。

　加えてエルヴェティア王国は、女神への篤あつい信仰心を軸じくに成り立つ国だ。これは何も、心の拠よりどころやご加護というような抽象的な意味だけではない。

　エルヴェティア王国は「女神に創られた国」として神話で伝えられ、その王族は「女神に選ばれた存在」と慕したわれ、国民は皆、敬けい虔けんな信徒である。さらに女神に仕える修道騎士団が、勇ゆう猛もう果か敢かんな武力集団として王族を守っている。

　政せい教きよう一いつ致ちのこの体制は、「侵略後」の困難を生む。この国の現在の王族の血を絶たやし、国土すべてを完全なる支配の下もとに置きたければ、女神への信仰心をも根こん絶ぜつせねばならない。でなければ、占せん領りようできたとしても、反乱を常に警戒し続けねばならないことになる。

　この小国には優良な鉱山があるが、逆に言えばそれしかない。多大な犠ぎ牲せいを払ってまで征せい服ふくするよりは、盟約で縛しばって自国に有利な位置に置いた方がいい。

　そういうことで、ミトラス帝国が拡張政策を強きよう硬こうに進めていた六十年前、グリゼルダの祖そ父ふが国王であった時代に、エルヴェティア王国はミトラスと同どう盟めいした。

　自じ治ち権けんと引き換えに、鉱業利権の一部の恒こう久きゆう的てきな譲じよう渡と、及びイガルクとの戦せん役えきにおける修道騎士団の派は遣けんを確約するという、ミトラス帝国を盟主とした不平等な同盟。とはいえこれで、エルヴェティア王国そのものは守られた。実際にその後のイガルク・ミトラス間での戦役に修道騎士団は友ゆう軍ぐんとして参戦し、大いに活躍したが──それはともかく。

　現在、先の戦役での敗北と消しよう耗もうによりイガルクの南下政策は休止しており、ミトラスとも休戦状態だ。とはいえエルヴェティア王国がミトラスのいわば『庇ひ護ご下か』にあることは変わらないうえに、彼ひ我がの国力の差は、天と地ほどに歴れき然ぜんとしている。

　ミトラスはエルヴェティアの盟めい友ゆうであり、最も重要な交易相手だが、だからといって、完全に信用できる「よき隣人」ではない。何せ相手は六十年来こちらを利用しているのだから、当然だ。グリゼルダは眉間に手を当てた。

　ああ、だからこそ帝国の要よう人じんとの取引は、万ばん全ぜんに万全を期して行ってきたはずなのに。

　エルヴェティア王家の擁ようする鉱山事業は、採さい掘くつと原石の研けん磨ままでを手元で行い、管かん轄かつする業者にそれらを卸おろすことで成り立っている。

　だがグリゼルダはもちろん、どの商会も、ミトラス帝国相手に、しかもその最有力貴族の一人と言える公爵相手に、好き好んで問題を起こすはずがない。

　そう、この手紙の送り主ぬしに──ミトラス帝国の東とう端たん、つまりエルヴェティア王都と往復一日の距離に隣接する領邦・ラドラーを治おさめている、ヴィルベルト・フォン・レイベンブロイ公爵殿下に、無礼を働くことなど考えられない。

「はぁ……」

　かつて読んだ報告や資料を思い出しつつ、暗あん澹たんたる気持ちに駆られる。

　二年前にラドラーに封ほうぜられた公爵殿下とグリゼルダは、まだ直接対面したことはない。しかし彼に纏まつわる噂うわさ話は、執務室にいるだけでも色々と飛び込んでくる。

　曰いわく、彼はグリゼルダとほとんど変わらぬ年齢ながら、父である皇帝から賜たまわった領邦を、見事な手腕で治める名君である。美しく、思し慮りよ深く、文ぶん武ぶに長たけ、芸術を愛し、民を安んじ、一風変わったところもあるが、それも愛あい嬌きようとして親しまれている、次期皇帝に近い候補のうちの一人だとか。

　それだけ聞けば、本当に素晴らしい人物だ。だが──領土が広く、人口が多く、それだけ有能な人材がひしめくミトラス帝国において、これだけの名声を得ている人間が、一ひと筋すじ縄なわでいくはずがない。

　公爵本人の人となりは、会ってみなければわからない。けれどもこちらも細心の注意を払って対たい峙じしなければ、思わぬ代だい償しようを払うことになるかもしれない。ここは多少の危険を覚悟してでも、相手に余計な刺激を与えることなく、迅じん速そくに事に当たるべきだ。

　こんな「お問い合わせ」をミトラス帝国の人物から受けるようなことは、今までになかった。しかし、父祖から受け継いだ鉱山だけでなく、この国土を、民を、そして弟のメルヒオールを危険に曝さらさないためにも。

（私がしっかりしなくては）

　改めてそう感じ、グリゼルダはうんと頷うなずいた。

（とはいえ今は移動する他に……痛い……特にすることが……痛いたた、ありませんね。策を練ねるにしても、……いだだ……相手の出方が、あ）

「あだだだだだ」

　強烈な胃痛に見舞われ、グリゼルダは腹を押さえて唸うなった。

「くうっ、プレッシャーなど感じている場合ではありません。この程度の逆ぎやつ境きようなら、これまでに何度も潜くぐり抜けてきたではありませんか……！」

　自分を（自分で）叱しつ咤たしながら、グリゼルダは傍かたわらのバッグを探る。

「あっ。胃薬がもう……ない！　五本も持ってきたのに」

　行きに二本、向こうで一本、帰りに二本のペース配分を考えていたのだが、飲みすぎたようだ。己の失しつ態たいに、姫君は密かに歯は嚙がみした。

「姫様」

「きゃっ!?」

　急に声をかけられ、身を竦すくませる。いつの間にか窓の外に、サイモンが戻ってきていた。

「問題ありませんか」

「え、ええ、問題ありませんよ……あら、アンドレアスは？」

「兄上がぶったー！」

　アンドレアスの大おお仰ぎような泣き声が聞こえる。どうやら口論の末、ひっぱたかれたようだ。

「見習いの懲ちよう戒かいも、騎士の務つとめですから」

「あの、泣いていますよ」

「兄上がぶったー！」

「務めですから」

「でもあまり、叩たたいたりするのは」

「務めですから」

「……わかりました……」

　きっぱりと言い切られてしまうと、グリゼルダには返す言葉がない。主人が押し切られてしまったのを見て取ると、アンドレアスも大人おとなしく口を閉ざしたようだ。
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「それより、姫様。ご覧ください。前方を」

「えっ？」

　窓から顔を出し、サイモンが示す指の先、草原の彼方に目を向ける。そこには──

「ああ……！」

「うわお、でっかい門」

　先ほどの泣き叫びから一転、けろっとした調子でアンドレアスが述べた。

　彼の言う通り、地平の先には巨大な城門があった。そして街を囲む純白の城壁も。

「もうすぐです。目的地は」

「そのようですね」

　いよいよ、件くだんの公爵と対面する時が近づいてきた。そう思い、密かに喉のどを鳴らす。

「……。姫様」

　そんなグリゼルダに、サイモンは述べた。

「どうか、ご安心ください。もしもの時は、我々があなたの盾たてにも、剣つるぎにもなります」

「サイモン……」

「それが、我々の一番の務めですから」

　騎士は淡たん々たんと、しかし誠実に伝えた。

「そうそう、そーですよ姫様！」

　と、アンドレアスも同調する。

「おれは、姫様みたいにものを考えるのは苦手だけどさ。でもいざとなったら、この騎兵銃で敵をばーんとやってやりますから、安心してください！　ねっ、兄上！」

「……」

　サイモンは僅かに眉まゆをしかめた。

「……。完全に相手の領内に入った。急ぐぞ」

「あっ、ちょ、だから勝手に行かないでよ！」

　またも先に進む兄にむくれる弟。そんな彼らに向かって、グリゼルダは呟く。

「ありがとう。二人とも、心配かけてすみません」

　自分も務めを果たすだけだ。そう思い、姫君は女神のご加護を静かに祈いのった。







「まあ……」

　馬車の窓から外を見やるグリゼルダは、我知らず感かん嘆たんの声をあげた。

　王冠を被かぶった三つ目の鴉からす──ミトラスの国章が描えがかれた旗が、あたかも睥へい睨げいするかのように威圧的にはためく門を抜け、馬車は今、城館の正面に停まる。

「お手を」

「ありがとう、サイモン」

　侍従武官のエスコートを受けて、グリゼルダは地上に降りた。その視線は御者が馬車を移動させた後もなお、目の前の大邸宅に向けられている。

「意外とここまで早かったですねー。あの城門からあんまり離れてませんよ」

　馬の鞍くらからひょいと飛び降りたアンドレアスが、気楽な口調で言った。

「領主の館やかたなんだから、もっと街の中心にあると思ったのに」

「そうですね……おそらく、ここは公爵殿下にとっては別邸の一つなのでしょう。お住まいを複数持つというのは、大帝国の領主にとってはよくあることだそうですから」

　静かに答える。この城だけでも、エルヴェティア王国では相当な規模である。

「ふーん。じゃ、帝国の領主ってのはよっぽど金持ちなんでしょうねえ」

「暗殺の回かい避ひという、現実的な理由もあるでしょうけれどね。……それにしても」

　胃の痛みすら忘れて、つい見み惚とれてしまう。

　城壁や城門の豪ごう壮そうさに比べて、領主邸の佇たたずまいは繊せん細さい優ゆう美びだ。小鳥の彫ちよう刻こくがあしらわれた壁や屋根は純白で統一され、黄たそ昏がれ時どきの近づいた鈍にぶい陽光に照らされて輝いていた。

「すべて雪花石膏アラバスターで覆おおわれているのですね。すごいわ……これだけのお屋敷を建てられるなんて、どれほど豊かな国なのでしょう」

　しかも裕福さを示していながら、まったく野や卑ひではない。己おのれの権勢を、誇こ示じするでもなくただ泰たい然ぜんと示していると、グリゼルダは素直に感じ入った。だが────

「あら？」

「どうしたの、姫様？」

　ふと窓辺に目を向け、違和感を覚える。別の窓、館の玄関にも目を向けるが──

「うっ」

　胃が危険信号を感知し、どんどん痛くなってきた。

「……サイモン、アンドレアス。用心してください、様子がおかしいです」

「え？　え、なんで!?」

「まだ気付かないのか、お前は」

　サイモンは長剣の柄えに手をかけながら、主人の前に歩み出る。

「おかしい、明らかに。──人がいない。窓辺にも正面にも、動く影がない」

　招待客、それも一国の王族がやってきたというのに出迎えがないどころか、まるで誰だれもここにいないかのごとく、周囲はひっそりと静まり返っている。

「へっ……あ、本当だ！　でもなんで？　門番はいたってのに」

　ようやく気付いたアンドレアスも、銃を構かまえて姫君の後ろに回る。

「うぐっ」

　一方でグリゼルダは胃痛に耐えていた。邸宅はというと、相変わらず人の姿がなく、水を打ったような静けさだ。何か起こるとは思っていたが、いきなり玄関先で、とは。

「いかがなさいますか。姫様」

「そうですね」

　サイモンの問いに、グリゼルダは周囲を警戒しながら考える。

「お留守なら失礼しますと言いたいところですが、ご招待を受けている手前そうはいきませんね……まさか、暗殺するつもりでもないでしょうし」

「げえっ！　あ、暗殺？　されちゃうんですか!?」

　目を丸くするアンドレアスに、グリゼルダは微笑んだ。

「最悪の場合ですよ。突然窓から現れて、狙そ撃げきという手を使うとか……」

「怖いことをさらっと言わないでくださいよ！」

「大丈夫です。実のところ、私も怖いですから」

　もう一度微笑み、腹部をぐっと押さえた。顔色が悪くなっているのは自分でもわかる。

「仮に私を殺しても益は少ない……殿下が賢けん明めいな方なら、その線はないでしょう。そうなると公爵殿下の側かわで何か問題が起こったのか、あるいは」

「しゅ、集団ストライキとか、パーティーの準備で忙しいとか!?」

「無理するな、アンドレアス」

　強引に前向きな解答にしようとする弟を、兄は視線を合わせぬまま戒いましめる。と──

「ああ、これはこれは！　遅れまして申し訳ございません！」

　唐とう突とつに眼前の扉が開き、軽かろやかな声と共に、中から一人、小柄な青年が現れた。

　肩の上で切り揃そろえた亜あ麻ま色いろの髪に黒くろ縁ぶちの眼鏡めがね、温和な顔立ち。革製のチョッキを纏った、大人しく地味な官かん吏りらしい風ふう貌ぼう。公爵邸より、役場の窓口が似合いそうな出で立ちだ。

「あなた様が、グリゼルダ王女殿下ですね。僕は公爵殿下にお仕えする者です。モルデカイとお呼びください。お会いできまして誠まことに光栄でございます」

　にっこりと笑みを浮かべ自己紹介した青年は、最敬意を表す深々としたお辞じ儀ぎをする。落ち着いた、無駄のない所しよ作さだ。

　敵意はない、ということだろう。グリゼルダはそう判断し、来らい賓ひんとしての返礼をした。

「初めまして、モルデカイさん。お忙しい中、お出迎え感謝いたします」

「いいえ。お出迎えが遅れ、しかも現れたのが一人のみで、さぞ訝いぶかしく、不快に思われたことでございましょう」

　こちらの思考を読み取ったかのように、笑顔を崩さずモルデカイは述べた。

「この一件はどうしても内密にとのことで、殿下から申し付けられておりまして。今この屋敷には、侍従である僕一人なのでございます」

「なるほど。では、この静せい寂じやくの理由は単なる『徹底した人払い』ということですね？」

　わざと念を押すように、強い語気で問うてみる。だが──

「はい。その通りでございます」

　彼はまた深く頭を下げた。相手は一国の王族だというのに、まるで動じた様子もない。この振る舞い、さすがは名高いラドラー公の従者なだけのことはある。相手の意い図とはわからなくとも、今は言い分に従うしかないか──と、グリゼルダは素早く思考するが。

「……。人払いだとしても」

　眉み間けんの皺しわを地割れのごとく深くしたサイモンが、おもむろに口をはさむ。

「不ふ敬けいではないか。王女たる我が主を呼び立てて、まともな接せつ遇ぐうすらないとは」

「だいたいこういう時って、公爵本人も出迎えに来るものなんじゃないんすかねぇ」

「ええ、ああ、はい。申し訳ございません。さすがは神に仕える厳げん格かくなる修道騎士様……手厳しゅうございますね、はは」

　武器を手にしたままあからさまに不快感を露あらわにしている騎士たちに、モルデカイは苦笑を浮かべつつもぺこぺこと頭を下げている。

　いけない！　このまま放っておいたら、何が起こるかわからない。

「二人とも！」

　彼らの背後から、胃をキリキリ痛めつつグリゼルダは制した。

「落ち着いてください。他国の方にそのようなことを申しあげては無礼ですよ」

「いえ……お気遣いなく王女殿下。こちらの非礼は、深くお詫わび申しあげますゆえ」

　ずれた眼鏡を指で直しながら、モルデカイはまたもぺこりと頭を下げた。

「それでは遅ればせではございますが、応接間へご案内いたします。騎士の方々は、どうぞしばしお待ちを。後ほど別室へお連れいたしますので」

「別室？」

　サイモンがぴくりと眉をはね上げる。

「同席するな、と言うのか。我らには」

「ええ、殿下のご意向でございまして」

「サイモン、アンドレアス」

　騎士たちに先んじて、グリゼルダは口を開く。

「公爵殿下にも、事情がおありなのでしょう。あなたたちは安心していてください」

「しかし」

「心配は無用です」

　きっぱりと、落ち着いて答える。

「私には、女神様のご加護があります。それは、あなたたちがいちばんよくわかっているはずでしょう……だから大丈夫ですから、ね？」

　騎士たちをまっすぐ見据え、微笑んだ。穏やかながら泰たい然ぜんとしたその姿は、静かな威い厳げんを醸かもし出す。──念を押すようにウインクすると、騎士たちも納なつ得とくしたようだ。

「……。承知しました。それでは、どうかお気をつけて」

「んと、何かあったら、おっきな声で叫んでくださいね！」

「ええ。それと、もし私が日が沈んでも戻って来なかったら…………弟を頼みます」

「ちょっと、不吉な言い残しはやめてくださいよ！」

　少年は涙目になるが、グリゼルダは青ざめた顔を元に戻すと、モルデカイの方を向く。

「お待たせしました。それでは、お願いします」

「はい、喜んで」

　モルデカイは、グリゼルダを先導して歩き出す。大きな扉を抜ければ、そこは広々としたエントランスホール。外壁同様に白を基調とした内装だが、ところどころに置かれた調ちよう度どはどれもさりげなく品がよい。だが響くのは、こちらの足音だけ。他には何一つ聞こえてこない。どうやら、人が出払っているというのは本当のようだ。

「こちらです。どうぞ」

　なおもモルデカイの背を追って進む。サイモンたちにはああ言ったものの、他に誰もいない、知らない場所とあって、鳩みぞ尾おちでは不快感がぐるぐると渦うず巻まく。

　しかしこの従者も、今のところ至って礼儀正しい、善良な人物のように思える。徹底した人払いは不可解でも、存外、待っているのは普通の会談かもしれない。

　楽らつ観かんは禁きん物もつだ。けれど相手を過度に警戒するのも、それはそれで問題だろう。バッグから取り出した、胃薬が入っていた瓶を掌しよう中ちゆうに握り、そう考える。

　今は少し、モルデカイと話をしてみよう。相手の意向を探さぐる、いい機会かもしれない。グリゼルダは足を速め、モルデカイのすぐ隣に歩み出た。

「あの、モルデカイさんは」

「クソど田舎いなかの山犬騎士どもめ」

　──恐おそろしい呟き。

「え!?」

　聞き間違いだろうか……多分違う。知らず知らず、顔が引きつった。

「はい？　どうかなさいましたか、王女殿下？」

　だが振り返ったモルデカイは、変わらぬ穏やかな表情で、きょとんとこちらを見つめている。立ち止まった彼に、姫君はおずおず問う。

「えー、あの。今、犬がどうとか仰いましたか？」

「犬？　はて、覚えがございませんが」

「いえ、その……騎士たちのことを、やはり怒っておいでなのですね。それでしたら、私からお詫わびを」

「ははは、そんなとんでもない！」

　唐突に、モルデカイは屈くつ託たくなく笑った。

「異国の誇ほこり高き騎士の方々を尊敬こそすれ、腹を立てるなどあるはずないではございませんか！　まったく王女殿下は、冗談がお上じよう手ずでいらっしゃる」

　にこやかに彼は言うが、グリゼルダにはわかる。

　眼鏡のレンズの奥の目が、微み塵じんも笑っていないことが。

「ほ、ほほほ。そうですか」

「そうですとも！　それに……」

　突き当たりにあるひときわ大きな両開きの扉の前まで来ると、彼は続ける。

「これからのことを考えると胸が躍おどって、とても腹を立ててなどおられませんよ」

「え。これからのこと、とは？」

「これから我が主と王女殿下との間で結ばれるであろう、恒こう久きゆう的てきな友愛と信義に満ち満ちた取り決めのことです。ああ、おかしい。クックック」

　モルデカイの口の端はしが、にいっと吊り上がる。邪悪な笑顔だ。

「笑いが止まらのうございますよ。ふふ、ククク、あーっはっはっは」

「お、おほほほほ」

　とりあえず合わせて笑った。笑ったが、背中はぞっとしている。

　やはり、かの公爵の従者なだけはあって──と、いうことなのだろう。甘い期待が音を立てて崩れ去るのを感じつつ、グリゼルダは掌中の小瓶を素早くバッグに戻した。

「ところで」

　再び慇いん懃ぎんな笑みに戻ったモルデカイは、扉を手で指す。

「こちらが応接間でございます。既に中で公爵殿下がお待ちですので」

　──いよいよ本題だ。姫君は気を取り直し、静かに礼を述べる。

「そうですか、わかりました。ご案内くださり、ありがとうございました」

「いえいえ。では、今扉を開けますので……」

　彼は取っ手を摑み、おもむろに引いていく。




「──え？」

　その時────部屋の中の光景に、グリゼルダの目は思わず点になった。




　応接間の椅い子すに腰かけているのは、紛まぎれもない貴公子だ。

　年の頃は噂通り、グリゼルダより少し年上程度だろう。だがその面めん貌ぼうからは、大帝国の皇おう子じとしての気高さや威厳と共に、深い慈いつくしみすら感じられた。

　確かな叡えい智ちを秘めた切れ長の目には穏やかな光が灯ともり、均整の取れた身しん軀くには、よく似合う象ぞう牙げ色いろの礼服を纏っている。

　何より目を惹ひくのは、その腰まで届く長い黒髪だ。あちこち跳ねた巻き毛を、纏めることもせず無造作に背中に流しているというのに、少しも粗野ではない。

　室内の灯を受けてきらきらと輝く長髪は、あたかも希少な宝石のように、彼の姿をより鮮あざやかに彩いろどっている。

　いや──公爵が評判通りの美しさだというだけなら、別に驚きはしないのだが。

「あー、すまないがモルデカイ。王女殿下には少し待っていただいてくれ」

　貴公子は、よく通る柔やわらかな声音で語った。目の前の皿を注視したまま。

　彼は皿に盛られた半透明で色とりどりの小さなキャンディ（クマの形をしている）を摘つまみあげると、それをもう一つの大きめの皿に運び、慎重に積み重ねている。

　これ以上なく真剣な面おも持もちで、そっと。

「あと少しでピラミッドが完成する。どうせなら面会するのはその後がいいだろう」

　しごく真剣に言う主人に、モルデカイはふふっと笑みを漏らして答える。

「もう遅うございますよ、殿下。王女殿下は既に御ご前ぜんにいらっしゃいますので」

「ん？」

　と、目をあげてこちらを見やった貴公子は、思わずうっとりしそうな笑顔を浮かべた。

「ああ、これは！　失礼いたしました」

「い……いえ」

（な、なんなのかしら、この方は……）

　噂では「一風変わったところがある」とのことだったが、まさか大事な会談の前に、こんな妙な振る舞いをする人物だったとは。いま一つ状況が吞み込めていないグリゼルダに、彼、公爵殿下は立ちあがると、ふわりとお辞じ儀ぎする。

「初めまして、グリゼルダ王女殿下。私がラドラー公爵、ヴィルベルト・フォン・レイベンブロイです。どうぞお見知りおきを」

　礼儀にかなった完璧な所作──傍かたわらの皿に載っている作りかけのキャンディ製ピラミッドが、なんとも不釣り合いだ。

「こちらこそ、初めまして公爵殿下。本日はお招きいただき、ありがとうございます」

　戸惑いつつも、グリゼルダもまた返礼する。
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　深く頭を下げると、磨みがき上げられた大理石の床ゆかに、自分の顔が映った。

（ずいぶん奇き矯きような方ですね。得体が知れない、というか……いえ、油断してはいけない！）

　映り込んだ自分に向かって、心中で告げる。

（どういうおつもりかわかるまでは、絶対に気を抜かないようにしなくては……もしかしたら、風変わりを装っているだけなのかもしれません）

　一瞬表情を強張らせるが、公爵の方を向くのと同時に、表情を柔にゆう和わなものに戻す。

「私、ラドラー領には初めて参りましたが、風ふう光こう明めい媚びな美しい地ですね。街も本当に賑にぎわっていて、驚いてしまいましたわ」

「それは何より。今回は突然お呼び立てしまして、申し訳ありません。どうしても、早急にご連絡差しあげたかったものですからね」

　挨あい拶さつを述べるグリゼルダに、公爵は柔らかい表情を崩さずに返答する。

「まずはそちらにお掛けになってください」

　前の席に座るよう、彼は促うながした。臙えん脂じ色のマットが座面に設しつらえられた、見るからに座り心地ごこちのよさそうな椅子である。何か仕掛けがある、ということもなさそうだ。

「では、遠えん慮りよなく」

　グリゼルダは軽く一礼すると、モルデカイが引く椅子に静かに歩み寄った。ドレスの裾すそを摘み、ゆっくり腰を下ろすのを見届けると、ヴィルベルトもまた元の椅子に腰掛ける。

「モルデカイは、修道騎士殿をご案内してくれ」

「はい、承知いたしました。それでは王女殿下、失礼いたします」

　モルデカイはすたすたと廊下に去っていく。扉の閉まる音が、部屋に小さく響いた。

　これで公爵と二人きり。さて、相手の用件とは一体何か。グリゼルダは、貴公子に警戒の眼まな差ざしを送った。しかし────

「むしゃむしゃ」

「…………え？」

　従者が出ていくのを見るなり、ヴィルベルトは無心に小皿の上のキャンディを食べはじめた。一個ずつ摘みあげては、愛いとおしそうに嚙み分けて食べている。菓か子しの形のせいで、それはあたかもクマを首から捕食する謎の巨大生物か何かのようにも見えた。

　ちなみに、途中まで積まれたピラミッドの方はそのままだ。

（ええと、これは……）

　何かの儀式だろうか。戸惑うが、三十秒経っても、彼は菓子をむしゃむしゃしている。

「…………あの！」

「はい？」

　一分後、先に声をあげたのはグリゼルダ。

　公爵は食べかけのキャンディを手に、はてと首を傾かしげ──

「ああ、これはまたも失礼を！　ついつい、こちらに気を取られてしまいました」

　いささか子どもじみた様子で、破は顔がんした。

「これはグミベアといいましてね、果汁をゼラチンで固めた菓子なのですよ。つい最近ミトラスの首都で考案されたそうなのですが、なかなか気に入ってしまいましてね。色とりどりでしょう、これは全部色で味が決まっているのですよ」

「はあ……」

　途端に饒じよう舌ぜつになったヴィルベルトに、返す言葉がない。公爵は微笑んだままだ。

「あ、お一つどうです？　ちなみに私のお勧すすめは、赤いラズベリー味です」

　ひょいと、まるで玩具おもちやを貸す幼児のように気軽に、彼は皿をこちらに差し出した。

「あ、これはどうも……」

　あまりに気安い雰囲気につい、グリゼルダは手を伸ばしそうになる。が────

「っ！」

　彼の目を見て、ぱっと手を戻した。心臓が跳ねあがる。

「おや。いかがなさいました？」

　きょとん、とヴィルベルトは問いかけた。

「いえ……実は私、胃を悪くしているものですから」

「ああ、それはお気の毒に。このグミ固いんですよね」

　慄りつ然ぜんとしながら答えれば、なおも彼は柔らかな雰囲気を纏ったまま、残念そうに皿を引っ込めた。グリゼルダは思い返す。手を伸ばした時、公爵はこちらの袖そで口ぐちを見ていた。無害そうな空気に包まれていたその目が、一瞬、鷹たかのように鋭くなっていた。

　まさか──武器を持っていないかどうか、確認されたのだろうか。

　冶や金きん技術と火薬学の発展の結果、ごく小型の短銃も開発されている。無論グリゼルダは銃など持っていない。だが相手を観察していたつもりが、まさか観察されてしまうとは。

「うら若い乙女おとめでいらっしゃるのに胃が悪いというのは、もしかすると心労が祟たたって、ということですか？」

　驚きの眼差しで相手を見据えるグリゼルダを眺めつつ、ヴィルベルトは目を細める。

「まあ、そう緊張なさらずに。あなたが武器を持っていないことは、最初からわかっていますよ」

　世間話でもするかのように、平然と、彼は言った。

「なっ!?」

　目を見開くグリゼルダに、ヴィルベルトは何を告げるでもなく、にこにこと笑う。

（こ、これは……！）

　これではっきりした。公爵はわざと子どもじみた振る舞いをしている──油断を誘うために。それを見抜けない者が、彼を単に「一風変わった」名君と評ひようするのだ。そう思うと、胃がピリピリと痛みだした。

　公爵は、グリゼルダが彼の考えを読もうとしているという考えを読むことができる人物なのだ。苦い唾つばを嚥えん下かしてから、首を振って気を取り直す。

「なんのことをお話しされているのか、よくわかりませんわ。それより殿下、今回は……一体どのようなご用件で、私をお呼びになったのでしょう」

「ははは、そうでしたね。重要なのはそれでした。モルデカイ！」

「はいはい」

　と、呼びかけに応じて、ひょこひょこと従者は現れた。

「例のあれを持ってきてくれるか。今すぐに」

「ええ、畏かしこまりました」

　恭うやうやしく彼は一礼し、ふっと口の端を上げる。

「しかし殿下、持ってくるべきそれは殿下の足元にあるではありませんか。まったくあなたというお方は、人使いが荒あろうございますね」

「それが公爵たる者の特権だよ」

「それもそうでございますな」

　あっはっは、と主従の朗ほがらかな笑いが部屋に響く。

「ちょ、ちょっと……待ってください」

　脚本でもあるのかというようなやり取りに呆あつ気けに取られていたグリゼルダは、ようやく声をあげた。

「グミ食べます？」

「いえ、公爵殿下ではありません。モルデカイさん」

「はい？」

　公爵の足元の麻袋（椅子のすぐ隣にあった）を重そうに引っ張り、机の上まで運んでいるモルデカイに、グリゼルダは問う。

「わ、私の騎士たちは……一体、どこにいるのですか」

「おや、騎士たちを呼ばれるおつもりで？」

「いえ、そうではありません。ただ、どこに案内なさったのかと……」

「ああ、なるほど。そういうことでしたら」

　モルデカイは慇いん懃ぎんに微笑んだ。

「ご安心ください、王女殿下。あの方々は、近接した別棟にお連れしただけですから」

「えっ!?」

「ククッ」

　彼は邪悪に喉を鳴らした。

「まあ、少し不便な場所にお通ししてしまいましたね。仮に戻って来られても、どう行けばどの部屋かわからない。この応接間に辿たどり着くのも難しいでしょうね……おそらく」

「っ……！」

　僅かに眉を吊つり上げるグリゼルダ。それに笑みを浮かべると、従者は麻袋を机に載せる。

「さ、殿下。お望みのものをお持ちしました」

「ご苦労」

　お持ちしたといっても、数歩ほどの距離なのだが──モルデカイの言葉に鷹おう揚ように頷くと、ヴィルベルトは袋の中身を漁った。

「では王女殿下、こちらをどうぞ！」

　言うなり彼は、取り出したそれを放り投げる。

「えっ…………きゃっ!?」

　退出するモルデカイに気を取られていた姫君が慌てて開いた掌てのひらの上に、それは落ちてきた。すっぽりと手で包めるほどの大きさながら、それなりに重い。光を受けて輝く、多面体にカットされた、透明な石────

「こ、これは……」

　唇くちびるが、震ふるえる。

「そうそう」

　ヴィルベルトは穏やかに言う。

「あなたならよくご存知ですね。エルヴェティアの名産、ダイヤモン……」

「いえ!!」

　グリゼルダは我知らず叫んだ。掌しよう中ちゆうのそれを見て、思わず肩を戦慄わななかせながら。

「これは……これはダイヤモンドではありません！　輝きも重みも、熱の伝わり方も、何もかも違う。これはガラスの塊かたまりではありませんか!!」

「おお」

「あっ。す、すみません」

　驚いたように目を丸くしているヴィルベルトに気付き、グリゼルダは顔を赤らめた。

「とにかくこれは、ダイヤモンドではありませんね。偽にせ物ものとしてはかなりの出来ばえですが……。ガラスで作った、ダイヤの代用品でしょうか」

　旅行用や盗とう難なん除よけのために、王おう侯こう貴族がガラスなどで作られた宝石の模造品を身に着けることは増えてきたし、そういった装身具用の類るい似じ石せきの技術も、年々進化してきている。

　だが幼おさない頃から鉱山を管理するための知識を頭に叩き込んできたグリゼルダにとって、ダイヤの真しん贋がん鑑かん定ていは、瞬まばたきするように簡単なことだった。

「あはは、そこまでおわかりなら話は早い」

　小皿のグミベアを無造作に口に運ぶと、公爵殿下は述べた。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに申しますと、王女殿下。それは、あなたの国から届けられたものです」

「え？」

　何ですって？　耳を疑う。すると公爵は、ゆっくりと言葉を重ねた。

「つまりですね。先日私があなたの国の卸おろし売うり商しように直接発注し、取り寄せたダイヤ。それらがすべて……この袋の中のダイヤがすべて、ガラス製の偽物だった、というわけですよ」

「なっ────!?」

　頭を思い切り殴りつけられたような、鈍にぶい衝撃が走る。これが──こんな模造品が？　麻袋入りなどという杜ず撰さんな扱いで？　しかも、ミトラス帝国の公爵宛あてに？

　王国の誇りと伝統を汚けがす前ぜん代だい未み聞もんの事態が、目の前に────

「まさかそんな…………そっ、そんなことが！」

「私は噓うそはつきません。ちなみに代金は先払いでしたね」

　のんびりと述べると、公爵はグミベアをむしゃりと齧かじった。

　どうして、そんなことが。考えても詮せん無ない疑問が首をもたげ、そのまま胃痛となって腹部にわだかまる。鉱山に関するあらゆる事柄、特に輸出に関わる件には、すべて目を光らせていたはずなのに。知り得ないところで、一体何があったというのか──

　腹部を押さえ、俯うつむいた視線の先に、父ふ祖そから受け継いだブルーダイヤの指輪が見える。

　まだまだ未熟ということか──悔しい。けれど不測の事態への対応こそ、己の務めだ。

「申し訳ありませんでした。公爵殿下」

　立ち上がり、深く頭を下げる。騎士たちがいれば怒り狂くるいそうな光景だが、今のグリゼルダは姫君である前に一介の責任者である。潔いさぎよく謝あやまるのが先決だ。

「代わりの品は、早急にお届けします。速すみやかに関係各所に確認を取り、再発防止に努つとめますから……」

「おお、ということは、王女殿下」

　ヴィルベルトは微笑みのままに言う。

「これはあなたのご指示ではなかったのですね？」

「当たり前です！」

　またも大声を出してしまい、あ、と口元を押さえる。

「すみません。ついはしたない声を」

「いえいえ。与あずかり知らぬところでこのようなことが起これば、動転なさって当然でしょう」

　公爵はひょいひょいとグミベアを取り出し、大皿のピラミッドに乗せる。先ほどはずいぶん苦心していた様子だったのにもかかわらず、今の彼のペースは異常に早い。

「しかし──王女殿下。もしあなたがこの件に無関係だと仰るならば、悪いことは申しません。代わりのものを手配するだけでなく、可か及きゆう的てき速すみやかに下手人を捕とらえられた方がよろしいと、私は助言します」

「え？」

　ピラミッドを完成させ、ヴィルベルトはふうと満足げに息を吐く。次いで、彼は述べた。

「できるだけ早く、責任の所在を明らかにする方がよい──ということです。さもないと、あなたは大切なものを喪うしなうことになるかもしれない」

「ま……待ってください！」

　椅子に座り直し、グリゼルダは前のめりになって言う。

「確かにこの偽ダイヤの件は、こちらに非ひがあります。調査の末、もし犯人と呼べる者がいたならば、即日捕らえられることでしょう。ですが公爵殿下──あなたはまさか」

　膝ひざの上に置いた拳こぶしを、ぎゅっと握にぎる。次の言葉はこうだ。「まさか早く問題が解決しなかったら、賠ばい償しようとして鉱業利権を寄よ越こせと仰るつもりですか？」──だがそんな直ちよく截さいな物言いが、この場で発せられようか。

「……対価に、莫ばく大だいなものをお望みなのですか？」

「私が望む、というわけではありませんとも。ですが私は領邦の主として、己の国が求めるものには応えていきませんと」

　ヴィルベルトは笑った。

「王女殿下もご存知でしょう。我がミトラス帝国が、選せん挙きよ君くん主しゆ制せいを採とっていることを」

「……はい。有力な貴族と聖職者が、それぞれに領邦を治める。そして全土を統とう括かつする皇帝は世せ襲しゆうではなく、選挙権を持つ領主たちによって選ばれる、という制度ですね」

　ミトラス帝国が、強硬な拡張政策を採りながらも永ながらえている理由がここにある。有力な領主になれば、膨ぼう大だいな版はん図ずを掌しよう握あくする権利を得られるというのは、各地の貴族にとっては魅力ある話だ。そうして生まれた競争により、自然と帝国内は発展を続ける。

「公爵殿下、あなたの御ご尊そん父ぷは皇帝陛下。となれば当然、あなたも……」

「ええ。ですが帝位に即つきたければ、選挙権を持つ領主、とりわけ有力な者に気に入られなければならないのです。肩が凝こりますがね。ですから私は先だって、我が国の大司教猊げい下かへの贈り物として、このダイヤを注文したというわけなのですよ」

　彼がぽんぽんと叩いた麻の袋が、空くう虚きよな音を立てる。

「直前に偽物だと判明したからよいものの。もしこのまま解決が遅れれば、そう──この私の受けた『経済的損害』と『精神的苦痛』は、そこいらの鉱山全体をまるごと貰もらい受けてもなお償つぐないきれるものではなくなると、皆は考えることでしょうね」

「……！」

　言葉に詰まるグリゼルダに、ヴィルベルトは、先ほど作り上げたグミベアピラミッドの皿を指さした。

「いいですか、王女殿下。あなたが父君から受け継ぎ、守ってきた鉱山というものはこれと同じ。外部からの少しの衝撃では、びくともしないほどに強きよう靭じんなものです」

　つん、と彼の指がピラミッドを突く。グミの山はゆらゆらと揺れるだけで、壊れない。

「ですが、たとえほんの少しのことでも穴が空あいてしまえば……」

　彼の指が、山の土台となっているグミの一つを抜き取った。たちまちピラミッドは、ばらばらと崩れ落ちる。

「……ねっ。面おも白しろいでしょう」

　上目遣いで、公爵は笑んだ。今までの幼稚なものと異なった、どこか嫣えん然ぜんとした、捕食者の笑み。つまりこういうことだ。偽ダイヤの問題は、ラドラー公に、カルナ鉱山に介かい入にゆうする口こう実じつを与えてしまった。よしとしないなら事態を収拾し誠意を見せろ、と。

「くっ…………!!」

　膝の上の拳が、ぶるぶる震える。胃壁がのたうつかのような痛みが、激しく異常を訴うつたえる。本当なら叫びだしそうな痛みだが、それにも増して悔しい思いに駆られていた。エルヴェティアにも、おそらくミトラスにも、ここまで腹の底の読めない人物は二人といないだろう。だが今はどうしようもない──こう告げる以外は。

「……わかりました」

　震える唇で、しかしはっきりと述べる。

「あなたのお考えはよくわかりました、公爵殿下。次にお会いする時は、真相究きゆう明めいのご報告ができることでしょう」

「おお、それは喜ばしい！　よいお知らせを期待しておりますよ。では……」

　ヴィルベルトは右手を天てん井じようにあげ、ぱちんと指を鳴らした。

「……王女殿下がお帰りになる。武装を解とけ」

　彼の口から漏れたのは、低く、冷淡な声こわ音ね。瞬間、頭上から、がちゃがちゃと何かが離れていくような音がした。ずっと護衛を潜ひそませていたのか──背筋に冷たいものが走る。

「いやあ、大きな鼠ねずみですねえ」

　最前のおどけた表情に戻ると、公爵は告げた。

「私が危険な交渉をする時は、いつも現れる鼠なのですよ」

「銃器を持ち、鎧よろいを着込んだ鼠ですか。それはそれは、珍しいことですね」

「ええ、そうでしょう。驚きました？」

　こちらの皮肉を意にも介さず、ヴィルベルトは首を傾げる。

「ところで、あなたの鼠……失敬、修道騎士殿たちはどうなさいます。モルデカイに迎えに行かせましょうか？　今頃この屋敷で迷まい子ごになられているかも」

「……いえ。それには及びませんよ」

　グリゼルダは首を横に振る。公爵は一瞬だけ、訝いぶかしげに眉を顰ひそめる、が──

「姫様！」

　ばん、と勢いよく扉が開いた。そこに立つのは騎兵銃を構えた栗毛の少年と、既に長剣を抜き放っている赤毛の青年だ。

「ほんと、さっきのでっかい鼠の足音はなんだったんでしょうねー？　立ち聞きしてるのにも飽あきたし、おれ、ちょっと天井を撃うっちゃいたい気分だよ」

「……」

　口数の多いアンドレアスに対し、サイモンはそれだけで人が死にそうなほどに、恐ろしい殺気を放っている。

「おお……」

「すみません、公爵殿下。私の騎士も、私の危機にはいつも現れてくれるのです」

　素すか演技か、一応驚いた様子のヴィルベルトに、グリゼルダは軽く頭を下げた。

「私の持ってきた薬の中身が……空からだと思っていたのですが、偶然、廊下に零こぼれてしまったようで。私がよく飲む薬なものですから、騎士たちなら知っている香りなのですが」

　──モルデカイと廊下を歩いている間に、瓶に僅かに残った薬を撒いてきていたのだ。

「香りを辿たどって、運よく、騎士たちがここへ来られたようですね。それでは合流も済みましたし、これにてお暇いとまさせていただきます」

「ふふ、承知しました。モルデカイに送らせましょう」

　呼びかけに、眼鏡の従者は再び姿を現す。騎士たちを見て、彼は露ろ骨こつに舌打ちをした。

「……ちっ。山犬だけに鼻は利きくのか」

「おいあんた、今なんつった!?」

　アンドレアスがすかさず文句を言うが、モルデカイはそっぽを向く。

「グリゼルダ王女殿下」

　一方ヴィルベルトは、またもふわりと微笑んだ。

「今日あなたにお会いできて、よかったですよ、本当に。お陰であなたが、どういう方なのかよくわかり────はは、とても興味が湧わいてきました」

「それは光栄ですわ、公爵殿下。私も、あなたのような方にお会いできてよかった」

　互いに差し出した手を、両者は強く握る。

「では──公爵殿下」

「王女殿下」

「ごきげんよう」

　挨あい拶さつが、唱しよう和わのごとく応接間に響く。会見は、こうして終わったのだった。







「ぶっ殺してぇ……」

　王国への帰路。行きと同じく馬に跨またがったアンドレアスは、しみじみと吐き捨てた。

「アンドレアス。言うな、そんな下げ種すなことを」

「だって兄上！　いくらなんだって、姫様になんてこと押し付けてきやがるんだっての！　変な建物に案内された時から、どうもおかしいとは思ってたけど」

「二人とも、よく気付いてくれましたね。来てくれると思っていましたが、安心しました」

　暴力的なことは何も起こらなかったものの、機き転てんが功こうを奏そうしたのは嬉うれしい。あれで公爵に、こちらを屈服させるのは容よう易いではないと知らしめることができただろう。──そうだといいのだけれど。未だに激しく痛む胃を押さえつつ、胃薬の小瓶の香りを嗅かぐ。

「香りだけでも、薬やつ効こうが表れないでしょうか……」

「姫様」

「はいっ!?」

　つい思考が逃避した姫君を、馬車の外から侍従武官が引きとめる。

「これから、いかがなさるおつもりですか」

「……そうですね」

　グリゼルダは窓の向こうに近づきつつある、祖国の峰みね々みねに目をやりつつ言った。

「偽物が渡った経けい緯いを調べます。それで手がかりが摑つかめればよし、でなければ」

　きゅうん、と胃が痛みを増す。

「そ……その時考えます。もう日が暮れつつありますが、急いで帰りましょう」

「御ぎよ意い」

　サイモンはぺこりと一礼した。そう、ともかく今は、事態を収拾することを第一に考えなければ。悔しいことだが、ヴィルベルトの言った通りだ。万が一意図的に起こされた事件なら、犯人を野放しにするのが、どれだけ危険なことか。

　揺れる馬車の中、グリゼルダは覚悟を固めていた。

（でも公爵殿下には……できれば、もう二度とお会いしたくないですね）

　本音をぼそりと、心中で呟きながら。







　ところが────翌日。

「おや、これはちょうどよいところに！　お久しぶりです、王女殿下」

「は……!?」

　二度と会いたくないと思っていたその人物が、目の前で、にこやかな挨拶をしてきた。
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「はぁあ!?　『なくなってる』って、どういうことだよ!!」

　アンドレアスの怒りの声が、うずたかく積まれた資料の山を震ふるわせる。

「えー、あー、それはその……」

「そーやっていつも適当なことばっかりしてるから、姫様が苦労して、もがっ！」

　なおも続けられようとしていた糾きゆう弾だんの言葉は、横合いから無言のまま口元を塞ふさぐサイモンの手でせき止められた。

「も、申し訳ございません、姫様……」

　糾弾されていた側──大ぶりな眼鏡めがねをかけた係員は、弱々しく謝しや罪ざいする。彼の前には作業用の机、その後ろには書類棚があり、膨ぼう大だいな量の資料が収まっている。ただその中に、姫君が求めていたものはない。

「いえ……」

　鼻び腔こうに届く黴かびと埃ほこりの臭しゆう気きを搔かき消すほどの胃痛に見舞われながらも、グリゼルダは首を横に振った。

「資料が紛失したというならば、仕方がありません。ただちに調査して、それでも見つからない時は──盗難の可能性も考こう慮りよして、すぐに、官かん憲けんに連絡してくださいね」

　ここで文句を言ったところで、どうしようもない。ほっとした様子で作業に戻る係員と、痛いたたと小さく声を漏もらす主あるじの姿とを交互に見て、サイモンは僅わずかに眉まゆをしかめた。

　ここは王宮から離れた施設内の資料室。鉱こう山ざんと、関連事業の記録が集まる場所。本国に帰き還かんしたグリゼルダが翌日すぐに行ったのは、ヴィルベルトが発注したダイヤが、彼の元に届けられるまでの流通経路を調べることだった。

　カルナ鉱山で採さい掘くつされたダイヤの原石は、選別された後に研けん磨ま工場に運ばれ、そこから業ぎよう者しやに卸おろされる。

　その経路のうちのどこかで、本物のダイヤが偽にせ物ものとすり替わったのであれば、流通記録の中に痕こん跡せきがあるはずだ。仮に隠いん蔽ぺい工作されているにせよ、手がかりくらいは残されているかもしれない。そう考え、この資料室にやって来た。

　の、だが──不幸なことに、ラドラー公と取引した先月の記録だけ『なくなっている』らしい。ただの紛失でないならば、何者かの意図と悪意を感じる。ともかくこれでは、まともな捜査はできない。

（これからは、今まで以上に管理を徹底するよう告知することにしましょう……）

　そう思いつつ、ちくちく痛む腹を撫なでながら、小さくため息をついた。

「……ぷはっ」

　一方、ようやく兄の手から解放されたアンドレアスが問いかける。

「ねえ姫様。せめてさ、公爵にダイヤを売った商人の名前とかくらいはわかんないのかな？　ていうか、あの公爵もそれくらい教えてくれりゃあいいのに」

「そうですね……いえ、実は名前なら、一応覚えてはあるのです」

「へ？」

　少年は目を丸くするが、グリゼルダは至いたって真ま面じ目めに、顎あごに手をやり言う。

「ミトラス帝国の領主で、しかもとても重要な人物からの注文でしたからね。そういう重要案件の場合は、名前を覚えるようにしているのです。ただ記憶違いということもあり得るので、確証が欲しくてここへ来たのですが」

「姫様の記憶に間違いなんかありませんよ！　で、なんて名前なんですか？」

「たしか…………」

　と──名を告げようとした、その時。

「王女殿下！　ああ、ここにおいででしたか！」

　一人の年若い家か僕ぼくが、うろたえた様子で資料室に駆かけ込んできた。

「何事だ、騒そう々ぞうしい」

　主に代わって返答するサイモンに、家僕は慌あわただしく礼をすると、申し述のべる。

「実はその……王女殿下に拝はい謁えつを希望するという者が、王宮に現れておりまして」

「謁見？　今日はその予定はなかったはずですが」

　今日は調査のために時間を確保しておいたはずなのだが、とグリゼルダは首を傾かしげる。

「そう申しましたところ、『王女殿下はきっと自分に会いたがるはずだ』などと言って聞きませんもので。妙に自信がある様子ですので、万が一のことも考えてこちらに……」

「単なる怪あやしい奴なんじゃないの？　姫様の悪質なファンとかさー」

「名前はなんと名乗った」

「それが……」

　騎士兄弟、そして姫君に向かって、家僕は困り果てた表情で答える。

「『商人のヴィル』……としか答えませんで」

「ヴィル？」

　グリゼルダたちは顔を見合わせる。

　ヴィル────ヴィルベルト・フォン・レイベンブロイ？

「まさか!!」

（い、嫌いやな予感がする……！）

　取るものもとりあえず、「ヴィル」を留とどめているという王宮のエントランスへと戻る。

（ああ、このキリキリした胃の痛み方。本当に厄やつ介かいなことが起こっていそうな気が……！）

　そして────







「おや、これはちょうどよいところに！　お久しぶりです、王女殿下」

「は……!?」

　まるでそれが当然であるかのように、エントランスホールに、彼は立っていた。

　中流貴族的な衣服を纏まとってはいるが、切れ長の瞳、怜れい悧りな美び貌ぼうに癖くせのある長い黒髪、そして人ひと懐なつっこいその笑顔。間違いない。

「あ、あ、あなたは……」

「ははっ、どうしたのですか？　まるで豆まめ鉄でつ砲ぽうを食った鳩はとのような顔をなさって」

「ど、どうしたも何も!!」

　妙に明るく言い放つヴィルベルトに、グリゼルダはつい大声をあげた。

　彼と問答していたらしい衛兵たちは、常らしからぬ姫君の様子に当惑する。

「お、王女殿下。この者は……？」

「……。なぜここまで立ち入らせた。不審者だ。連行しろ」

「そーだそーだ！」

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　眉み間けんの皺しわを絶望的なまでに深く刻きざむサイモンと、追つい従じゆうするアンドレアスを慌てて止める。

「あ……あの、公こう爵しやく殿下？　一体どのようなご用件で……」

「あっはっは」

　キリキリ痛む胃を押さえて問う姫君に、何がおかしいのか声をあげて笑うと、ヴィルベルトは一歩近づいた。──そしておもむろに答える。

「何を仰おつしやいますことやら、王女殿下。私は公爵ではありませんよ？」

「え？」

「先ほども衛兵の方々に申し上げました通り、私の名はヴィルと申します。ミトラス帝国の商人です」

「ええっ？」

「ラドラーの公爵殿下とは、よく顔が似ていると言われます。いやぁ、ご本人の方がもっと格かつ好こういいと私は思いますがね」

　自分の頰ほおに指を立てて言うヴィルベルトに、グリゼルダの目は点になる。

「……。やはりただの不審者だ」

「おかしな人は出てってくださーい」

「だ、だから待ってください!!」

　詰め寄ろうとした騎士たちをなんとか押しとどめ、彼女は再び問う。

「……ええと。ではそのヴィル殿は、なぜここにおいでになったのですか？」

「はい。公爵から、王女殿下の奮ふん闘とうぶりを拝見してこい、と命令されたもので」

「ええぇっ!?」

「帝国の大貴族たる公爵本人が来てしまえば、大ごとになってしまうでしょう。ですから、代理で私が参りました。公爵殿下からは、王女様によろしくとのことでしたよ」

　懐ふところから何やら革袋を取り出すと、彼は中身を口に運んだ。案あんの定じよう、グミベアだ。

「王女殿下は鉱山の切り盛りだけでなく、機き知ちにも富んだ優秀な方。ぜひそのお傍そばでご活躍と……ついでに例の事件の調査ぶりも拝見しようかな、と。もぐもぐ」

「うっ！」

　彼の目的がはっきりした。ヴィルベルトはグリゼルダの監視をするつもりなのだ。

「あんた、自分の仕事はどうしたんだよ」

「私の仕事は、今ここにいることですよ？　騎士見習い君」

　アンドレアスの問いかけにも、まるで動じた様子はない。

「君もグミいかがです？」

「いらないよ!!」

「……。姫様、どうなさいます」

「そうですね……」

　ますます痛みを増す腹部を撫でつつ、そして当惑しきった様子の衛兵たちの様子を眺めつつ、グリゼルダは額ひたいに手を置いた。

　まさか、また天てん井じように誰か潜ひそませているということはなさそうだけれど……と、エントランスの吹き抜け部分を眺めつつ思う。しかし、ここで公爵を無理に帰そうとしたところで、うまくいかないだろうこともわかっていた。彼が対策を何も講じていないわけがない。

「……わかりました。ヴィル殿」

「お？」

　アンドレアスの口に無理やりグミを突っ込もうとしているヴィルベルトの背に、グリゼルダは言った。

「あなたの目的は、私の仕事ぶりを見ることのようですね。それでしたら、どうぞご自由になさってください」

「本当ですか？　いやぁ、王女殿下はわかっていらっしゃる」

「ただし！」

　精一杯の威い嚇かくの意を込めて、眉まゆを吊つり上げる。

「あくまでも見ていただくのは、私の仕事ぶりです。勝手に王宮をうろうろなさったり、鉱山や研けん磨ま工場に立ち入られたりするようなことがあれば……その時は、先ほどサイモンたちが申し上げた通り、不審者として扱わせていただきますから、そのおつもりで」

「ええ、もちろん。それで一向に構かまいませんよ、王女殿下」

　にっこりと満面の笑みを浮かべるヴィルベルトに、深く、ため息をついた。

「おーいモルデカイ！　お許しが出たぞー」

　すかさず前庭に呼ばわっている。どうやら、従者を外で待たせていたようだ。

「あつかましい奴だな。よく平気な顔していられるよな！」

　むすっとした表情で、アンドレアスは呟つぶやいた。

「姫様。よろしいのですか」

「ええ、サイモン。ただ」

　一方で声を潜ひそめ、姫君は騎士に言う。

「警備を厳重にするように、各施設に連絡を取ってください。『お忍び』でお出いでになっている以上、殿下もあまり派は手でなことはなさらないでしょうが、密みつ偵ていを放はなたれている可能性があります……他国の方にご覧になられては、困るものもありますからね」

「御ぎよ意い」

　サイモンは軽く頷うなずくと、すぐに指示に従う。

「おお、そんなに心配なさらずとも、私は余計な真ま似ねはしませんよ。ねえ、モルデカイ」

「ええ、そうでございますね、ヴィル様」

「うふふふふ」

　示し合わせたようにニヤニヤしている二人組の、嫌な視線がグリゼルダに刺さる。

「うう……」

「姫様、大丈夫ですか？」

「え、ええ。これくらいでへこたれてはいられませんよ……」

　それに当事者たる公爵本人が来たのなら、調査もしやすくなるかもしれない。

（そう、これは決して苦難などではありません、ある意味好機、チャンスなのです！　ピンチをチャンスに変える……それが信条ではなかったのですか、グリゼルダ！）

「ふふんふんふふ～ん……ふふんふふ～ん……」

　また頭に手をやると、グリゼルダは低く歌いつつ、ゆらゆらと執務室へと歩き出す。

「ああっ、出た！　姫様が精神的に追い詰められている時にしか出さない鼻歌が出た!!」

「苦労してますねえ、王女殿下も」

「本当にそうでございますね、ヴィル様」

「お前らは黙だまってろよ！」

　相変わらずニヤニヤしている二人組を睨にらみつけ、アンドレアスもまた執務室へ急いだ。

「……」

　城の外部へ連絡しに向かおうとしていたサイモンは、一いつ時とき立ち止まり、黙ってその背を見つめていた。そして不意に右手を掲かかげると、その人差し指と中指を交差させ、呟いた。

「慈じ悲ひ深ぶかきエルヴェティア神よ。姫君にあなたの祝福が、あらんことを」







「殿下にダイヤを販売した商人の名はたしか、ダラマン氏。そうでしたね、公爵……いえ、ヴィル殿」

「ええ、そんな名前だったと思いますね」

　執務室のいつもの席に座って問いかけるグリゼルダに、ヴィルベルトは鷹おう揚ように頷いた。彼は部屋の隅すみの椅子に腰掛け、その手にはハーブ茶が入ったカップを持っている。

「やはりそうでしたか。よかった、私の記憶に間違いはなかったようですね」

「ええ。王都の東地区に居を構え、親の代から商店を営いとなむ、特徴・禿はげ頭あたまと小太りなダラマン氏、年齢四十八歳から購入したと、たしか公爵殿下はそのように仰っていました」

　一息にぺらぺらとそう語ると、喉のどが渇かわいたのか、ヴィルベルトはハーブ茶を口に運んだ。

「全部調べておいでなのですか……さすが公爵殿下ですね」

「苦にがっ。ええ、調べ物が好きなのですよ、彼は。それよりあなた様こそ、よい記憶力をお持ちでいらっしゃる」

　お茶に文句をつけてから、彼はまるで他ひ人と事ごとのように答える。

「お前もそう思うだろう、モルデカイ。さすがは王女殿下だ」

「ええ。重要書類がなくなったというのにこの国の人間が吞のん気きにしていられるのも、合が点てんがいくというわけでございますね」

「うぐっ……！」

　眼鏡の位置を直しつつ、資料紛失のことをたっぷりに皮肉るモルデカイに、グリゼルダの胃はちくりと痛む。それを今言われるのは辛い。

「あのさあ、公爵殿下。あんたいつまで商人のフリしてるつもりなわけ？」

　一方、傍かたわらに控えるアンドレアスは、イライラした様子で言った。

　ちなみにサイモンは、まだ出先だ。

「この部屋には今おれたち以外いないんだからさ、公爵じゃないフリする必要なんかないじゃん。ま、領主ともあろうお方が余よ所その国に上がり込んでお茶飲んでるなんて、知られたくない気持ちはわかるけどさー」

「さて、なんのことやら。そもそも、私と公爵が同一人物だと言い切るだけの証しよう拠こがどこにあるのでしょう？　……モルデカイ、これは苦いからお前にあげる」

　横に座るモルデカイにカップを押しつけると、ヴィルベルトは余裕たっぷりに述のべる。

「聞いた話では、人間の肉体を構成する細胞は約六年で全部入れ換かわるそうです。そうすると六年前の自分と今の自分とは、果たして『同一人物』と言えるでしょうかね？」

「はぁ？」

　はぐらかすような質問に、あからさまに不快な顔をするアンドレアス。

「……哲てつ学がく的てきな問いかけですね。興味はありますが……今は私の仕事を見学しておられるのでしょう、ヴィル殿」

「はは、そうでしたね。では王女殿下、お話の続きをどうぞ」

　グリゼルダはこほんと咳せき払ばらいする。

「改めて管理体制を調べ直しましたが、人の目の多い鉱山や研磨工場でダイヤが入れ替わるのは、あまりに不自然です。ですから、ダラマン氏の元で何か起こったのでしょう」

　誰か犯人がいたとして、鉱山や工場の者と口裏を合わせている可能性もあるが、それは限りなく低いだろう。犯罪は、関わる者が増えるほど発覚の危険が高まるものである。

「手違いや事故ではないとするならば、一個人であるダラマン氏の商店か、あるいは輸送中に、なんらかの意思ですり替えが行われたと考えられます」

「では王女殿下は、ダラマン氏が事件の犯人だとお考えですか？」

「いいえ…………それはまだ」

　公爵の問いかけを、姫君は否定する。

「ダラマン氏が営利目的で詐さ欺ぎを働いた、と考えることもできます。ただ、外部の人間の犯行であることも充分に考えられると思うのです。例えば私たちの国やダラマン氏の評判を落とすために、輸送途中で偽ダイヤとすり替える、というような」

　いえ、と自分で自分の意見に首を振る。

「ダラマン氏の隊たい商しようにも護衛は付いているでしょうし、ダイヤをすべて同量の偽物に取り替えるには、それなりの時間もかかる。そうするとやはりダイヤは、輸送途中ではなく、倉庫かどこかですり替えられたと考えるのが妥だ当とう……なのでしょうか」

「じゃー、やっぱり悪いのはダラマンて商人なんじゃないですか！」

　アンドレアスは携帯している騎兵銃を構える。

「とっとと行って撃うち貫ぬ、じゃなかった、逮捕しちゃいましょうよ！　官かん憲けんの人を連れて」

「そうはいきません。疑わしきは罰せず。確たる証拠がありませんから」

「えーっ!!」

　アンドレアスの残念そうな声に、モルデカイは低く笑う。

「ククク、さすがは勇ゆう猛もう果か敢かんな修道騎士殿。なんでも力ずくで解決しようとは、脳みそまで獣けもの並みでいらっしゃるのですなぁ」

「なっ、なんだとこの…………眼鏡！」

「うまい言葉が見つからないのなら黙っておく方がよろしゅうございますよ、チビ犬」

「むきーっ!!」

　摑つかみかからん一歩手前で睨みつけているアンドレアスにふんと鼻を鳴らすと、モルデカイはハーブ茶のカップを傾かたむけた。どうやら彼はこの味を気に入ったようだ。

　ああ、ここにサイモンがいてくれれば……とキリキリ痛む胃を押さえ、グリゼルダは微妙に前まえ屈かがみになる。

「と、とにかくですね」

　アンドレアスが飛びかかる寸前に、なんとか声をあげた。

「まだ、ダラマン氏が犯人だと断定するつもりはありません。ですが、彼とその周辺の方からお話を伺うかがうのは重要です。私はこれから、ダラマン氏に会いに行こうと思います」

　急な面会にはなってしまうが、調査に時間がかかればかかるほど、犯人に証拠を隠いん蔽ぺいする猶ゆう予よを与えることになってしまうかもしれない。事が急を要する以上、多少強引でも、とにかく手がかりを求めに行くしかない。

「おれも行く！」

「では私も」

　当然のようにヴィルベルトとモルデカイも立ちあがる。

「姫様」

　ちょうどサイモンが執務室に戻ってきた。

「……。馬車の準備は整っております」

　それから、先ほどのご命令の件も。と、彼の目が語る。

「ありがとうサイモン、助かりました。今出かけようと思っていたところなのですよ」

「いえ。任務ですから」

　微笑ほほえむ主の姿に、ほんの少しだけ口元を緩めた兄の横をすり抜けつつ、アンドレアスは先んじて廊下に出る。

「行く先はダラマンて商人のとこだってさ、兄上。ところで馬車の座席は当然三人分だよね？　おれはこのヴィルさんとかと相乗りするつもりはないからな！」

「うるさい。黙って乗れ」

「なんだよ！　姫様に誉ほめられてニヤつ…………あ痛っ！」

　兄上がぶったー、という泣き声が、廊下の奥に遠ざかっていく。サイモンは無言で、その背を睨んでいた。

「ふふふ」

　と、ヴィルベルトがふと笑った。

「優秀ですね、あなた様の騎士は……さすがは名高き修道騎士。出しゃばりはしないが、あなたのことを思っている、というやつですねえ」

「恐れ入ります。私はいつも、二人に助けられてばかりですよ」

「ところで」

　皆で執務室を出つつ、公爵はこちらに言う。

「あなたはダラマン氏が怪あやしいと睨みつつ、証拠がない限り捕まえないと仰いますが……どちらかというと、彼に犯人であってほしくないと考えておいでなのでは？」

「え？」

　思わぬ問いに、つい立ち止まる。

「……どうして、そうお思いに？」

「いえ、なんででしょうね。なんとなく、ですよ。で、どうなんです？」

　視線を向ければ、彼の鳶とび色いろの目がじっとこちらを見つめていた。答えを待つ眼まな差ざしだ。──やがて歩き出し、グリゼルダは頷く。

「そうですね……そうかもしれません。甘い考えなのはわかっていますが……自国の民が、祖国を裏切る行為をしたという確証を、得たくないのかもしれません」

「世の中には」

　ヴィルベルトは至って軽やかに語った。

「犯人が見つけられなければ、犯人を作ればいいという考えの者もおりますが……はは、王女殿下、あなたは気苦労が多い道を歩まれるのがお好きなのですね」

「私は、誰かに冤えん罪ざいを着せてよしとする方が、よほど気苦労が多い道だと思います。たとえ険けわしくても真っ当な光が当たる道なら、私はそちらを歩んでいたい」

「ははあ、なるほど」

　肯こう定ていも否定もせず、彼はただ頷く。グリゼルダは歩みを止めぬまま、続けて言った。

「それに、少しくらい険けわしい道でも、私は平気です。山育ちで、足は丈夫ですから」

「え？　今は山の話はしてないですよ？」

「……え？」

「え？」

「あ、いえ今のはですね、比ひ喩ゆ表現というか……少し気の利いたことを……言おうと」

　ちょっと顔を赤らめながら語る姫君を見て、公爵はニヤニヤしている。

「ヴィル様、王女殿下をからかわれるのも大たい概がいになさいませんと、後ろで忠実な騎士が睨んでおいででございますよ」

「おっと、いけないいけない。さて王女殿下、もうすぐ馬車ですよ。全員充分座れそうな大きさですね」

　車寄せに、箱型の馬車が停とまっている。傍かたわらに立つアンドレアスは少しむくれていた。一方で、サイモンは語気鋭くヴィルベルトに言う。

「……。監視するためだ、同乗するのは。姫様のご厚こう意いでここにいられることを忘れるな」

「おお、怖い怖い」

　サイモンの脅しにも、モルデカイは肩を竦すくめるばかりだ。

「忠犬騎士と馬車に同乗など、恐ろしゅうて気が遠くなりそうでございますよ。猛犬注意、の張り紙でも貼はっておいていただかないと」

「……！」

　サイモンの眉が、ぴくりと跳ねあがった。

「……。俺を犬と呼ぶな。そう呼んでよいのは姫様だけだ」

「そんな呼び方しませんよ!?」

　グリゼルダは指摘するが、サイモンは視線を微み塵じんも従者から逸そらさない。一方で公爵はさっさと馬車に乗り込むと、無意味に窓から腕を出して寛くつろいでいる。

「いやー、なかなか座り心地ごこちのよい馬車ですね。知らない人の馬車には乗るなと言われているのですが、今回は仕方がない。公爵に詐さ欺ぎを働いたかもしれない商人がどんな顔をしているのか、今から楽しみです。王女殿下、早く行きましょう」

「え、ええ」

（本当によくわからない方だわ……）

　いま一つ彼という人間が理解できないまま、グリゼルダも馬車に乗り込む。

　ここからダラマン氏の住居兼店てん舗ぽまでは、そう遠くない。姫君たちは一路、東へと向かった。何も起こらなければいいのだが、と思う。けれども──

（ちょっと胃がピリピリする……嫌な予感がしますね）

　運命はそう簡単に、安あん穏のんな道を歩ませてはくれないようだ。







　王女殿下の訪問とあって、ダラマンとの会見はすんなり取りつけられた。しかし今は来客中とのことで、氏の応接間に隣接した部屋で、グリゼルダたちは待っている。

「なんだよ、ずいぶんと長いお客さんだなあ」

　十分ほどした頃、椅子に座ったグリゼルダの後ろに佇たたずむアンドレアスが呟つぶやいた。

「こっちが誰だと思ってるのさ。姫様が優しいからって、舐なめてんじゃないの」

「お仕事の都合ならば仕方のないことですよ。このまま待ちましょう」

「そうそう、こういうことは気長にいきませんとねえ」

　鷹おう揚ように宥なだめる姫君の前で、持参したグミを食べつつ、公爵はのんびりと述べる。

「あんたの意見は聞いてないんだけどなあ……」

　むっとした顔で言う少年の横腹を、サイモンは無表情のまま肘ひじで突いた。と──

「……あら？」

　部屋の外の話し声に、グリゼルダは眉を顰ひそめる。聞こえるのは、歓かん談だんではなく怒ど声せい。言い争いというより、一方のみが喚わめき立てるような声だ。

「なんとまあ、賑にぎやかでございますねえ」

　皮肉たっぷりに、モルデカイが眼鏡めがねを押し上げた。するとその直後、怒声がやんだのとほぼ同時に、部屋の扉が静かに開かれた。

「やれやれ、ダラマン氏にも困ったもので……おや」

　そこに現れたのは、銀髪を光らせた紳しん士し。仕立てのよいビロードの服を纏まとい、細いステッキを持った人物だ。年齢は三十代半ばから後半といったところだろうか。生せい来らいの美び貌ぼうを思わせる、品のよい年の取り方をしている。左目に掛けている銀で作られた装飾付きの片眼鏡と、手の指それぞれに嵌はめている黄金こがね色いろの指輪が印象的だった。

　声こわ音ねから考えて、先ほど叫んでいたのは彼ではないようだ。紳士はこちらの存在に気付くと、驚きの表情から一転、恭うやうやしいお辞じ儀ぎをする。

「おらら、申し訳ありませんパルドネ・モワ。つい、廊下へ続く扉と間違えまして」

　ミトラス帝国でも、元々外地だった西せい部ぶ訛なまりの言葉で、彼は謝罪した。

「いえ、お構いなく……」

　騎士たちが警戒の視線を送る中、グリゼルダは柔にゆう和わに微笑ほほえんだ。それを見て、紳士はああ、と声を漏らす。

「ああ、あ、あなた様は……」

　彼は目を大きく見開き、敬意を表すごとく胸に手を置くと、しみじみと言った。

「あなた様はもしや、王女殿下プランセス……それとも、女神様でしょうか？」

「え!?」

　唐とう突とつなその言葉にグリゼルダが思わず声をあげると、サイモンが一歩前へ出る。

「不ふ敬けい者もの、名を名乗れ。こちらにおわすお方を、王女殿下と知っての物言いか」

「おららら、これはまたも失礼を。どうか、ご容よう赦しやくだされ」

　謝罪の意を込めて深く一礼し、紳士は人好きのする笑顔で続ける。

「私わたくしめの名は、セールイ・アルカーナ。ミトラス帝国の、しがない商人でございます」
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「セールイ・アルカーナ……」

　その名を聞いて、はっと思い出す。彼はミトラス帝国でも有名な海かい運うん貿ぼう易えき商しようだ。内陸国家のエルヴェティアではほぼ交流がなかったものの、経営手腕の高さはグリゼルダの耳に届いていた。それに、たしか──

「数日後に、謁えつ見けんの希望を出されていましたね。お名前は以前より伺うかがっておりますわ」

「おお、私めの名を覚えていてくださったとは。それに、噂に名高い才女たる王女殿下が、女神と見み紛まごうばかりにお美しい方だったとは……朝露に濡れた薔ば薇らのごとく芳かんばしくも気高きそのお姿、こうして相あい見まみえることができただけでも、我が人生の誉ほまれですぞ」

　詩的と言うにはあまりにも気き障ざな台詞せりふを、彼はまるで当然のように、軽かろやかに並べてのけた。商人だけに世せ辞じがうまいのだと思いつつも、こうも恥ずかしい誉め言葉を、謳うたいあげるように述べられてしまうと、面おも映はゆい半面、やはりどこか嬉しい。

「ま、まあ、そんな……ありがとうございます」

「アルカーナ殿！」

　と、声をあげ立ちあがるモルデカイに初めて気付いた様子で、セールイは目を細めた。

「おや、キルシュガイスト商会のモルデカイ殿。お父君にはお世話になっておりますぞ」

「お世話になっているのはこちらでございますよ。あなたともあろう方が、何を仰おつしやる」

　互いに歩み寄り、二人は固い握手を交わしている。キルシュガイストといえば、宝石や美術品などの輸出入で、それなりの規模を持つ商会のはずだ。

「モルデカイは跡あと取とり息子なのですよ。半年前から公爵にお仕えしていますけれど」

　こちらにこっそり囁ささやきかけた後、ヴィルベルトもまたセールイに言う。

「初めまして、アルカーナ殿。私はヴィルと申します。駆け出しの商人ですが故ゆえあって、キルシュガイスト氏ともども、王女殿下とご一緒させていただいております」

「誇り高き修しゆう道どう騎き士しの方々もいらっしゃるので、とても心強うございますよ」

　黒い笑顔で付け加えるモルデカイに、ヴィルベルト以外の全員が顔を引きつらせた。

「お、おおう、それはそれは……いや、ともかく」

　片眼鏡の位置を戻すと、セールイは改まった様子で述べる。

「私め、王女殿下との謁見に先んじて旧きゆう知ちのダラマン氏に挨拶をと思ったのですが……どうやら何か、よくないことでもあった様子でしたなぁ」

　笑顔を僅かに歪ゆがめて、彼は首を振る。先ほどの怒声は、ダラマン氏のもののようだ。

「王女殿下、もしこの後ダラマン氏とお会いになられるのならば、どうかお気をつけて。本日は、思いがけずお目にかかれてまことに光栄でございましたぞ」

「ええ、私もお会いできて嬉しく思います。アルカーナさん、それではまた会見の場で」

　会え釈しやくするグリゼルダに、セールイは返礼する。そして扉に向かい──

「ああ、そうでした、王女殿下」

　振り返りざま、こう述べる。

「私めのことは、どうぞ、セールイと呼んでくだされ」

　セールイは茶ちや目めっ気けのあるウインクをして、去っていった。端たん正せいな紳士にはそぐわない行動だが、不思議と似合っていたような気がする。

「…………悪い人じゃないんだろうけど、変わってるなあ」

　それまで黙っていたアンドレアスが漏らした呟きに、グリゼルダは無言で頷うなずく。ダラマン氏の使用人が皆を案内しに来たのは、それからほどなくしてのことだった────

「王女殿下、あ、あんまりな仰おおせです！　どうして私が、あなた様の亡なきお父君の代から卸おろし売うりをさせていただいているこの私が、ミトラスの公爵殿下にそのような不始末を……」

「お、落ち着いてください、ダラマンさん。あなたが犯人だと、決めつけているわけではないのです」

　床にくずおれ涙にむせぶダラマンを、グリゼルダは慌てて宥なだめる。同じく床に膝ひざをつき、必死に彼に声を掛ける姿を、騎士たちは苦々しく、モルデカイはニヤニヤと見ていた。

　そしてヴィルベルトは見ていなかった。彼は通された部屋の調度品を眺めていた。

「単に、あなたが販売したダイヤがすり替えに遭あったからということで、お話を伺うかがいに来ただけなのです。ダラマンさん、先月のラドラー公との取引で、何か不審な点はありませんでしたか？　どんな小さなことでもいいのです」

「いいえ……ありません」

　禿はげ頭あたまを振り振り、彼はなおも泣きながら言った。

「女神様の名にかけてありませんとも！　ありましたらすぐに王女殿下までお伝えします。私には『ダイヤは無事に公爵殿下の元に届いた』と、その報しか入っておりませんゆえ」

「そ、そうですか……」

「王女殿下！　本当にあんまりな仕打ちですぞ!!」

　グリゼルダが肩を落とすと、ダラマンは声を張りあげる。

「隣国の領主様に偽物のダイヤを売り付けるなど──それではまるで国こく賊ぞくではありませんか！　姫様は、私が国を乱す者だと疑われておいでだったのですね!?」

「いえ、そんなつもりは！」

「あるのでしょう！　あるからここへと来られたのでしょう、あなたは…………ヒッ」

　なおも姫君を糾きゆう弾だんしようとした言葉は、しかし鋭い殺気によって遮さえぎられた。騎士たちにすさまじい形ぎよう相そうで睨みつけられた商人は、吐き出そうとした言げんをごくりと吞み込む。

「あ、いえ……申し訳ありません、王女殿下。ついうろたえて、なんと無礼なことを」

「いえ、私の方こそ。突然疑いをかけられれば、取り乱すのも当然のことですよ」

　ちくちく痛む胃を無視しながら、グリゼルダは微笑んだ。

「ではダラマンさん、もし何か後で気づいたことがあれば、どんなことでもいいのです。早急に王宮までご連絡くださいね」

「は、はい」

「それでは、私はこれにて」

　踵きびすを返し、先に進む。気分はひどく暗く、落ち込んでいた。沈痛な面おも持もちで、アンドレアスは主人に続く。商人へ氷の一いち瞥べつを送ると、サイモンもその背を追った。モルデカイは終始愉ゆ快かいそうにその様子を眺めた後、満足げに去っていく。そして、最後の一人は──

「やあ、王女殿下はもう帰られるようですね。ところで、ダラマン氏」

　ヴィルベルトはいつもの悪いた戯ずらっぽい目で、床から立ちあがる商人に声をかけた。

「ダイヤの卸売りというのは、なかなか儲かるもののようですね。あなたの調度品、立派なものばかりだ。高かったでしょう、これ」

「あ、ああ。まあ、そうだが」

　涙をハンカチで拭ぬぐいつつ、ダラマン氏はヴィルベルトを怪け訝げんそうに見やる。

「あなたは……誰です？　見ない顔ですな」

「初めまして、私はヴィル。ミトラス帝国の商人です……駆け出しですがね」

　舞うような所作で恭うやうやしく一礼すると、彼はこう続けた。

「今回は、ラドラー公爵殿下の名みよう代だいで参りました。まあ、よろしくお願いしますよ」

「！　ラドラー公爵の……」

　その名を繰り返し、ダラマンの頰ほおが緩ゆるむ。

　──もしこの場にグリゼルダが留とどまっていたならば、きっと気付いたことだろう。

　今さっきまで泣き叫んでいた人間が、こんなほっとした表情を見せるかどうか。

「そ、そうだったのですか……ああ、こちらこそよろしく頼みます」

「ええ、お任せください。では、また近いうちに」

　後ろ手を軽く振ると、ステップを踏むように軽かろやかな歩調で、ヴィルベルトは部屋を出ていく。ダラマンはしばしその場に留まり、彼を見送るのだった。







「ねえ姫様、気にする必要なんてないよ」

　馬車で王宮に戻る道すがら、アンドレアスが言う。

「あのおっさんが何を言ったって、姫様が正しいことしてるのには変わりないんだからさ。つーかあいつ、ぎゃーぎゃー言いすぎだぜ！」

「……。追い詰められた獣けものほど、よく吼ほえる」

「え？　なんだって、兄上？」

　戸惑う弟を無視して、サイモンは主に目を向けた。その主は、ますます面持ちを暗くしていた。自分が責められたから、ではない。

「ええ。サイモンの言う通り……なのでしょうね」

　グリゼルダが嘆たん息そくすると、モルデカイはほの暗い笑みを漏もらす。

「ククク、あの男も愚おろかなものでございますね。あの取り乱しよう、まるで『自分がやった』と公こう言げんしているようなものではございませんか」

「そう言うなよ、モルデカイ。世の中には、お前のように愛あい想そよく笑える者ばかりではないんだから」

「どこが愛想いいんだよ」

　車中でグミを頰ほお張ばる公爵に、アンドレアスはぼそりと呟つぶやく。

　グリゼルダは頭を抱えた。わかっている。ダラマンの「否ひ認にん」は結局のところ、彼に対する疑いを強めたに過ぎなかった。信じたくなかったことを信じざるを得なくなってきていると考えただけでも暗あん澹たんたる気持ちになるが、それでへこたれている場合ではない。

　ダラマンの屋敷を出た後、念のため、彼の店や隊たい商しようで働く者たちにも話を聞いてみた。実際に聞き込みをしたのはサイモンとアンドレアスだったが、彼らの言葉によると、得られた証言の内容はきれいに二種類に分かれたらしい。

　一つは──そういえば先月、大きな隊商が帝国のラドラー領に出発していったが、自分は詳しく関わっていないのでよくわからない。ダラマン氏に変わった様子も特にないが、強しいて言うなら最近、倉庫の警けい備びが厳きびしくなったかもしれない。

　そしてもう一つは──知らない。自分は何も関わっていない。絶対に何も知らない。

　後者は明らかに怪しい。

「王女殿下」

　ヴィルベルトは変わらず吞気に言う。

「本当に関わりのないことを問われれば、普通は素直によくわからないと答えますよね」

「そうですね。……証言の内容から察さつするに、事件に関わった皆には、緘かん口こう令れいを敷いているのでしょう」

「緘口令。残念、よっぽど怖い主人なのかもしれませんねえ」

　公爵は革袋をポケットにしまうと、肩を竦すくめた。

「それでは王女殿下が望む証言を、彼らから得るのは難しい。かといって倉庫を強引に調べることも、あなたの主義に反するのでしょう？」

「ええ。倉庫を調べれば、何かしらの証拠が……いえ、警備で固められているという証言から考えて、おそらくすり替えられた本物のダイヤが見つかるのでしょうが……」

　強制的に「見せろ」と命令はできない。ダラマンが無実である可能性もあるのだから。

「私にはそれはできません。別の方向から考えてみないと」

　とはいえ、それが思いつかない。

　頭を抱え必死に思考を巡めぐらせる姿を、ヴィルベルトはニヤニヤと眺ながめている。

「おや、王女殿下は降こう参さんですか？　大丈夫、私は温かく見守っていますよ。温っかく、ね」

「ククク。ヴィル様もお人が悪うございますな」

「うふふふふ」

「お前ら、気持ち悪い笑い方やめろよ！」

　アンドレアスがすかさず睨にらみつけるが、彼らは動じない。

「うぐ……！」

　迫り来るプレッシャーに、胃い壁へきがキリキリ痛みだす。発想を変えなければならない、どうすればいい──ここで諦あきらめたら、公爵の思う壺つぼだ。

「姫様」

　ややあってから、サイモンが短く声をあげた。

「……。俺が行ってきます」

「えっ？」

「俺がダラマンの倉庫に侵入し、中を探さぐってきます」

「だ、駄目ですよ！」

　グリゼルダが驚いて声をあげると、アンドレアスも同調する。

「そうだよ兄上、何言って……」

「お前は黙っていろ」

　サイモンは感情を込めずに言うが、姫君はなおも問いかけた。

「どうしてあなたがそんな泥どろ棒ぼうのようなことをしなければならないのですか。それに、もし見つかってしまったら」

　サイモンは眉み間けんの皺しわを深くした。

「俺が捕まるようなことがあれば、その時は、俺の一存で行ったことにしてください」

「おお、そうすれば主君に累るいが及ぶこともない。なんて見上げた忠誠心、まるで叙じよ事じ詩しのようでございますね」

　モルデカイが、わざとらしく拍手をする。

「おい、茶ちや化かすなよ眼め鏡がね！」

　鋭く嚙みつくアンドレアスだが、眼鏡の従じゆう者しやは無視をした。一方でヴィルベルトはただ黙だまって、グリゼルダの様よう子すを見つめている。──彼女は、震えていた。

「サイモン」

「はい」

「馬鹿なことを言わないで!!」

　思わず、声を荒らげて叫ぶ。

「あなたに汚い行いをさせて、それで事件を解決するだなんて、私は絶対に認めません！　これは私の問題です。責任を負うのも、私一人で充分です」

「姫様……」

　いつも遠くを見み据すえるかのように鋭えい利りなサイモンの目が、一瞬大きく見開かれる。

「気持ちは、もちろん嬉しいです、サイモン。でも修しゆう道どう騎き士しであるあなたに、泥棒の真ま似ね事ごとなどさせるわけにはいきませんよ」

　語ご気きを弱め、グリゼルダは顔を赤らめた。

「その……す、すみません。大声を出してしまって。でも、もう二度とあんなことを言わないでくださいね」

「はい。姫様」

　サイモンは首しゆ肯こうした。その表情は、少し──ほんの少しだけ、緩んでいた。

「二度と申しません。肝きもに銘めいじておきます」

「……顔がニヤついてるんじゃない、兄上」

「殴るぞ」

「ひゃっ！」

　サイモンが拳こぶしを振り上げると、弟はおどけたように肩を竦すくめた。

「ははは。素晴らしい主しゆ従じゆう愛あいですね」

　と、ヴィルベルトは愉ゆ快かいそうに言う。

「しかしそれでは本当にこれからどうなさるのですか、王女殿下？　あなたが策を考えなければ、本当に八はつ方ぽう塞ふさがりになってしまいますが」

「うう……！」

　俯き、唸うなりながら改めて考える。

　倉庫のダイヤを調べることはできない。証言を得ることもできない。でもきっとダラマン氏の倉庫には、本物のダイヤが隠されているはずだ。すり替えられる前、本来公爵に届けられるはずだったダイヤが。本物の。本物の──

「はっ！」

　思い付いた途と端たん、ぱっと胸の内が明るくなる。

「あっ。姫様、何か閃ひらめいた？」

　嬉しそうに言うアンドレアスに微笑みかけると、グリゼルダは言った。

「本物のダイヤは鉱山で採さい掘くつされた。では、偽にせ物ものはどこから来たのでしょう？」

「ほほう」

　こちらの意い図とがわかったらしく、ヴィルベルトは感かん嘆たんの声をあげる。一方で訝いぶかしげな表情のサイモンたちに、姫君は続けて述のべた。

「公爵殿下の元に届けられたダイヤは、偽物ながら、かなり精せい巧こうなものでした。おそらく本来は、代用品として作られたのでしょう。だからあの偽ダイヤは、どこかで製造されたものを、犯人が手に入れてすり替えに利用したということになります」

　代用品のダイヤや宝石を専門に扱う店は、エルヴェティア王国にも数店舗ある。本物のダイヤが採掘される土地だといっても、模も造ぞう品ひんを求める人々もまたいるのだ。

「なるほど。そもそも商品だったものを偽物として使ったということならば──その代用品の出所を探れば、手がかりが得られるに違いない、と」

　眼鏡のレンズを光らせ、珍しく嘲あざけりの色もなく、モルデカイは呟つぶやいた。

「……。ダラマンが代用品の発注をしていれば、疑いがさらに強まるわけですね」

「その通りです、サイモン。大おお口ぐちの代用品の注文など、おそらく珍しいケースでしょうからね。もし本当にダラマン氏が購入していたのなら、彼にこう聞けばいいのです。『あなたが注文したお品は、今どこにあるのですか？』と」

　本物のダイヤの在あり処かではなく、犯人が偽物を手に入れた経けい緯いを探るということだ。

「はっはっは、いいですね王女殿下。発想の逆転、なかなかやりますな」

「本当は、こういう策は考えたくないものなのですが……今は仕方ありませんね」

「頭を使って疲れたでしょう。グミいかがです、ってすみません。さっき全部食べてしまいました。私としたことがお茶目な失敗を」

「いえ、もとより結構です」

　公爵に引きつった笑いを返し、グリゼルダは言う。

「西地区に向かいましょう。王都の西せい端たんに、ヴァレーという商人がいます。偽物の品質から考えて、彼のお店で作られた可能性が高いですから……まずはそこから調べます」

　王宮へ帰ろうとしていたところを一気に方向転換し、馬車は一路、西地区へと向かう。

　偽ダイヤを代用品として売ったのがヴァレー氏だったとして、彼が犯人と口裏を合わせている懸け念ねんもないわけではない。

　しかしダラマン氏の下で働く人々と違い、ヴァレー氏は本来事件とは無関係の人間、つまり部外者だ。部外者に口止めすれば、自分へ疑いがかかるリスクをさらに高めることになってしまう。したがって、ヴァレー氏は真実を語る可能性が高い。

　やっと見えた光こう明みよう。つい表情も明るくなる。胃壁も危機を察知していない、きっとこの方針はうまくいくことだろう。

　少しだけ余裕が生まれた様子で窓の外を見やるグリゼルダの横顔を、ヴィルベルトはいつもの子どものように穏やかな笑顔で、ただ眺めている。そして────







「ああ、はい。確かに先月、ダラマン氏から大口の注文がございました」

「ほ、本当ですか!?」

　喜びと驚おどろき、それに僅わずかな憂うれいが交ざった表情で問いかける姫君に、白しら髪が頭あたまの細身の老人──ヴァレー氏は頷く。

「いえ本来なら、お客様の情報を漏らしたりはいたしません。ただ私どもも驚いたのですよ……あれほどまでに大量の代用ダイヤを取引したことは、店を出してから初めてのことでしたから」

　落ち着いた態度で、商人は語った。

「本物ほどではありませんが、代用ダイヤとてそれなりに値が張ります。それをダラマン氏は、即金でお買い上げになりました。様子が妙でしたので、不審に思い……それで今、王女殿下にもお話をしたというわけです」

「そうだったのですね、わかりました。教えてくださりありがとう」

　グリゼルダは微笑み、ヴァレーに礼を述べると踵きびすを返し、皆と共に馬車に戻る。

「すごいや、姫様！」

　アンドレアスは目をきらきらさせて言う。

「これでダラマンの奴もだんまり決め込むわけにはいかなくなるんじゃないですか!?　だってあいつがこの店で買った代用ダイヤは、今頃公爵ん家ちにあるんですもんね」

「ええ。『今どこにあるのか』と問われれば、きっと彼は言葉に詰まるはずです」

　それでもなお白しらを切ろうとするならば、彼に質問を重ねればいい。

　噓が噓だとばれるのは、取とり繕つくろおうとしてボロが出るからだ。上手な噓をつくことは、「何も知らない」と言い張ることよりも難しいし、ダラマン氏にそれができるかは怪しい。

「ふむ、意外に妙みよう手しゆを思い付かれるものなのですね。感心しました」

　眼鏡を押しあげつつ言うモルデカイを、ヴィルベルトは茶化す。

「おや、モルデカイが素直に称しよう賛さんするなんて珍しい。おかしな天気にならなければいいが」

「ヴィル様も人聞きの悪い。僕とて、時には他者を認めるものなのですよ、クックック」

「口のきき方がなってないけどな！」

　一声言い捨て、アンドレアスは馬車に戻る。

「……。それでは姫様。再びダラマンの元へ」

「ええ。何度も行き来してしまいましたが、これで進展がみられることでしょう」

　移動が多かったこともあり、既すでに夕刻が近づき、日は沈みはじめている。

「姫様、今の時間帯にここから東地区に戻るんなら、本通りじゃなくて外がい壁へきに近い道を使って行った方がいいと思いますけど、どうします？」

　石いし畳だたみで整備された王都の本通りは、この時間、行ゆき交かう馬車が多く混雑する。王都を囲う壁の近くは、住人が少ないため整備はあまりされていないが、そのぶん空すいている。

「アンドレアスの言う通りですね。では、そのようにしましょう」

「はーい！　御ぎよ者しやさん、よろしくね」

「はい、かしこまりました」

　皆が馬車に乗ったところで、御者は馬に鞭むちを入れた。

「おや、王女殿下」

　と──ふいにヴィルベルトが首を傾げる。

「外壁沿いの道を行かれるのですか？」

「ええ。その方が早いですから」

　グリゼルダが頷うなずくと──公爵は、僅かに口の端はしを吊り上げる。

「そうですか。そちらの道を行かれるのですね」

「えっ？」

「いえ、驚かれることはありませんよ、王女殿下。よかったと思いましてね。その方が、私にとっても都合がいい」

「なっ……!?」

　公爵の笑みが、子どもじみたものから──例の、嫣えん然ぜんとしたものに変化する。

　危機を察知し、胃がキリキリ痛くなった。よくないことが起こりそうだ。

「何を企たくらんでいる？」

「おやおや騎士殿、そんなに怖い顔をしないでください。私はただ、それなら間に合いそうだし、ちょうどいいなと考えただけなのですから」

「ま、間に合う……とは？」

　疑問を口にして、次の瞬間に閃ひらめいた考えに、はっと息を吞のんだ。

「公爵殿下！」

「私は商人のヴィルですって」

「そ、そんなことより！　まさかあなたは、既すでに……」

　緊張に激しく鳴りはじめた動どう悸きを感じながら、問いを投げかける。

「犯人を見つける策を、既に講じていたのですか？　私よりも、ずっと早くに」

　それで「間に合う」などと言ったのだろうか。グリゼルダはじっと彼を見み据すえる。

「はっはっは」

「クックック」

　公爵主従は嫌味な笑いを漏もらした。

「いやなに、王女殿下。直接犯人を探すことなどしてはおりませんよ。なぜなら捜そう査さはあなたに『お願い』したわけですし、私も、内ない政せい不ふ干かん渉しようという言葉は知っていますからね」

「でしたら、なぜ？」

　グリゼルダの問いに、ヴィルベルトは肩を竦める。

「まあ、これからダラマン氏のところに行けばわかることだと思いますよ。ひょっとしたら、途中でいいものに出でくわすかもしれませんけれどね」

「いいもの……？」

　胃の痛みが、キリキリからズキズキに変わりつつある。バッグから胃薬を取り出すと、グリゼルダはそれを一気に飲み干した。その上で、ヴィルベルトに告げる。

「あなたが何か手を打たれているということはわかりました。ですが、私の方針で犯人が特定できそうになっていることは事実です。……鉱山の権利は、諦あきらめていただきますよ」

「それはどうでしょう。そもそも権利を望のぞんでいるのは、私ではありませんからねえ」

　髪をさっと搔かきあげながら、公爵は屈くつ託たくなく笑う。

「うっ……！」

　彼の考えがいま一つ読めない。不可解がわだかまる腹部をそっと撫なで、唸うなった。サイモンもアンドレアスも訝いぶかしげだ。だがともかく今は、ダラマンの屋敷に急行するしかない。







　大通りを抜け、馬車は外壁の道を行く。土が剝むき出しになったこの道は、周囲に枯れた草むらができており、夕暮れ時ということもあって、どことなく物悲しい雰ふん囲い気きが漂ただよう。

　そして、南の門の近くに差し掛かった時────

「……あっ!?」

　窓の外を眺めていたグリゼルダは、思わず声をあげた。

　道の向こうに、大型の馬車が一台停とまっている。その横で、一人の中年男性が、近くに立つ人々と問もん答どうを繰り広げている。小太りに禿はげ頭あたまの男性──ダラマン氏に違いない！

「でも、おかしいですね。こんな時間に、一体どこへお出かけの予定なのでしょう」

　しかも彼は妙みように焦った様子だ。苛いら立だっているようにすら見える。何があったのだろう。

「はっはっはっは」

　突とつ如じよ、ヴィルベルトはからからと笑った。

「大成功でございますな、ヴィル様」

「ああ、本当にそうだなモルデカイ。素敵に陽気な歌でも歌いたいくらい、いい気分だ」

　示し合わせたように二人で笑う主従の様子に、グリゼルダも、騎士兄弟も不ふ審しんな顔で首を傾かしげ、馬車を停める。道の向こうのダラマンは、こちらにまだ気づいていない。

「……一体、何をなさったのですか？」

　痛む胃を押さえつつ、公爵に改めて問う。

「偶然ではなく、必然的にこうなるよう、あなたが仕組まれたのでしょう？　公爵殿下」

「ははは。私は公爵殿下ではありませんが、お答えしましょう」

　どことなく冷れい徹てつな光を瞳に宿らせ、馬車の窓枠で頰ほお杖づえをつくと、ヴィルベルトは答える。

「第一に、王女殿下、別にこれは必然的というほどのものではありませんよ。ただ、もし『逃げる』となったら当然人通りの少ない場所を選ぶものでしょう。だから彼がここに来るのは必然。でも私たちがここにすぐ来られたのは偶然」

「逃げる、とは？」

　姫君の疑問には答えずに指で二、を作ると彼は続ける。

「第二に、これも先ほど申し上げたことですがね、私は直接犯人を探したりはしておりません。私がやったのは、ただ……ほら、彼の上着を見てください」

　窓の外、未だ問答をしているダラマンを、彼は指さす。示されるがままに視線を向けてみれば、懐ふところからはみ出る、白い紙のようなものが見える。

「あれは？」

「あれは手紙です。エルヴェティア王国に入ったその日に、私がこの国でダイヤを扱っているすべての商人宛てに書きました。おそらく今日の昼過ぎ頃……私たちがダラマン氏の屋敷を去った後くらいに届いたことでしょうね。全員に、同じ文面の手紙が」

　公爵は平然と答える。

「え？　同じ文面……？」

「そうですよ。どんな文面だかわかります？」

　こちらが言葉に詰つまると、ヴィルべルトはうっすらと笑みを返した。

「わかったぜ、脅きよう迫はくでもしたんだな!?」

「そんなことしたら、こちらが訴うつたえられることになるではありませんか。少しはものを考えて喋しやべりなさいな」

「むかっ！」

　眼鏡侍従に冷れい淡たんに言われ、アンドレアスはむっとする。その傍かたわらで、グリゼルダはしばし考えていた。商人全員に同じ文面で送った手紙──ダラマン氏は今焦っている。

「……！」

「おお、気付かれましたか」

　ますます破は顔がんすると、公爵は一枚の紙を取り出し、ぴらりとこちらに見せた。そこにはこう書かれていた──『先月、お前のしたことを知っている』。

「どうです、限りなく怪かい文ぶん書しよっぽいですが、内容は穏おん当とうでしょう。やましいことが何もない人間なら、せいぜい嫌がらせ程度にしか思わないでしょうね。ところが彼は」

　と、再びダラマン氏を指さす。

「なぜ慌あわてて荷物を纏まとめ、手紙を上着に突っ込んで、あそこで立ち往おう生じようしているのでしょうか？　ふふ、よっぽど隠したいことがある……の、かもしれないですね」

　ヴィルベルトは、したり顔で目を閉じた。

（こ、これは……！）

　公爵のその悠ゆう然ぜんとした佇たたずまいに、グリゼルダは息を吞む。発想のスケールで負けた。正直に、そう思った。小さな砂さ金きんを、河底から一粒ずつ探すのではなく──大量に砂さ礫れきを掬すくって、その中から砂金だけ選より分けるかのごとき、大胆な戦略。

「公爵殿下、さすがですね」

　苦々しい気持ちもあるが、同時に心からの敬意をも込めて、公爵を讃たたえる。

「あそこでダラマン氏が立ち止まっているのも、あなたの策の結果なのでしょう」

「いやあ、大したことは何も。暇な人にお金を払って適切な処置を頼んだだけですから」

「そうですか……そうまでなさったのなら、無駄にするわけにはいきませんね」

　言いつつグリゼルダは座席を立ち、馬車を降りようとする。ダラマンと話をしなくては。

「……。お待ちください」

　だが先んじて馬車を降りたサイモンの手がそれを止めた。

「お話なら、馬車の傍そばで。あの者に近づいてはなりません。妙な気配を感じます」

「わかりました。あなたがそう言うなら」

　頷き、騎士の手を借りて外に出る。こちらの姿を認め、ダラマンは全身を震わせた。

「はっ!?　お、王女殿下！」

　今まで彼の周りにいた人々は、一いつ斉せいにその場を離れていった。

「ダラマンさん……奇き遇ぐうですね。このような時間に、どこに向かうおつもりですか？」

「ひっ!?　そ、それは…………」

　商人は、自分の懐から覗くものに気付くと、慌ててそれを隠そうとした。だが瞬時に何か思いついた表情になると、逆にそれをこちらに掲かかげる。

「お、王女殿下！　この手紙は、あなたが私に送られたのですかな!?」

「え？　い、いいえ。私は」

「まったく、本当にあんまりではありませんか！　『先月、お前のしたことを知っている』──まるで私が悪事を働いたかのようなこの文面、一体なんの意い図とがあって」

　勝ち誇ほこったように、彼は言葉を重ねようとする。だが。

「おやおやおやおやぁ？」

　馬車を降りたヴィルベルトが、それを遮さえぎった。大おお仰ぎように首を傾かしげ、わざとらしく彼は問う。

「おかしいですなあ、ダラマン氏。その手紙には別に、悪事がどうとは書かれていないはず。もしや負おい目めがあるから、そのようにお考えになるのでは？」

「な、何を言って。私は別に……」

「倉庫」

「！」

　短くそこで区切ったヴィルベルトは、酷こく薄はくな笑みを浮かべる。

「倉庫に忘れ物をしてきていないですか。大丈夫ですか？　あんまり急いでいると、そういう時に限って大事なものを忘れてきてしまいますよ……ねえ」

　普段は妙に陽気な彼の声こわ音ねは、よく通るが、低く冷淡なものへと変化している。

「くっ……！」

　その言葉に、商人はみるみる青ざめた。目を大きく見開き、彼は公爵を見つめている。

「なっ、なんであんたがそんなことを言うんだ。まさか……まさか、私は……ヒイィッ!!」

　彼はよたよたと数歩後ずさると、その場にしゃがみ込んだ。その歯ががちがち鳴り、目は見開いたまま、怯おびえている。──これで、決定的だ。

「やはり……」

　犯人は彼だ。信じたくなかった。しかし、こうなっては断定するしかない。

　やるせない思いを抱きつつ、ダラマンを見み据すえ、言葉をかける。

「あなたの犯行だったのですね。公爵殿下に偽物を売りつけるなど、なんという……」

「姫様！　私は、私は！」

　服が土くれで汚れるのも構わず、商人は地面に両の拳こぶしを打ちつけた。

「私は、愚おろかだったのです！　ほんの出来心だったのです！　いっ……いや、脅おどされていたのです！　私が望んでやったことじゃないっ！」

「後ですればいい。言い訳がしたいのなら」

　サイモンが低く言うと、ダラマンはぶるぶる震えだし、素す早ばやくヴィルベルトを一いち瞥べつした。

「わ、私は……私はぁっ……！」

「ダラマンさん……」

　今になって、犯した罪の重さを自覚したのだろうか。ダラマンのひどく怯えきった姿が、痛ましく思えてくる。けれども同時に、疑問に思う気持ちもあった。商人は、グリゼルダやサイモンを見て怯えているのではない。明らかに、ヴィルベルトを見て怖がっている。

　公爵が、他にも手を打っていたのだろうか？　そう思い、横に立つヴィルベルトを見やるが、その姿からは何も読み取れない。

　ただ公爵の眼まな差ざしは、背筋が凍るほどに冷れい酷こくだった。恐怖し、蹲うずくまっている商人に対する同情も、憐れん憫びんも、嘲あざけりすらも感じられない。

　道端に落ちた死にかけの羽虫でも見つめているような、なんの感かん慨がいもない目つき。

（これが、公爵殿下の本当の顔……なのでしょうか）

　この冷徹な佇まいこそが、ヴィルベルト・フォン・レイベンブロイの真の姿なのだろうか。いつものあの態度は、単なる仮面に過ぎないのだろうか。
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　戸惑っていると、公爵がふとこちらに視線を向ける。その目は普段のものに戻っていた。

「おや、王女殿下。捕まえなくていいんですか？　ダラマン氏」

「い、いえ」

　どうやったら瞬時にここまで顔つきを変えられるのだろう。そんなことを頭の片かた隅すみで考えつつ、グリゼルダはサイモンに言った。

「サイモン、今すぐ応援を呼んで、官かん憲けんを連れてきてください。ダラマン氏には……すべて話してもらいます」

「御ぎよ意い」

　サイモンは軽く頷うなずき、移動しようとする。その動きを察さつ知ちしたのだろう。

　ダラマンはおもむろに立ちあがった。

「う、う、うぁあっー!!」

　その目は血走り、拳を握りしめ、口から飛び出した咆ほう哮こうは、絶望と怒り、恐怖をぐちゃぐちゃに混こん濁だくさせた声だった。サイモンは立ち止まり、さっと警戒の色を強くする。

　グリゼルダの胃もキリキリと痛みはじめた。何かよくないことが起こりそうな気がする。

「こ、こ、こんなところで……こんなところで終わってたまるか!!」

　言うなり、ダラマンは腕を素早く横に振る。瞬間、向こうの大型馬車からばらばらと降りて現れたのは──

「なっ……！」

　連発式の長ちよう銃じゆうを手にした、大おお柄がらの男が六名。

「ははは、お近づきの印のプレゼントでも渡してくれるんでしょうか？」

「グミ野郎、冗談言ってる場合かよ！　姫様、馬車に戻って!!　馬車も下がって!!」

　アンドレアスが車中から注意を発する。グリゼルダとヴィルベルトが箱馬車の中に戻る中、サイモンは長ちよう剣けんの柄えに手をかけたまま、じっとその場に佇んでいる。

「ダ、ダラマンさん！」

　馬車の窓から少しだけ顔を出し、グリゼルダは警告する。

「やめてください。このままでは、あなたの罪は決定的なものに……」

「うるさい！　黙れ!!」

　血走った目のまま、グリゼルダを指さし、商人の口からは唾つばの沫あわが飛び散る。

「わ、私は……私はっ、嵌はめられたんだ！」

　ぶるぶる震える手で、ダラマンは己も取り出した短銃を構える。

「私は悪くない！　私が捕まるはずがない！　私は、これで大陸一の商人に、なるはずなんだぁあああーっ！」

　空くう虚きよな悲鳴が、グリゼルダの身を竦すくませる。しかしまたも、心の片隅で疑問が膨ふくれあがった。──捕まる『はずがない』？　だが、そんな疑問を抱く余裕はすぐになくなった。

「御者、逃げろ！」

　サイモンが鋭い声をあげるのと同時に──

「う、撃うてぇええええーっ！」

　主あるじの断だん末まつ魔まのごとき絶ぜつ叫きようを受け、男たちは一斉に発はつ砲ぽうした。

　距離を空けたため貫通することはないものの、銃じゆう弾だんは馬車を掠かすめ、地面に突き刺さり、砂さ塵じんを巻まきあげる。すかさず御者が逃げていて本当によかった。

「ちぇっ、マジで撃ちやがった！　一応、頭下げてしゃがんでてくださいね！」

「え、ええ！」

　慌てて車内に入ってきたアンドレアスの指示に従い、グリゼルダは座席で頭を抱えて身を下げる。ヴィルベルトとモルデカイは、至いたって普通にその場に座っているが。

「！　そ、そういえばサイモン！　サイモンは？」

「兄上！」

　アンドレアスが窓から顔を出して叫ぶ。

「何やってるのさ、そんなとこにいたら危ないよ！　早く応援を呼びに行かないと！」

「……。必要ない」

　と──サイモンは腰の長剣を抜き放つ。黄たそ昏がれ時どきの光が、白しら刃はを鈍く照らす。

「アンドレアス、援えん護ごしろ」

　言うなり彼は両手で剣を構え──ダラマンたちに向かって突進する！

「サイモン、いけません！」

　グリゼルダの制止も彼には届かない。

「え……ちょ、無茶だよ！　この銃、五発までしか撃てないんだからーっ！」

　アンドレアスが騎き兵へい銃じゆうを構える間にも、サイモンは放たれた矢のごとく駆かけていく。銃じゆう弾だんをジグザグに跳んで回避しながら、騎士は男たちとの距離を一気に詰めた！

「はぁっ！」

　気合と共に放つ一いつ閃せんで長銃ごと一人、柄を離した左の拳で一撃して一人、伸びあがるような蹴りで顎あごを突きあげ一人。命を奪いはしないものの、一息で騎士は三人仕し留とめた。

「馬鹿な、銃を相手に白はく兵へい戦せんを……」

　眼鏡の奥の瞳を見開いているモルデカイの隣で、アンドレアスは身を乗り出す。

「弾たまはまっすぐにしか飛ばないから避よけやすいんだってさ！」

　そう答えながら、彼は騎兵銃を撃つ。正確に相手の手元の銃だけを狙えるその射しや撃げき技術は、見習いとしてはかなりの腕前であった。

（女神様……！）

　なおも雨あま垂だれのように飛んで来る銃弾の中、こうなったらできるのはただ祈りのみ。そんなグリゼルダの前で、ヴィルベルトは、ちらりと反対側の窓の外を見やる。

　そこでは険けわしい面持ちに怒りを漲みなぎらせ、弾だん幕まくをものともせずに走り寄ってくる鬼神のごときサイモンの姿に、ダラマンのみならず、残りの男たちも尻ごみしていた。

　そして枝きれのように軽々と振り回した剣の腹で一人、肘ひじ打うちで鳩尾みぞおちを一撃して一人、最後の一人は回し蹴りで吹っ飛ぶ。

「ひいぃいっ！」

「慈じ悲ひ深き女神エルヴェティアの名の下に、投降しろ。ダラマン」

　深い憤いきどおりを込めた声音で騎士はそう告げ、剣の切っ先を、硬直している商人に向ける。

「火薬と鉛なまり玉だまごときで、俺を止められると思ったか。よくも姫様に不ふ敬けいを働いてくれたな」

「あ、あがががっ……！」

　ダラマンはそのまま、ぺたんと地面に尻をついた。だが────

「兄上！　後ろ!!」

　アンドレアスが絶叫する。彼の騎兵銃が連続して放てる弾丸は五発まで。六人の男の内の一人が、その場に打ち倒されたまま、息も絶え絶えに震える手で長銃を構えている。剣をダラマンに向けているサイモンは回避できない！

「サイモンっ!!」

　グリゼルダは叫ぶ。そして────それは、ほぼ同時だった。

　乾いた銃声が、その場に響くのと──悠ゆう然ぜんとした笑みを浮かべたヴィルベルトが、窓から出した手の指を鳴らしたのとは。

　ダラマンの部下の最後の一人は、引き金を引くこともなく、力尽つきて動かなくなる。その手を銃弾が貫通していた。アンドレアスが撃ったものではない。

「え……？」

　グリゼルダは恐おそる恐おそる、窓から自分が乗る馬車の後方を見やった。すると、そこには。

「うげっ!?」

　アンドレアスは銃を取り落とした。一体いつからそこにいたのだろう。

　グリゼルダたちの馬車の背後、草むらの中から顔を出しているのは、無数の兵士たち。鎧よろいの類たぐいは身に着けていないものの、整然と銃を構えた気き迫はくは、間違いなく軍人のそれである。その中の一人が持つ銃から、真新しい硝しよう煙えんがあがっていた。

「こ、この方たちは、ミトラス帝国の……」

「ええ、私の大切な『鼠ねずみさん』たちです」

　最初に会ったあの日と同じことを言いながら、ヴィルベルトはにっこりと笑った。

「うちの者もお役に立ててよかった。ダラマン氏が王女殿下の前で尻尾を出すまで伏しておこうと思っていたのですが、騎士殿の活躍につい目を奪われて合図を忘れてました」

「あ、兄上はうちの騎士団で一番の腕っこきなんだから、当然だぜ！」

「猛犬の中の猛犬でございましたな。やはり恐ろしいこと」

「犬って言うな!!」

　精一杯に声を張って言うアンドレアスに、モルデカイはにたりと嫌な笑顔で返す。

「公爵殿下……あなたは、どこまで事態を予測して……」

　一方でグリゼルダは、戦せん慄りつと共にヴィルベルトに問う。

　公爵の私兵が鎧を纏まとっていないのは、おおっぴらに軍備を持ち込めば問題になることを知っているからだろう。一般人を装わせてまで、彼は武装を忘れていなかったのだ。しかし一体どうやって、この国の警備を搔かい潜くぐったというのだろう。

「はっはっは。まあ、王女殿下。一つ言わせていただければ、私は別に大したことをしているわけではありません」

　公爵は目を細めた。その目は猛もう禽きん類るいのように鋭かった。

「ただ、心配性なだけですよ。それが功こうを奏そうすることが多いのですがね、ふふふ」

「くっ…………！」

　やはり侮あなどれない。この仮面の下に、どれだけの謀ぼう略りやくを隠し持てば気が済むのだろう。

「ま、そんなことはさておき。ほら、あなたの騎士が犯人を捕まえていますよ」

　ヴィルベルトが指さした先を見れば、サイモンがダラマンをうつぶせに組み敷いていた。後ろ手に回した両手首に携帯していた細ほそ縄なわを掛け、身動きが取れないようにしている。

「う、ふふふ、ひひっ……」

　ダラマンは、涙を流しつつなぜか笑っていた。自らの運命への嘲ちよう笑しようか、それとも──

「あ、ははははははっ！」

　笑いが盛大なものとなる。その視線の先には、ヴィルベルトがいた。

「わ、私は……私はっ、結局いいように動かされていたというわけだな！　ははははっ！　どうせ殺すんだ、わかってるんだ！　私を殺すつもりなのだろう!?」

「……。大人おとなしくしておけ」

「ぎっ！」

　身を乗り出して叫んだ商人を、サイモンは冷静に制せい止しする。

「こっ……公爵殿下に」

　だがなおも身をもたげ、ダラマンは声をあげた。

「公爵殿下に伝えるがいい！　とてもいい取引だったと！　私はもうおしまいだ！　あはははははーっ！」

「いい加減にしろ！」

　ぐっ、と首を地面に押さえつけられ、ついにダラマンは口を閉ざす。だがその眼まなこは未いまだ血走ったままであり、もはや正常な精神状態とは言い難がたい。

「ククッ。間抜けな詐さ欺ぎだけでなく、ついには精神にまで異常をきたすとは。これだから、凡ぼん庸ような人間は困りものでございますな」

　嘲あざ笑わらいつつ、モルデカイは眼鏡の位置を直している。

「あんたって、本当に嫌な奴だな……」

　横目でアンドレアスが言う傍で、グリゼルダは、土に塗まみれたまま倒れ伏す商人の姿をじっと見ていた。彼が今回の偽ダイヤの騒動を起こしたことは間違いない。でも彼を逮捕しただけで、本当に事件は解決するのだろうか？

　未だ姿を現さない、何か大きな闇のようなものを感じる。恐怖で麻ま痺ひしていた胃の痛みも、だんだんキリキリした鋭さを伴ともなって戻ってきた。

　悩み、思考を巡らせるうちに、御者が呼んできた官憲たちの手によって、ダラマンと雇やとわれていた男たちは護ご送そうされていく。

「ダラマンさん……あなたの事情は、後で必ず伺うかがいますから」

　声をかける。しかしダラマンはぼんやりした眼差しで、虚こ空くうを見上げているばかりだった。こうして──釈しやく然ぜんとしないものを残しながらも──事件は、解決したのだった。




「さて、これで一件落着ですねー」

　王宮の執しつ務む室しつに戻った直後、アンドレアスがちらりとヴィルベルトたちを見ながら口を開く。ちなみに公爵は、新しい革袋を開けてグミを食べていた。

「悪いおっさんは捕まったし、これでもうあんたたちも姫様への用事は済んだんだろ？　二人仲良くさっさとミトラスに戻って、お菓子食うならそっちで……あ痛！」

「お前は黙っていろ」

「サイモン、何も殴なぐらなくても！　……ああ、でも、その」

　殴られた頭を涙目で擦さすっているアンドレアスを心配しつつ、グリゼルダは未いまだ無言のヴィルベルトたちに言った。

「事件の犯人は、無事に逮捕されました。詳しい事情を聴ちよう取しゆするのにはまだ時間がかかるでしょうが、新しい情報があればすぐにお伝えします。今回のことは、これで終わりということで…………うっ！」

　突然、胃壁にピリピリした痛みが走る。しかも、だんだん大きくなってきた。

　おかしい。王宮に戻った時に、安心して痛みは消えていたはずなのに。これではまるで、まだ何か悪いことが起こるような──そう思い、額ひたいにうっすらと汗が浮く。

「ふむ……まあ、そうですねえ」

　椅い子すに腰掛けたままむしゃむしゃとグミを頰ほお張ばりつつ、ヴィルベルトは答える。

「確かにダラマン氏は捕まりましたし、彼を追い詰つめたのも、王女殿下のお働きでしたね」

　公爵の目が、きらりと光る。

「そう、ほとんどは」

「え!?」

　嫌な予感。口元を引きつらせたグリゼルダに、ヴィルベルトは朗ろう々ろうと言い放つ。

「ほとんどは王女殿下のお働き、しかし一部は私の手柄でした。それに今回公爵殿下も、旅行費だの人件費だの、ああそう、今日撃った弾の代金もありますし」

　手て近ぢかな小こ机づくえでさらさらと何か書きあげると、彼はそれをグリゼルダに掲かかげた。

「占しめて三十億マルカ、ばっちり払っていただけますか？　あ、物ぶつ納のうでも可ですけど」

「……………………」

　提示された紙を見て、グリゼルダの目は点になった。それから────

「きゅう」

「わーっ、姫様があまりの心労で強制終了したーっ!!」

　胃痛を感じる暇ひまもなく、その場にばったりと倒れた。
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「さ、三十億……三十億マルカって……」

　朝の光溢あふれる、王宮礼拝堂。

　祭さい壇だん上部の壁には、女神が御み手てを以もつて山脈を創つくる神話の光景が描えがかれている。だがグリゼルダは荘そう厳ごんさに感じ入る余裕もなく、その前で蹲うずくまって唸うなっていた。

　大抵なら、表面上は動じずにいられる、本来は。でも今回は、事の規模が大きすぎた。

「う、うぐぐぅ、三十億マルカって……研究院への補助金と、新型通風機と送風機を揃そろえて……メルヒオールにお小こ遣づかいをあげても、お釣りがくる値段じゃないですか……!!」

「姫様、大丈夫ですって！　とりあえず、少し落ち着きましょうよ」

「そ、そうですね」

　肩にポンと手を置き、優しく諭さとすように語るアンドレアスに、姫君はこくりと頷うなずいた。

「はい、大丈夫。もう落ちちつ着きききましたよ？」

「全然落ち着けてないですよお……」

　嘆たん息そくした騎士見習いは、礼拝堂の入り口で、こちらに背を向けて立つ兄に話しかける。

「ねー、兄上。何か姫様に言ってあげてよ！　姫様、すっかり参っちゃってるよ」

「黙だまってお守りすることだ。俺たちの任務は」

「黙ってるにも程度があるよ！　だいたいそんなとこ睨にらんでたって、誰も来やしないぜ」

「……。いや」

　弟に背を向けたまま、サイモンは重々しく述のべた。

「きっと今日も来るだろう、あいつは」

「ああ、あのうすらキモい公爵がね」

「そう、あのうすらキモ」

　言いかけて、騎士は口を噤つぐむ。

「兄上だってさあ、腹が立ってるならはっきり言ってやればいいのに！　ていうか」

　アンドレアスは再びグリゼルダに声をかける。

「姫様、おれが言うのも出で過すぎたことだと思いますけど……慰い謝しや料りようを請求された話も、みんなに相談した方がいいんじゃないですか？　姫様だけが悩むことないですよ」

「……いいえ。それはできません」

「そんな！」

　彼は声を張りあげた。

「いつまでも姫様だけで、真ま面じ目めに取り合ってやる必要なんてないじゃないですか！」

「そうは言っても……」

　ふー、と長く息を吐くと、少しは気分が落ち着いた気がした。

「まだ、何か手立てがあるはずですから。皆にすべて相談して、国同士の大ごとにしてしまう前に……私にできることがあるなら、やってから諦あきらめたいのです」

　それに、王宮はダラマンの起こした偽ダイヤ事件と王女襲しゆう撃げき事件の収拾で手いっぱいになっている。これ以上の騒ぎは起こしたくないというのも、本ほん音ねだった。

「そうかもしれないけど！」

　憤ふん懣まんやる方ない、といった様子でアンドレアスは足を踏み鳴らす。

「だいたいおれ、あの公爵はすごい胡う散さん臭くさいと思うんですよ。なんでもお見通しだからって、全部あいつの思い通りになってるってのは出来すぎっていうか、なんていうか」

「そうですね……」

「……。姫様、僭せん越えつながら」

　サイモンも口を開いた。

「俺も奇き妙みように思いました。昨日のダラマンは、明らかに公爵を意識して話していた」

「ええ。私もそう思います」

　ゆっくりと顔をあげるグリゼルダの目の下の隈くまは、異様に濃い。昨晩ちっとも寝付けなかったせいだ。しかし冷静さを取り戻した頭で改めて考えてみると、今回の事件には、まだ納得できない点がいくつか残っていた。

「私、気になっているのです。ダラマン氏の言った『はずがない』という言葉。相そう当とうの確信がなければ、あの言葉は出ない気がします。最も恐おそろしい可能性を考こう慮りよすると……」

　言いかけて、つい逡しゆん巡じゆんする。

「どうしたの、姫様？」

「お考えをお聞かせください」

「ええ。ダラマン氏は……公爵殿下に内ない通つうしていたのではないでしょうか」

「えっ!?」

　騎士兄弟は驚おどろきの眼まな差ざしのまま、互いに顔を見合わせた。

「姫様、それ本当？　最初からグルになって事件を起こしてたってこと!?　そういえばダラマンの奴、『嵌はめられた』とか言っていたけど……」

　流通記録がなくなっていたのも、公爵が手を回して盗ませたのかもしれない。

「……。裏切られた怒りで、ああも狼ろう狽ばいしたということですか」

「ええ。……ですが実はそう考えると、逆に辻つじ褄つまが合わなくなるところもあるのです」

　礼拝堂の長なが椅い子すに座ると、グリゼルダは顎あごに手をやった。

「もし公爵殿下が黒幕なら、なぜ事件の調査に協力などしたのでしょう？　むしろ妨ぼう害がいする側に回り続けた方が、彼にとっては利を生むはずです。私が犯人に辿たどり着けないとなれば、それを口実に鉱山の権利を奪うこともできるでしょうから……」

　それに公爵が本当に英えい明めいなら、果たして唆そそのかす相手をダラマンにしただろうか？　残ざん酷こくな言い方をすれば、かの商人は決して聡そう明めいではなかった。共犯者としては、ダラマンは賢かしこさではなく『使いやすい』点を見込まれたのでは、とも思えてしまう。

「不可解です。黒幕がいる可能性はかなり高いと思います。ですが、自分で言い出しておいてなんですが、それが公爵殿下だと断定するのは、尚しよう早そうかもしれません」

「ふん、姫様の考えに間違いなんかありませんよ。あのグミ野郎といい、陰いん険けん眼鏡めがねといい、本当ミトラスの奴なんて何考えてんのか全然わかんないぜ！」

「……。アンドレアス」

　首だけこちらに向けて、サイモンが低く言う。

「黙っていろ。確証がないことだ」

「ふんだ！　確証なんてすぐに出てくるさ。あんな奴ら、女神様に蹴けられて吹っ飛んじまえばいいんだ…………あ痛っ!!」

　昨夜と同じく、突然距きよ離りを詰つめてきたサイモンが、弟の頭をぽかんと叩いた。

「あーん、兄上がぶったー！」

「殴なぐらないと言うことを聞かんのか、お前は」

「あーん!!」

「サ、サイモン！　何も殴らなくても！」

「任務ですから」

　再びいつもの無表情に戻って、修しゆう道どう騎き士しは言った。と────

「やあやあ、ここにおいででしたか。朝から女神様に礼拝とは、信しん心じん深いことですなあ」

　黒い癖くせ毛げに、洒しや脱だつな出で立ち。陽気に片方の手を挙あげて挨あい拶さつする、礼拝堂の入り口に現れた影に、サイモンとアンドレアスは敵意を漲みなぎらせる。

「あっ、こ、公爵殿下……！」

　グリゼルダは胃痛を募つのらせた。

「ご、ごきげん麗うるわいたたた！」

　前ぜん屈くつする姫君を、ヴィルベルトは珍しいものを見る子どものような目つきで眺めている。

「おい公爵、出てくるなら一声かけてからにしろよ！　びっくりするだろ！」

「おお、わかりました。ではもう一度、現れるところからやり直しましょうか」

「そうじゃないっての!!」

「そこまでにしておけ、戯たわむれは」

　礼拝堂に踏み込もうとした公爵の前に、サイモンが立ちはだかる。

「ここは神聖な場所だ。入るならば、我らが主しゆ神しんに敬けい意いを示せ」

「それに、城の中もうろうろしないでほしいんだよね。昨日の晩は姫様が許したから泊まらせてやったけどさー、自由に歩いたら不ふ審しん者しや扱いっての、忘れてた？」

　はて？　と、ヴィルベルトは首を傾かしげた。

「いやぁ、迷っているうちに着いただけです。いわば自然の導みちびきで来たってことですね」

「屁へ理り屈くつこねるな！」

「それにですね」

　ヴィルベルトは深くお辞じ儀ぎした。

「私は貴族の中でも信心深い方なのですよ。まあ、我が国の神様とエルヴェティア様はだいぶ違いますが……ほら、今も敬意を示したでしょう。これで大丈夫」

「大丈夫なもんかー！」

「こ、公爵殿下」

　ようやっと声を出せるようになったグリゼルダは、立ちあがり、静かに彼に歩み寄る。

「お早うございます……今日はどのようなご用件ですか？　賠ばい償しよう金きんの件は、時間をいただく約束になっていたと思いますが……」

「おお、今日は別件ですよ。あなたにこれをお見せしたくてですねー」

　ヴィルベルトは軽かろやかに言うと、懐ふところから小さな箱を取り出した。紺こん色いろのビロードが張られた、やや丸みを帯おびた蓋ふたの小箱だ。

「これは？」

「はい、中身はこのようになっております」

　ぱかっ、と蓋が開けられる。

「えっ……？」

　グリゼルダは、きょとんと声をあげる。

「エ、エメラルド？」

　中に収められているのは、深い緑色の、大粒のエメラルドだ。ペンダントになっている。

「どうですか、けっこうな品だと思うのですが」

「ええ。これは、かなり見事な一品ですね」

　いつも携帯している小型の筒つつ状じようルーペでエメラルドを覗のぞき込み、グリゼルダは言った。

「良質のエメラルドは希少ですが、ここまで大粒の品を目まの当あたりにできるなんて。それに、宝石の中でもとりわけ衝しよう撃げきに弱いエメラルドに精せい巧こうなカットを施ほどこし、金具を取り付けてなお安定させているとは素晴らしい。職人の技ぎ巧こうが窺うかがえます」

「よくそれだけ一気にお話しできますね。私なら舌を嚙みそうですよ」

「えっ……あ、すみません」

　公爵の言葉に皮肉な調子は含まれていなかったのだが、つい喋しやべりすぎてしまったと、グリゼルダは頰を赤らめる。

「ちょっと興こう奮ふんしてしまいました」

「いえいえ。しかしあなたのような方も珍しいですね。大抵の女性は、こういう品を見ると高価そうだとか、綺き麗れいだとか、そういう理由で喜ぶと思いますが」

「私の場合は、宝石を見るとつい仕事のことを思い出してしまって」

「職業病というわけですか。なるほど、それは大変だ」

　と、ヴィルベルトはぽんとグリゼルダの手に小箱を持たせた。

「はい、では大変ついでに、これは王女殿下に差しあげます」

「えっ!?」

　彼の意い図とが読めない。顔を覗き込んでも、公爵は鳶とび色いろの瞳をきらきらさせているばかりで、何を考えているのやらまったく理解できない。

「だっ、駄目ですよ姫様！」

　アンドレアスが慌あわてた様子で叫ぶ。

「おれ、知ってるよ！　そういうの、送りつけ商法って呼ばれてるんですよ。勝手に送りつけておいて、後でめっちゃ高い代金を請求してくる詐さ欺ぎなんだって！」

「お前は黙ってろ」

　サイモンの鉄てつ拳けんが飛び、アンドレアスはまたも頭を押さえて口を閉ざす。

「そう怪しまなくとも、単なるプレゼントですよ。理由が欲しいなら、んん、そうですね」

　軽く身を屈かがめ、しばしじっとグリゼルダの顔を覗き込んでから、公爵はにやりと笑った。

「王女殿下がとてもお可か愛わいらしいから……という理由で、どうです」

　それまでと一変した、低く、囁ささやくような声。

「えっ」

　一瞬またも顔を赤らめるが、すぐにはっと気を取り直す。

「か、からかっておいでですね！　もう……」

「はっはっは。ばれましたか」

　姿勢を戻し、彼は笑った。やはりからかっていたのかと、グリゼルダは少しむっとする。

「ともかく、ぜひお納めください。代金も請求しないし、お近づきの印ですよ。思えばいきなり押しかけて、手て土産みやげの一つもありませんでしたからね。ところでその宝石、一体どこで採とれたものでしょう？」

「……？」

　公爵の意図がますますわからない。だが、グリゼルダはしばし俯うつむいて考え──

「あっ」

　閃ひらめくものがあった。

「このエメラルドはもしや南の大陸から……アナンシーから渡ってきたものですか？」

「正解！　そうそう、その通りですよ」

　公爵はますますの笑顔で言った。

「我が国はアナンシーとの交こう易えきが盛んですからね。私の領りよう邦ほうはあいにく海に面していませんが……モルデカイのつてで買った原石を、うちで磨みがいて作ったものなのです、それは」

　側そばの長椅子に座ると、ヴィルベルトは足を組み、その上に頰ほお杖づえをついた。

「南の大陸の開発は目め覚ざましいものがあります。今後は、かの地から流りゆう入にゆうする宝石の量はさらに増えることでしょうねえ……あ、私が講こう釈しやくせずとも知っておいでですか」

「え、ええ」

　胃い壁へきにぴりりと痛みを感じつつ、公爵と同じ椅子の、離れた位置に座る。

　以前頭を悩ませた通り、それはダイヤの市場を奪われかねない重大な案件だ。

「良質の原石が出回るようになれば、当然それを研けん磨まし、加工する技術が求められることになります。つまり──はっきり申しますと」

　ヴィルベルトの目に、ほんの僅わずかだけ真剣さが増す。

「王女殿下。あなたの擁ようする研磨工場の技術を以てすれば、これと同じエメラルドを、より低コストに、より効率よく作ることができる。違いますか？　何せエルヴェティアは、そういった技術では大陸一の国家ですから。同どう盟めいの誉ほまれとも言えるほどに、ね」

「！」

　瞬間──彼の言葉に、グリゼルダは目を見開いた。次ついで、大きく息をつく。

　やっと……やっと、彼がなぜこの国にやって来たのかがわかった。

「……なるほど。あなたの狙いが理解できましたよ」

「おや？　一体なんのことでしょうか」

　と言いつつも、公爵はいつにも増してニコニコしている。

「何が理解できたのかお教えいただけないと、私にはよくわかりませんねえ」

「とぼけてお話しになる必要はありませんよ。あなたが求めていたのは、カルナ鉱山の権利でも、慰い謝しや料りようなどでもなく──最初からそれだったのでしょう？」

「さて、どうだか。あなたが言う『それ』が、私が考えているものと同じかどうか調べることはできませんし、可能なことなら誰しも、良質の鉱山を手に入れたいと思うのでは？」

「それはそうでしょうね。でも、あなたはもっと上うわ手てだった。そういうことだと思います」

　ヴィルベルトとグリゼルダ、二人の視線が交こう錯さくする。

「え？　え、何？」

　やり取りの外に置かれているのは騎士たちだ。

「ひ、姫様。一体何を言っているの？　えと……おれ、よくわかんない」

「アンドレアス、後で説明しますよ」

　穏やかな微笑ほほえみをそちらに向けた後、グリゼルダは再び公爵に視線を戻した。

「では公爵殿下」

「私は公爵殿下ではありませんよ」

「……もう、どちらでもいいではありませんか」

　苦く笑しようしてから、姫君は続ける。

「ともかくその件については、私の一存で決めかねるところもありますから、お時間をください。それで今夜、部屋にお招きしてもいいですか？」

「うぇえええっ!?」

　ついにアンドレアスが大声をあげた。──ちなみにサイモンはその隣で硬こう直ちよくしている。

「ちょちょちょちょ、ちょっと、姫様！　何言ってるのさ!?　も、も、もしかして、そいつの目的っていうのは、ひ、姫様の……姫様を!?」

「なぜ震ふるえているのですか？　あ、サイモン、駄目ですよ、剣をしまってください！」

　無言のままに剣を抜き放ち、上段に振りかぶろうとしている侍じ従じゆう武ぶ官かんを、慌あわてて制止する。その横で、ヴィルベルトは動じた様子もなく陽気に笑っていた。
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「はっはっは。つまり交こう渉しようということでしょう、王女殿下」

「ええ、その通りです」

「あっ……なーんだ」

　騎士兄弟は一気に沈ちん静せい化かした。グリゼルダは冷静な口調で公爵に申もうし出る。

「今夜、王宮の一室にて、あなたと二人で交渉の席を設もうけさせてください。きっと私とあなた、双そう方ほうに利のあるよいお話になるでしょうから」

「ほう、双方に？」

「ええ、そうです。……でなければ、お受けできませんもの」

　実のところ、心臓が早はや鐘がねのように打っていた。うまく行くだろうか？　不安には思う。けれど彼の狙いがわかった以上、こちらにも策がある。そこを譲ゆずることはできない。

「いいでしょう！」

　言うが早いか、彼はぴょんと椅子から立ちあがった。

「むしろ嬉しいお話です。私も王女殿下と、じっくりお話をしたいと思っておりましたし。もちろん、歓かん待たいしてくださるのですよね？　はは」

「ええ。あまり大したおもてなしはできないでしょうが、ご用意はいたします」

「それはありがたい！　ちなみに私は甘いものが好きですよ」

　ひらりと手を軽く振ると、公爵は礼拝堂の出入り口に向かう。

「そうそう。それならば夜までの間は、王都の観光をさせていただいても？　一般の旅人も回れるところを見るだけなら、あなたも構わないでしょう」

「ええ。ご自由にどうぞ。お気に召めせば何よりです」

「それはありがたい！　鉱山も研磨工場も警備が厳きびしくて中を覗けなくて、ひどく退たい屈くつだったのですよ」

「はは……」

　冗談か本気か不明な口く調ちようのヴィルベルトに、グリゼルダは引きつった笑いを返した。

「では王女殿下、また夜に。さようなら～」

　そのまま公爵は、廊下の奥に消えていった。

「……ひ、姫様！」

　彼の姿が完全に消えた後で、騎士たちは急いで姫君に駆かけ寄よる。

「それで姫様、さっきの交渉って結局なんなんですか!?」

「奴やつの狙いとは、一体」

「ええ。つまりですね…………痛たた」

　言いかけ、今さらになって先ほどの緊張が胃壁に襲おそいかかり、グリゼルダは顔をしかめる。

「サイモン、すみませんが胃薬を……持って来ていたのですね、ありがとう。……ふう」

　一気に飲み干ほし、一息ついてから、答える。

「公爵殿下の目的は大きいものと小さいもの、二つあるのでしょう。はっきりしているのは後者……私たちの国の技術です。宝石の加か工こう、研磨技術は、我が国の独どく擅だん場じようですから」

「へ？」

「先ほど公爵がエメラルドを見せたのは、それをほのめかすためです。私たちの国の技術が、どれほど彼にとって有ゆう益えきなものか、ということを」

　まだよくわからないといった雰ふん囲い気きのアンドレアスに、グリゼルダは改めて説明する。

「私たちは当初、公爵の狙いはカルナ鉱山の権利にあると思っていました。事件が解決しなければ、権利を貰もらうと暗あんに脅おどしをかけられましたからね。でもその脅しは、実はブラフだったわけです。私を交渉の席に着かせるための、ね」

「んん……？」

「実際のところ、最初から少し変だとは思っていたのです。いくらミトラス帝国が大国でも、そして私たちの側かわに過か失しつがあったとしても、カルナ鉱山の権利などという途と方ほうもない対価を要求して、ただで済すむはずがない。仮に私の代で首しゆ尾びよく鉱山を手に入れられたとしても、私たちの国とミトラス帝国との間に遺い恨こんが残るのは明らかです」

「まあ、そうですよね」

　無言で話を聞く兄の横で、アンドレアスは腕を組んだ。

「だいたい、もし本当にカルナ鉱山が帝国のものになったとしても、あそこで働いてる鉱こう夫ふさんたち、姫様がトップじゃないんなら全員働くのやめちゃいそうですもんね」

「公爵もそれはよくわかっておいでなのです。だから鉱山を貰うだとか、慰謝料を請求するというような発言はすべて、彼の真の望のぞみを叶えるための布ふ石せきだったわけですよ」

　ダラマンを告発しようと思えば、ヴィルベルトにはいつでもできた。

　だが彼は、そこで立ち止まりはしなかったのだ。その状況をチャンスに変える──そのために彼はグリゼルダを呼び付け、脅し、監視と称しようしてこの国にやって来た。

　その理由の一つが、キルシュガイスト商会が輸入する宝石の加工技術を得ること。エルヴェティア王国の、卓たく越えつした宝石加工技術を我がものとすることだ。

「公爵は、他の領主の方々と次期皇帝の座を争っている。近きん隣りんに優れた技術があるなら、それはカードの一つとして押さえたい。でも単純に申し入れただけでは、うまくいかない。私たちだって、自国の優位性をそう簡単に手放したりはしませんからね」

　同盟の盟主とはいえ、盟を結んだ時の条約には、「技術提てい携けい」の文字はない。

「だから、私の責任を追及できるような機会があれば、そこに付け込む。もし会談の場で私がこう言ったら、きっと彼は喜ぶことでしょう。『慰謝料三十億マルカの代わりに我わが国の加工技術をお教えしますから、それでお許しください』……と」

「はあー……なるほど。ずいぶん手の込んだことするんだなあ」

　納得した様子で、アンドレアスはしみじみと言った。

「しかし、姫様。そうなると」

　サイモンが口を開く。

「公爵はやはり、ダラマンを裏で操っていたのでしょうか。会談の場を設けるために」

「でもさ、それだったら別に姫様に捜そう査さをさせる必要ないよね？　最初に呼び出した時に『慰謝料払えー』って言って、そん時に加工技術の話をすればさ。わざわざ自分がこっちまで出向く必要もなくなるでしょ」

　そこまで語り、あ、とアンドレアスが声をあげる。

「それに姫様、公爵の目的は大きいのと小さいのがあるって言ってましたよね。あれってどういうことです？　技術以外に、公爵が欲しがってるものがあるんですか？」

「うーん」

　グリゼルダは静かに語った。

「まず、公爵がダラマン氏を唆そそのかしたのかどうかですが……そこはやはり、未いまだ可能性の一つでしかありません。でも……もし私の考えが正しければ」

　言葉を選びつつも、続ける。

「求める『大きなもの』を、彼は既すでに手にしているのではないでしょうか。その維い持じを、彼は願っているわけです。そのことが読めるかどうか、私を試していたのでは……」

　そこに会談におけるグリゼルダの勝しよう機きがあるわけだが、確信がない以上、その点を口にすることはしなかった。

「えー、もうあいつが持ってるものって!?　謎かけみたいだなあ、教えてくださいよ！」

「ええと、それは……」

「アンドレアス」

　サイモンが静かに口を開く。

「黙っていろ。ためらっていらっしゃる」

「あ、そうか！　すみません、姫様」

「そんな、謝ってもらうことでは。まだ、私の考えが正しい証しよう拠こがないものですから」

「……。重要なことは」

　サイモンは普段と同じ、鋭するどい眼差しのまま、言葉を重ねる。

「姫様が公爵と対等に闘っておられることです。会談に際しても、策があるのでしょう」

「え、ええ。一応は」

　そう答えると、グリゼルダは小さく息をついた。

「うまくいくかはわかりません……いえ、うまくいかなければならない事案です。私はこれから、関係各所に確認を取ってきます。おそらく問題はないと思いますが、あちこち移動すると思いますから、馬車の準備もお願いしますね」

「御意」

　サイモンは深く一礼した。

「あの、でも姫様、眠らなくても大丈夫ですか？　昨日はほとんど眠ってないんでしょう」

「ふふふ、私なら大丈夫です！」

　隈のできた目をきらりと光らせ、グリゼルダは拳こぶしを握って両手を掲かかげた。

「国家の大事に、休んでなどいられませんよ。張り切っていかないと!!　元気元気！」

　そう言い放ち、姫君はゆっくりと立ち上がり、礼拝堂の外へと歩いていった。その背をしばし、騎士兄弟は黙って見送る。廊下の奥から、調子っぱずれの歌が聞こえてきた。

「ふんふんふ～ん、ふふんふ～ん……」

「ああ、また姫様の鼻歌が出てる……だいぶ疲れてるよ、大丈夫かな」

「後ほど、薬やく酒しゆをお持ちする」

　冷静に告つげる兄を、アンドレアスはちらりと見上げる。

「あのさ、兄上」

「なんだ」

「兄上はどうして姫様を止めなかったの？　危ない橋を渡ろうとしてるのに」

「……」

　サイモンはしばらく、口を閉ざしていた。それから、おもむろにこう述のべた。

「……。我らの任務は、弁べん舌ぜつではない。それに」

「それに？」

「姫様が、少し、楽しそうだったから」

「ええっ!?」

　胃が悪くなりまくってるのに？　首を傾かしげるアンドレアス。だが、サイモンは言う。

「考えろ、アンドレアス。今まで我が国に、姫様の考えの先を行こうとした者がいたか？」

「……なるほどね。それを言われると辛いなあ。おれはいっつもわからない側だもの」

　首の後ろで手を組み、目を閉じて言う弟に、兄はほんの僅わずかに、口元を緩ゆるめた。

「わからなくていいんだ、俺たちはな。さ、行くぞ」

「うん。お手伝いしてあげないとね」

　兄弟は、揃そろって礼拝堂を出たのだった。







　──そして、夜が来た。

「よし、ええと……これで準備はできましたね」

　正装用のドレスとローブを身に纏まとったグリゼルダは、侍女たちを下がらせた後、うん、と頷うなずいた。たまの休みに楽器を演奏したり、読書をしたりする時に使う小さな部屋。テーブルの上には、ワインとチーズが載のせられている。

　後は、グリゼルダがうまく話をできるかどうか──すべてはそれにかかっている。

「……落ち着かないと」

　自分自身に呟つぶやき、気を静める。

　日中にあちこち駆け回ったお陰かげで、各所の同意は既すでに得ている。公爵にこちらの条件を提てい示じし、彼がそれを吞のめば、問題はすべて解決するはずだ。

「やるべきことだけ考えればよいのです。落ち着いてグリゼルダ、大丈夫……大丈夫」

「そうそう、落ち着いていつも通りにすれば大丈夫ですよ」

「ええ、その通り…………きゃあっ!?」

　知らぬ間に扉の隙すき間まから顔を出しているヴィルベルトに気づき、悲鳴をあげてしまう。

「こ、公爵殿下。いつの間に……」

「すみません、驚おどろかせるつもりはなかったのです。ただ、取り次ぎとか面倒だなあと思いまして。まあ私、昔から気配を消すのは得意なものでしてね。ははは」

「は、はあ」

　漆しつ黒こくの夜や会かい服ふくを纏まとったヴィルベルトは、部屋に立ち入ってもなお、普段と変わらぬ朗ほがらかな笑顔を浮かべている。

「それで、私はどこに座ればいいのでしょうか？　ひょっとして立りつ食しよく形式ですか」

「い、いいえ！　お席はこちらに。さあ、どうぞ」

　席を促うながすと、公爵はとことこと椅子に近づき、腰こし掛かけ、ワインのラベルを注ちゆう視しする。

「おお、これは！」

「ご存知なのですか？」

「いえ、見たことがない銘めい柄がらだなぁと思いまして」

　軽くずっこけながらも、グリゼルダもまた席に着く。

「それはこの国で作られたワインです。生産量が少なく国内で消費されることばかりですから、他国の方には珍しいものかもしれません」

「ほほう、なるほどなるほど」

　ヴィルベルトはにんまりしながら、ワインのボトルを手に取った。

「珍しいものは大好きですよ。では、まずは乾杯ですよね。あ、私が注そそぎますからね」

「え、ええ。お願いします」

　ヴィルベルトはワインを杯さかずきに注いだ。自分とグリゼルダの二人分。

　クリスタルガラス製の重厚なグラスに、琥珀色の葡ぶ萄どう酒しゆが満たされた。

　それをじっと見つめつつ、グリゼルダは自じ戒かいする。──いけない、すっかり公爵の調子に巻き込まれてしまっている。いかにも子どもじみた、わけのわからない振る舞いをして、相手を惑まどわす。それが彼のやり方だ。今までに何度も見てきたはずなのに。

「では、乾杯しましょうか」

「はは。まさか、毒が入っていたりはしませんよね」

　からかうようなヴィルベルトの眼がん光こう。吞まれそうになるも、ふわりと微笑む。

「ふふ、だからこそ杯を交わすのですよ。それで、何に乾杯しますか？」

「おや、私が決めていいのですか？」

「……いえ、では私が決めます」

　ヴィルベルトに任せたら何か変なものに乾杯されそうな予感がした。

「では、ミトラス帝国とエルヴェティア王国、両国の同盟が長ちよう久きゆうであるように、また益ます々ますの発展があるように……で、どうでしょう」

「おや、それはいい。ぜひそうしましょう」

　瞳をきらりと光らせて、ヴィルベルトは微笑み、杯を突き出した。

「乾杯！」

　相手の目を見ながら、二人はグラスを掲げた。

　柔らかで甘い飲み口のワインの、杏のような芳ほう醇じゆんな香りが、ふんわりと喉のどから鼻に突き抜ける。美お味いしい……と、久しぶりに感じた。その甘さをヴィルベルトも気に入った様よう子すで、グラスを空あけている。

　よかった。安心しながら、彼の姿をじっと見つめる。

　切れ長の瞳は、今は皿に盛られたチーズに向けられている。すっと通った鼻び梁りようも、引き締まった口元も、改めて見るだに美しい。彼の長い黒髪は、今日もほのかに輝いていて、夜という時間もあってか、どこか艶なまめかしくすら感じた。

（やはりこの方は、とても綺き麗れいな方なのですね）

　今まで一生懸命になることばかりで、あまりまじまじと彼の容よう姿しを意識しなかった気がする。無自覚に、ほんの少しだけグリゼルダの頰が赤くなる中で、ヴィルべルトはなおも、真剣な眼差しでチーズを見み据すえている。

「ふーむ、これは！」

　彼はかっと目を見開いた。

「えっ、どうかしましたか」

「いえね。ちょっとこれを、こう……」

　彼はおもむろにチーズの一切れを手に取ると、革袋を取り出し、中身のグミを恭うやうやしくチーズに乗せ、巻いて食べた。

「すごい！　新食感ですよ」

「お、お気に召めしたならばよかったです」

　わけのわからなさに軽く眩暈めまいすら覚えながら、グリゼルダは頭を振る。

「王女殿下もいかがですか。それとも食べ合わせを気になさるタイプですか？　あ、私がぺたぺた触った後だから汚いか」

「いえ……ど、どのみち私はあまりいただかないつもりでしたから。それより！」

　グリゼルダは軽く身を乗り出して言った。

「本題に入らせてください。あなたの望のぞみについて」

「はて、なんのことでしたか」

　なおもとぼけるつもりのようだ。仕方がない──グリゼルダは覚悟を決め、口にした。

「申し訳ありませんが、公爵殿下。私は、ご希望にそのまま沿そうつもりはありません」

「…………ほう」

　それまでチーズを弄もてあそんでいた手を、彼は顔の前で組んだ。

「それは、どういう意味でしょうか？　王女殿下」

　と──その声が僅わずかに低くなり、目つきに有う無むを言わさぬ光が宿る。これが彼のもう一つの、怜れい悧りな領主としての顔。だが怯ひるんではいられない。勇気を奮ふるい立たせ続ける。

「私たちの技術についての話です。慰い謝しや料りようの代わりとして無償で供きよう与よすれば、事業に多大な負の影響をもたらします。長として、私はそのような事態を看かん過かできないのです」

「なるほど、ご立派なお考えですね」

　姿し勢せいは崩さぬまま、じっとこちらの目を見据えて、ヴィルベルトは語る。

「だが聡そう明めいなあなたなら、そのご発言と矜きよう持じにどれほどの代だい償しようが必要か当然おわかりでしょう。高こう邁まいな思想を掲かかげ続けるには力が必要だ。叩たたかれても折れないだけの力が」

「力とは、武ぶのみではありません。相手が血に猛たける野獣ではないなら、私は対話を選びます。もちろん、今私の目の前にいる方も、対話ができる方だと理解しております」

　姫君は念を押す。

「それに──双そう方ほうにとって利のあるお話だと、日中に申し上げたはず」

「……ふっ」

　公爵は小さく笑う。普段の陽気なものではなく、称賛と挑ちよう発はつがない交まぜになった笑みだ。

「わかりました、王女殿下。ではまず、あなたのお考えをお聞かせ願えますか」

「ええ。では遠えん慮りよなく」

　こほんとグリゼルダは咳せき払ばらいした。胃にはもやもやした不快感がわだかまっているが、気にするほどのものではない。

「公爵殿下、宝石の加工技術をあなたの領りよう邦ほうに供与すること自体は、私たちとて吝やぶさかではありません。ただし有ゆう償しようで、さらに相そう互ごの技術提携であることを望みます」

　ミトラスは、軍事目的に繫つながる機械工業や火薬学ではエルヴェティアを遥はるかに凌しのいでいる。そしてそれら技術は、鉱業のさらなる発展に役立つ意味で、手に入れて利のあるものだった。

　今のところ黙って聞いている公爵に、さらに言葉を重ねる。

「その技術提携を以もつて、慰謝料の完かん済さいとさせてもらいたい。それが私たちの条件です」

「王女殿下」

　僅わずかに失しつ望ぼうすら感じられる冷たい視線を、ヴィルベルトは向ける。

「それで我々にどんな利があると？　得るものが多いのはあなた方ばかりと思われるが」

「いいえ。そうでもありませんよ、殿下」

　グリゼルダは微笑んだ。虚きよ勢せい、ではない。釣つり針に魚がかかりそうなのだから。

「条件が受け入れられないと仰おつしやるならば、仕方ありません、慰謝料の代わりとして技術は無む償しようで供与いたします。ただしその場合は、同じ加工技術を、ミトラス帝国の他の領邦にもお教えすることになるでしょうね。もっとも、そちらには有償で、ですが」

「！」

　公爵の鳶とび色いろの目が、僅かに見開かれる。驚いている。今だ。さらに畳たたみかける。

「名高きあなたにここまでご評価いただいた技術です。お教えすれば、きっと、他の領邦の方もとても喜んでくださるに違いありません……申しあげるべくもないことですね」

「……」

　ヴィルベルトは一瞬瞼まぶたを閉じ、開いた。

　──効いているだろうか。グリゼルダは内心、固かた唾ずを吞のんで彼の次の言葉を待っていた。

　ヴィルベルトがエルヴェティアの技術を求めているのは、あくまで次期皇帝の座を得るために、被選挙権を持つ他の領主に対して、工業水準で差をつけたいからだ。

　だがもしエルヴェティアが、帝国内の他の領邦に対しても同じ技術を教えてしまえばどうなるか。当然、ラドラー公の優位性はなくなる。

　しかもヴィルベルトは、グリゼルダに対し「我が領邦にのみ技術を与えろ」と要求はできない。偽ダイヤ事件の代償としての慰謝料、慰謝料の代わりの技術供与。この上何かをごり押しするための、「エルヴェティア側の過か失しつ」という名のカードがない。そして強引に話を進めようとするほど、彼は愚おろかではない。

　これがグリゼルダの戦略だった。ヴィルベルトの真の望みを読んだ上での謀はかりごと。

　──だが公爵の、氷のように冷たい眼まな差ざしがこちらに突き刺さる。

「それは脅しのつもりかな、王女殿下」

「さあ、なんのことでしょう。ただ私たちにとっては、帝国内のどなたにお教えすることも同じだ、と申しあげたいだけです」

「どうせ教えるなら、皆に教えたい、と。エルヴェティア王国の方はご寛かん大だいですな」

「皆、敬けい虔けんな女神様の信徒ですから」

「ふっ」

　冷れい徹てつな空気を纏まとったまま、ヴィルベルトは息を漏もらした。

「その敬虔な信しん徒との一人が、女神の恵みを商売道具にしておきながら、不届きな所しよ行ぎようを重ねていたというのに。王女殿下は大変面白い方でいらっしゃる……ですが」

　ちらりとこちらを一いち瞥べつすると、彼は目を閉じた。

「我が領邦のみへの技術供与が慰謝料の代わりと仰るのなら、あまりにもお粗そ末まつだ」

「……！」

　無言のままに頰に汗を伝わせるグリゼルダに、瞼を開き、なおも公爵は語りかけた。

「確かに帝国中に貴国の技術が広まれば、私の優位性は消失する。ですが私にとって、貴国の技術は駒の一つ。よしんば手に入らずとも、仕方ない、で済む話。違いますか」

　それに、と公爵は酷こく薄はくな笑みを浮かべて告げた。

「私たちミトラスの者は、目的のためなら手段を選ばない。必要とあらば、この国土を焦しよう土どにすることだってやってのける……必要ならばね。それが我々のやり方だ。今も昔も、永えい劫ごう変わらずに。そういう者を相手にしていることを、よくお考えになった方がいい」

　身が凍りつきそうなほどに冷たい言葉だ。彼はきっと、本気で語っている。だが──

「……なるほど。そうでしょうね」

　グリゼルダは泰たい然ぜんと答えた。策が破られた？　いや、そうではない。なぜなら、ここまでは全部読み通りだからだ。

「ですがそれは、明日天が落ちてくるかもしれないという懸け念ねんと同様に、ほとんどあり得ないことです。だからあなたは、技術供与だけで満足するはず」

「ほう……」

　僅わずかに、ほんの僅かに表情を緩め、公爵は驚きの声をあげた。

「その心は？　王女殿下」

「なぜならあなたの望みは──あなたが求めている、一番の願いは」

　心を落ち着け、一瞬間を置いてから、言葉を繫いだ。

「エルヴェティアとミトラスとの盟めいを存続させることだから。違いますか、公爵殿下」

　ふっ、とヴィルベルトが息を漏もらす。次いで──

「はは、あはははははっ！」

　彼はからからと笑った。普段のどこか空くう虚きよな笑いではなく、実におかしそうに、高らかに。

　──まさか失敗？　一瞬不安がよぎる。だが、胃い壁へきは危険を予知していない。

「ははははっ……王女殿下」

　しばし笑い、公爵は口を開く。その表情は、いつもの子どもじみたものに戻っていた。

「なかなかお上手ですねえ。いいでしょう。それではあなたの条件に従うとしましょう」

「！　そ、それでは……」

「ええ。工学技術と加工技術との相そう互ご補ほ完かん──ただし、あなたの国は我が領邦とのみ提携し、それを以もつて、『慰謝料』の完済とする。それで、よろしいですね？」

「ええ！　喜んで、公爵殿下」

　グリゼルダはほっと安あん堵どし、微笑んだ。どうなるかと思ったが、うまくいったようだ。

　そもそも──先ほど騎士たちに語った通り、今回の事件がミトラスとエルヴェティアの盟に亀き裂れつを入れかねないことに、公爵が気付いていないはずがない。

　片やこの盟は、両国にとって六十年前から続く重要極まりないものだ。となれば、彼はどうするか？

　対立して最大利益を得るより、協調したままでの最大利益を重視するに決まっている。

　だから彼は、技術という小さな利益を選んだ。盟という大きな、より長期的な利益を保てれば、彼は満足する。いや、そうだろうとグリゼルダは読んだのだ。──そのことは、口に出さなくても、互いによくわかっていた。

「でもきっとあなたは、すべて読んでいたのですよね。私があなたの考えを酌くむことを」

「さあ、なんのことでしょうか？　私にとって、本当によかったことは」

　二杯目のワインをグリゼルダに、そして自分に注いだヴィルベルトは、軽やかに言う。

「あなたがとても強したたかな方なのだと、はっきり思い知らされたことですよ。どこでこんな交渉の仕方を学ばれたのですか？」

「あまり強かであるつもりもありませんよ。ですが私は……」

　右手の指輪を見つめた。父祖から受け継いだ、管理者の証あかしたるブルーダイヤの輝きを。

「私はたぶん、必死にもがいてきただけだと思います。この指輪に──いえ、カルナ鉱山を預かる者として相応ふさわしくあるようにと、それだけを願って」

「大変でしたねえ……まあ私も、生まれた時から自然と周囲に学ぶことばかりでしたが」

　再びグミにチーズを巻いた珍ちん妙みような食べ物を作りながら、ヴィルベルトは言う。

「例えば、どのようなことを？」

　グリゼルダが問えば、ぽんとチーズ巻きを口に放り込み、公爵は答えた。

「鳥の燻いぶり出し方、ですかね」

「鳥、ですか？」

　唐とう突とつな言葉に、不ふ思し議ぎに思い首を傾げると、彼は微笑んだ。

「ええ、そうです。藪やぶに隠れて出て来ない鳥を、どうやれば燻り出せるか。藪に火を点つければ飛び出してくるにしても、火が強すぎれば鳥は焼け死ぬし、火が燃え広がってしまっては元も子もない。だからそういう時の、うまい立ち回り方なんかをですね」

「……そうですか。そこまでして手に入れたいとは、さぞかし貴重な鳥なのでしょうね」

「ええ。その鳥は金の卵ならぬ、ダイヤモンドを産むのですよ」

　ヴィルベルトはぱっと手を広げた。

　──鳥は鉱山事業、藪はエルヴェティア王国。立ち回り方を心得ているからこそ、こうまでうまく謀ぼう略りやくを巡めぐらせることができたと。ずいぶんと比ひ喩ゆ的てきな話し方をするものだ。

「そういう貴重な存在ですから、なおのこと自分の手元に置いておかないと。ミトラスの貴族は、みんな鴉からすの子なのです。獲物の狩り方や腐ふ肉にくの漁り方を知っているのは、当然のこと。我が国に生まれたなら自然と身につく、と、そういうわけです」

　ミトラス帝国の紋もん章しよう、三つ目の鴉になぞらえて彼は簡単に言う。だがそれはつまり、帝国の貴族として生を受けたなら、謀略に手を染めねば生き延びられないということだ。当然、ヴィルベルトもそうだったのだろう。それはひどく辛いあり方なように思える。

「……だから、ですね」

　ふいにヴィルベルトが、テーブル越しに顔を近づけてくる。その睫まつ毛げの長さがはっきりとわかるほどに、彼の整った顔立ちが間ま近ぢかな距きよ離りに見える。

（な、何？）

　姫君の胸は、自然とどきどきする。だが公爵はまたも残ざん酷こくな笑顔で、口を開いた。

「先ほど私が申し上げたことも、ゆめゆめ忘れないでいただきたい。盟の必要がなくなった時、貴き国こくが一体どうなるのか、ということをね」

「……脅し返しですね、公爵殿下。近々盟がなくなる、とでも仰おつしやりたいのですか？」

　胃がキリキリ言いはじめた。精一杯の力を込めて睨にらみ返すと、逆に公爵は表情を緩める。

「いいえ、とんでもない。ただ我々が盟を守ろうとする理由を、あなたの鳥を大切にしようとする理由を、あなたにも──いえ、よくおわかりだとは思いますが──心に留とどめておいていただければ、幸いだなぁと」

　同盟を組んでいる理由？　一瞬考えて、すぐに答えが出る。それは、ミトラス帝国には戦うべき敵がいるからだ。強大な北の敵──

「イガルク帝国？」

「鳥を渡したくないでしょう、敵には」

「……！」

　グリゼルダは目を見開いた。背筋にひゅっと寒気が走る。

「公爵殿下！　それはつまり、イガルクがまた南なん征せいをはじめているということですか!?　だから盟を磐ばん石じやくにする必要が強まったと」

「あっあー、早まらないで！」

　ヴィルベルトは椅い子すに座り直し、両手を振った。表情は普段のものに戻っている。

「だって今は秋、あと一カ月もすれば冬になります。冬のイガルクの大地は誰にでも厳きびしい。よそ者にでも、自国の者に対してもね。こんな時じ季きに大きな動きはありませんよ」

「そ……そうですね」

　早はや鐘がねのように打ち続けている心臓を、グリゼルダは胸の上から撫なでて落ち着かせる。

　イガルク帝国がまた南征を開始することになれば、エルヴェティアは盟に従い、ミトラスの旗き下かで戦争に参加せねばならない。そうなれば同盟軍となる修道騎士団──サイモンやアンドレアスたちだけでなく、自国・他国問わず、多くの血が流れることになるだろう。

「戦争、お嫌いですか？」

「当然です！」

　からかうように問うヴィルベルトに、グリゼルダはきっぱり言い放つ。

「戦争も政治の手段とは心得ています。ですが私は、血と鉄で得る利益など望みません」

「しかし王女殿下、この世のすべての人間は、全員人殺しの子孫ですよ」

　公爵は肩を竦すくめた。

「法も国もない先せん史しの時代の人間は、動物と同じように、生き残るために殺し合っていた。そして勝ち残ったからこそ、己の血を残すことができた。逆に言えば、今のこの世はすべて血と鉄でできているのでは？」

「それは……そうかもしれませんが。でも、過去がどうあったとしても」

　姫君は軽く首を振りつつ言う。

「重要なのは今のあり方です。今何が望まれているか。そして何を為なすべきなのか」

「おや、面白い。私も同意見ですよ」

　言うなり彼は、椅子からゆっくり立ちあがった。

「じゃ、そろそろ帰ります」

「えぇっ!?」

　唐突な物言いに、慌ててグリゼルダも席を立つ。

「まさか、今お帰りになるのですか？　こんな夜よ更ふけに」

「いや、さすがに私も何日も領邦を空あけるわけには……あ、今の私は商人のヴィルなのでしたね。まあとにかく、帰ります」

「そうですか……」

　不思議だ。いざ別れるとなると、奇妙な寂さみしさが込みあげてくる。

「今回の会談については、後日念ねん書しよをお送りしますね。ご確認をお忘れなく」

「はい、もちろん。どうかお気をつけて。モルデカイさんにもよろしくお伝えください」

「ええ。あ、そうそう、最後に」

　ヴィルベルトは、こつこつとこちらに近づいてきた。

「先日あなたと最初にご対面した時に、お話ししたことを覚えていますか」

「え？　ええと、どのことでしょう」

　きょとんと問い返せば、公爵は柔らかく微笑む。

「あなたにお会いできてよかった、と申しあげた話」

「ああ、はい」

「あれは──あの時の気持ちは、今も同じですよ。王女殿下」

　彼の大きな手が、姫君の白い手を取る。

（え？）

　戸惑う間もなく、彼は長身を屈かがめた。手の甲に、柔らかく温かいものが触れる。

　キスをされたのだ、と気付いた瞬間、グリゼルダの顔はたまらないほどに熱くなった。

「え、あっ……!?」

　口がぱくぱくするばかりで、言葉が出ない。この挨あい拶さつなら本来、唇は手の甲ではなく、こちらの手を握る彼の手に触れるはずだ。家族でもない男性の唇くちびるが、肌に直接触れるなんて──こんなことは初めてだと思うと、なぜか胸がどきどきして止まらない。

（お、お間違えになられたのでしょうか？　ええ、きっと、そうですよね……）

　そうに違いない、そう思うことに決めた。

「ふふ、またお会いしましょうね」

「え、ええ。あ、えと、はい……」

　いつになく頼りない挨拶をするグリゼルダに軽く笑むと、ヴィルベルトは身を離し、部屋の扉へと歩を進める。

「ああ、それと！」

　足を止め、首だけこちらに振り返り彼は言った。

「今度から、夜に男性と二人きりになるのはやめた方がいいです。心配、かけますからね」

「……え？」

　ヴィルベルトの視線は、窓まど辺べに向いている。そこには夜風に揺ゆれる、栗色と赤の髪──

「あ、あははは。バレちゃってたか」

　引きつった笑顔のアンドレアスの横で、サイモンは不ふ機き嫌げんそうに剣に手をかけている。

「ふ、二人とも、ずっとそこのベランダにいたのですか!?」

「と、と、通りかかっただけですよ！　ねえ兄上！」

「……。俺は、姫様を信じていました」

「ああっ、なにそれ点数稼かせぎ!?　ずるいよ！」

「黙れ」

　サイモンがぺしんと弟の頭を叩いた。

「あの、公爵殿下。お騒がせして申し訳……」

　グリゼルダはヴィルに謝ろうと振り向いた。しかし────

「あら？」

　そこに彼の姿は、もうなかった。

「公爵殿下？」

　廊下に出て声をあげてみても、もうどこにもいない。

「……本当に、気配を消すのがお得意なのですね」

　グラスに注がれたワインだけが、彼の名な残ごりのように、橙色に光っていた。







「さて、公爵殿下。いかがでしたか、こたびの会談は」

　王宮からほど近い、路地の一角。待機の馬車に乗り込んだヴィルベルトは、侍じ従じゆうの言葉に、にんまりとした笑顔を返す。

「上々だよ、モルデカイ。私の望みは、これですべて叶えることができた。後は──」

　と、ヴィルベルトは後ろを振り返る。王宮の丸い屋根が、月明かりを受けて光る。

「後は向こうの出方次し第だい、かな」

「よろしゅうございましたね、殿下」

「おや、何が？」

　革袋の中のグミを口に運びはじめた公爵に、眼め鏡がねの侍従はクククと笑った。

「王女殿下のことでございますよ。あの方は思っていたよりも、ずっと手て強ごわい」

「まあ、とことん苦労性ではあるがね」

　ヴィルベルトは嫣えん然ぜんと、髪を搔かきあげた。

「ただ、やり合うのは楽しかったな。いつか彼女とチェスでもしてみたい、きっといい勝負になると思うんだ。彼女はチェスをするかな？」

「おや、チェスよりもっと恐ろしくて楽しいことをなさった後ではございませんか」

「次はただの遊びがしたいってことさ、次があるかはわからないが。さ、そろそろ行くか」

　公爵は窓から手を出すと、御ぎよ者しやに指示を出す。それからすぐに、馬車は夜闇の向こうに消えていくのだった。







　──それから、数日が経過した。

「ふう、仕事が終わらない……」

　執しつ務む室しつの机の上の資料の山を整理しながら、グリゼルダはぽつねんと呟つぶやいた。

　あの後ヴィルベルトから文書が届き、技術提てい携けいの話は正式なものとなった。だが事件が一応の決着をみてからも、まだやるべきことは多い。

　ダラマンからの聞き取りや、彼の倉庫の調査は、彼自身が心しん神しん喪そう失しつ状態であることから難なん航こうしていた。とはいえそちらは、解決の兆きざしがあるだけまだましである。

　問題は、南の大陸からの宝石の件だ。これまで上り調子だったダイヤの売上高も、徐じよ々じよに伸び悩んでいる。このままでは、鉱山事業にどれほど悪影響が出ることか。

　こうなった時のためにもミトラス帝国との技術提携を受けたのだが、しかし、危き惧ぐしていた事態が目の前に迫せまりつつあるというのはやはりきついものがある。

「あ、あだだだだだ！」

　胃が引きつるように痛み、つい声をあげる。引き出しの中の胃薬を、一気に飲み干した。

「うぐっ、苦にがい」

　でも痛みはこれで治まるはず。取りとめもなく思いながら、自分のお腹を撫なでる。

（結局、公爵殿下がいようといまいと、胃の調子が悪いのはいつものことなのですね）

　そんな考えが脳裏をよぎりつつ、机の片かた隅すみに置いた小箱に目を向けた。ヴィルベルトからの贈り物のエメラルド。

（公爵殿下はお元気でしょうか）

　ふと思う。なぜか彼の唇が触れた手の甲が、じんわりと疼うずくような気がした。

　だがそんな思いを断ち切るような痛みが、腹部にせりあがってくる。

「あら？」

　薬を飲んだのに、一向に胃の痛みが引かない。どころか、だんだん激しさを増している。

「こ、これは……」

　まずい。よくないことが起きる前ぜん兆ちようだ。ひっそりと青ざめていると──

「姫様！」

　勢いよく執務室の扉が開き、サイモンが駆かけ込んでくる。

「あっ、サイモン。どうしました、慌あわてた様子ですが……」

「……。お知らせせねばならないことが」

　いつも以上に険けわしい表情の侍じ従じゆう武ぶ官かんは、よく見ればうっすらと汗までかいている。

「ど、どうしたのです？　悪い知らせのようですが」

「はい」

　頷き、机の傍そばまで近づくと、サイモンはおもむろに口を開いた。

「……。殺されていました」

「え、だ、誰が……」

「ダラマンが、殺されていました。牢ろうの中で」

「なっ──!?」

　事件はまだ──終わってはいなかったのだ。
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「殺されていたですって!?　牢ろうの中でですか？」

「はい」

　沈痛な面おも持もちで、サイモンは頷うなずいた。

「警備の隙すきを突かれたようです。下げ手しゆ人にんは不明。捜査は難なん航こうとか」

　手渡された資料に、素早く目を通す。見張りが交代している一瞬の間に、ダラマンは絞こう殺さつされていた。他殺だとわかっているのは、首に巻かれたと思おぼしき糸が、あまりにも細いものだったからだ。細く、かつ金属性の、いわば鉄糸。そんなものは牢内にない。

「そんな……」

　愕がく然ぜんと肩を落とした。利用され、精神を病やみ、そのまま命を奪われたダラマン氏に対する弔ちよう意いと──事件が終わってはいないという物恐ろしさとが、心中に渦うず巻まく。

「……。姫様、ダラマンは『消された』のでしょうか」

「ええ、裏で糸を引く人物の仕し業わざである可能性が高いですね。彼が正気を取り戻していれば、きっとその黒幕のことを証言したでしょうから」

　つまり黒幕にとって、ダラマンは「生きていてもらっては困る」存在だったことになる。

　だがどんな意図があるにせよ、人の命を弄もてあそび、己おのれの目的のために踏ふみにじるだなんて。

　そう思うと、ふつふつと腹の底から怒りが込みあげてくるのを感じた。

「それから、もう一つ」

　床に目を落とし、騎士は告げる。

「ダラマンの倉庫の捜査が終わりました」

「そうでしたか。それでは、すり替えられた本物のダイヤは」

「……」

　サイモンは無言で首を横に振った。

「床下に隠されていた金庫を発見しましたが、中身は空からだったそうです」

「では既すでに転売されたか、持ち去られたか……完全に、してやられたということですね」

　グリゼルダは唇くちびるを嚙かむ。確実に言えるのは、何者に依よらずその犯人は、王国に仇あだなす存在だということだ。──まさか、公爵殿下が？　一瞬だけその考えが掠かすめ、消える。

　仮に公爵が黒幕だったとしても、今この状況で凶きよう行こうに及ぶだろうか。彼は果たしてそのような人間か……？　今は憶おく測そくしかできない。

「……。これより先は一層警備を固め、捜査に全力をあげるようです」

　サイモンは、眉み間けんの皺しわを普段よりさらに深く刻きざんで言う。

「姫様も、どうかお気をつけて」

「わかりました。注意して行動するようにしましょう」

　そう言いながらも、胃はキリキリと警戒を呼び掛け続けている。激しく痛む胃と、自分の額ひたいを押さえつつ、思わず俯うつむいた。

「おーいっ！」

　と、今度はアンドレアスが部屋に駆かけ込んできた。

「姫様、今…………あれ？　な、何。このものすごい深刻な雰ふん囲い気き」

「アンドレアス。今は忙しい、帰れ」

「ちょ、おれは別に遊びに来たわけじゃないってば！　姫様に、お客さんが来てるんだよ」

「え？」

　お客さん？　顔をあげた姫君に、アンドレアスは頷く。

「もう客間に通されてましたけど、セールイ・アルカーナって、前に会ったあの人ですよ」

「ああ、あの方が！」

　ダラマンの屋敷にいた、ちょっと変わってはいるが、紳士的な商人だ。

「謁見の希望を出されていたのは今日でしたね……」

　事態がここまで深刻になった今、先日彼と話した日が、遠い過去にすら思える。

「……。この忙しい時に」

「いえ、大丈夫です。ありがとう、アンドレアス。まずはセールイさんに会ってきます」

　ここで茫然としていても仕方がないし、やるべきことからやらなくては。

　そう決めて、グリゼルダは執務室を出た。そして────







「こんにちは麗うるわしい王女殿下プランセス」

　客間に入ったグリゼルダに深々とお辞じ儀ぎをし、セールイは人好きのする笑顔で述べた。

　裕福な商人らしい上品な出いで立たちで、以前と同じ片眼鏡と指輪を身に着けている。

「今日もまたなんとお美しい。危うく天界に足を踏み入れてしまったかと思いましたぞ」

「ふふ、こんにちはセールイさん。お元気そうで何よりですわ」

「いやいやいや、お陰さまでございます。しかし王女殿下……」

　と、彼は僅わずかに眉まゆを曇くもらせて言う。

「このたびは大変なことでしたな。ですが、どうかもうご安心ください。美しきあなた様を悩ますものは、既に私めが確保しておりますゆえ」

「確保……？」

　訝いぶかしむグリゼルダ。セールイは、物腰穏おだやかにもう一度礼をすると、こう付け加えた。

「つまり──あなた様がお捜しの、本物のダイヤモンドを、でございます」




　ひとまずソファーに落ち着いた後、話の口くち火びを切ったのはグリゼルダだった。

「ええと……セールイさん、あなたはどこで、ダイヤの件をお知りになったのですか？」

　事件はダラマンが逮捕された時点で公おおやけになった。しかし市し井せいの人々の口に上るほど、噂が広まってはいないと思っていたのだが──

「ええ、商人同士の噂うわさ話ですよ。ダラマン氏は、エルヴェティアの商人の中でもなかなか著ちよ名めいでしたから、情報が広まるのも早くてですな。もちろん以前お会いした時には、彼がそのような事件に関わっていたとは、思いもしておりませんでしたが」

「なるほど、そうだったのですね」

　ダラマンが親から継いだ商会の看板に傷をつけない経営をしていたとは知っていたが、そこまで有名だったとは。黒幕は、彼の知名度を当てにして利用したのかもしれない。

　グリゼルダがそう考える間に、セールイは悲しげな表情で述べた。

「ですがまさか、彼が詐さ欺ぎを働くとは。信義にもとる行為、悲しいものがありますな」

「はい……」

　グリゼルダは頷うなずいた。そのダラマンが死んだことは、今セールイに語るべきではない。

「その、ではセールイさん。あなたは今回の一件をご存知の上で、本物のダイヤの在あり処かを見つけたと仰おつしやるのですね」

「はウいイ……あ、失礼。時々つい、生せい地ちの言葉が出てしまうのですよ」

　一瞬表情を緩めた後、セールイは真剣な面持ちで語った。

「ダラマン氏は、秘密裏にダイヤを転売しようとしていたようですな。私めの港に見知らぬ船舶が停泊しているとの報が入った時は驚きましたが、中からダイヤが見つかった時はさらに驚きましたぞ。自分の港がないからといって、まさか私めのものを『間借り』するとは……。逮捕されなければ、そのまま船は出港していたところでしたな」

「それでわざわざ、ここまでお越しくださったのですね。ご親切、痛み入ります」

　感謝して、グリゼルダは深く礼をした。

「ああ、いやいや。あなた様のその涼すずやかなるお声で、直々にお礼をいただくほどのことでは。私めは商人として、当然のことをしたまでございますゆえ」

　そう言って、セールイは茶目っ気のあるウインクをしてみせた。よかった、とグリゼルダは思う。セールイが邪よこしまな人物なら、我関せずとダイヤを売っていたかもしれない。それを親切に持ってきてくれるなんて──

　そこまで考えて、内心はっと息を吞のむ。いけない、教訓から学ばなければ。

　彼は己を以もつて「商人として当然」と言った。商人とは、常に利り潤じゆんを求めて行動するものだ……基本的には。つまり彼は、対価を求めてここにいるということになる。

「セールイさん」

　心を落ち着けてから、グリゼルダは口を開いた。

「ぜひお礼をさせてください。といっても、大したことはできないかもしれませんが」

「ああ、いやいやいやそんな」

　セールイは困ったように笑った。

「王女殿下、こ、困りますなあ。申しあげた通り、お礼をいただくことではございません」

　ふいに彼は真ま面じ目めな態度に戻ると、凜り々りしい面おも持もちでこちらを見み据すえる。

「うむ……己が責任を持てない品は売らない。それこそ、海を渡る商人としての巌いわおのごとき誇ほこり。だからこそ、こうしてエルヴェティア王国まで罷まかり越したのですからな」

「ああ、それは……失礼しました」

　頷きつつ、少し反省した。セールイは、商売に誇りを重んずるタイプのようだ。利益ではなく、誇り。それはグリゼルダがカルナ鉱山の事業で重視していることと同じだ。久しぶりに、こういう人物と会った気がする。心のどこかで、安あん堵どの気持ちを覚えた。

「ではセールイさん、その件は置いておくにしても……あなたには本来、私との謁見を希望された理由が他にあるはず。そちらはどうなのですか？」

「おう、おらら」

　と、彼は自分の額をぱんと叩きつつ、生しよう国こくの言葉で「いやはや」と言った。

「申し訳ありませんパルドネ・モワ王女殿下、己の生き様などを申しあげている場合ではありませんでした。ああ、しかし偶然にも、私めが参った理由はあなた様にとって有用なことでしたぞ。本物のダイヤの件にも関わっておりますゆえ」

「どういうことでしょうか？」

　話が吞み込めずにグリゼルダが戸惑うと、セールイは居い住ずまいを正して述べた。

「王女殿下──よろしければ、どうでしょう。私めの港まで、ご足労願えませんか？」

「私がミトラス帝国の領内に赴おもむくということですか」

「ええ。畏おそれながら、そこで私めが確保しましたダイヤを検あらためていただくのと同時に、ご商談をさせていただければと」

「なるほど……その商談は、ここではできないお話なのですか？」

「いやいやいや、怪しい話ではありませぬ。実際に品物を目にしていただいた方が、お話ししやすいのでして。南の大陸から流入してくる宝石類に関係した、ご相談とも言えるものなのですが……双方にとって大変有意義な機会になると確信しておりまする」

「！　そうだったのですね」

　ダイヤの検分と回収だけなら、グリゼルダ以外の誰か信頼できる人物が代行できただろう。でも、アナンシーの宝石のことなら──自分自身が行って、セールイの提示するものを見た方がいい。少し考え込むと、さらに一押しするように、彼は言葉を重ねた。

「港は、南の海に面した地にあります。辺へん境きよう伯はく閣かつ下かの治める、ヴィーゼという領りよう邦ほうですが」

「ヴィーゼでしたか！」

　今までに海を見たことがないグリゼルダは、その地名を聞き思わず表情を明るくする。

「海の恵みを受ける、美しい港町だと聞いています。石せつ灰かい業ぎようも有名だとか。ここからは、たしか馬車を数日走らせれば着く距離ですね」

　前からぜひ、一度行ってみたいとは思っていた。

　それにヴィーゼは、ヴィルベルトの治めるラドラー領とは隣接した位置にある。ひょっとして、また公爵に会えるのだろうか。反射的に考え、打ち消す。もしもヴィルベルトに会ったとしたら、それはきっとその地に彼の謀ぼう略りやくの目的があるからだろう。

　今はこの一件に集中しなければ。公爵がいたならば、その時に考えればよいことなのだから。グリゼルダは気を取り直す。

「おお、ご存知でしたか」

　一方でセールイは顎あごを撫なでながら、和なごやかに語った。

「今の時期のヴィーゼの海メールは、夜になると静かないい風ふ情ぜいを見せましてね。各地の王おう侯こう貴族の方々に愛されているのですが……あなた様も、ご興味がおありですか」

「ええ。海の資源を生かした街づくりや商業のあり方というものは、なかなかこの国では学べないものですから。実際に拝見したいと思っていたのです」

「おお、なるほど。いやいや、王女殿下はやはり、麗しくも聡そう明めいな女性でいらっしゃいますな。その双そう眸ぼうに、常に未来を見据えておられる。慧けい眼がんとは、まさにこのこと」

「いえ……ありがとうございます。いつも必死なだけですよ」

　姫君らしくない発言も鷹おう揚ように受け止め、セールイは正面からこちらを見据えて言う。

「それでは王女殿下、ご興味がおありならばなおのこと、我が港までお出いでください。もちろん、歓かん待たいの準備も整えておりますゆえ」

「ああ、どうぞお気き遣づかいなく。ご用件のみで結構ですから」

「そうは参りません。私めが申しあげるのもおかしな話ですが、我が屋敷はいつでも貴き賓ひんをお招きできるよう、支し度たくを調ととのえてございます。あなた様のようなお方なら、とりわけ」

　そこまで言ってもらえるならば、断り続けるのもおかしな話だ。

「わかりました、セールイさん。それでは、お言葉に甘えて参上いたします。早くとも明日以降の出発となりますが、それでよろしいでしょうか」

「おお、ありがたい！　感謝いたしますメルシーボークー、王女殿下。辺境伯閣下には既にご連絡してございますので、ご安心を。煌きらめく星のごときあなた様の玉ぎよく体たいにお疲れなど出ませぬよう、道中もしっかりおもてなしさせていただきますよ」

「あ、ええ……痛み入ります。私も王の許可を得た後、正式に訪問いたします。よろしくお願いしますね」

　深くお辞儀するセールイに、グリゼルダもまた返礼する。結局その後、彼はすぐに王宮を去っていった。姫君の都合がつき次第、共にヴィーゼへ向かう、と言い残して。

「姫様」

　セールイと別れた後のグリゼルダに、控えていた騎士たちが歩み寄る。

「ヴィーゼへ向かわれるそうですね」

「ええ。本物のダイヤが見つかったそうですし、南の大陸の件も進展がありそうなので」

「よかったじゃーないですか、姫様！」

　アンドレアスは、はち切れんばかりの明るい笑顔を見せた。

「とりあえずダイヤは見つかりそうだし、悩んでおられたこともなんかうまくいきそうだし！　それに行き先はヴィーゼだぜ！　くうう……」

　彼は飛び上がる。

「海！　船！　それに旨うまい魚！　楽しみにするなって方が無理ですよ、ねえ姫様！」

「バカンスではない」

「あ痛っ！」

　すかさず繰り出された鉄拳に頭を押さえる弟にため息をつき、サイモンは冷静に言った。

「姫様。我らも同行いたします」

「ええ、お願いします。突然の話になってしまいましたが……」

「任務ですから。それよりも」

　騎士は鋭するどい眼まな差ざしと共に、厳おごそかに続ける。

「どうかご用心ください。今日訪れた、あの商人に」

「セールイさんに、ですか？」

「はい。モルデカイといい、あの者といい。信用なりません、商人というものは」

　サイモンの青い瞳が、まっすぐに姫君に向けられる。

「彼らは利を重んじる。姫様とは、まったく異なる生き方をする者たちだ」

「そうですね……」

　先ほどのやり取りを思い出す。セールイの、誇りという言葉。あれは軽々しく口にしている態度ではなかったように思える。とはいえ、サイモンの言うことももっともだ。特に最近は、謀ぼう略りやくに巻き込まれることが多すぎた。用心に越したことはない。

「ええ、気をつけましょう。ひょっとしたら、公こう爵しやく殿下とお会いするかもしれませんしね」

「ええっ、あいつが!?　なんでまた」

「ラドラーとヴィーゼは、隣り合った領邦ですから。それにもしかしたら──」

「一連の事件の黒幕が、公爵だから。ですか」

　サイモンが横から静かに声をかけた。

「そうかもしれない、ということです」

「かもしれない、じゃないんじゃないの、姫様！　兄上から聞いたよ」

　アンドレアスは声を潜めた。

「ダラマンが殺されてたんでしょ？　どう考えたって口封じだよ！」

「アンドレアス。お前は黙ってろ」

　サイモンがぎろり、と弟を睨む。

「うっ、なんだよ兄上！　兄上だって家では結構公爵の文句言ってるじゃん！　『姫様に色目使った』とか『いつかキャベツみたいに頭割ってや……』痛ぁっ!!」

　ぎゅっと尻しりを抓つねられ、アンドレアスはぴょんぴょん跳はねながら廊ろう下かの奥に消えていく。

「……。姫様。ともかくご用心を」

「え、ええ」

　痛そうな少年の背に声をかけようとしていたグリゼルダは、んん、と咳払いした。

「あなたの言う通りです。細心の注意を払って、向かうことにしましょう」

　ヴィーゼで、すべての決着がつくかもしれない。

　そう考えるグリゼルダの胃壁は、まだこの時は、小しよう康こうを保っていた。







　そして三日後。荷物や侍女たちを乗せた馬車を数台引き連れ、途中休きゆう憩けいをはさみながらも長い距離を移動し、やっと目的地に辿り着いた時、既に日は落ちようとしていた。

　陽光が水平線に沈みゆくごとに、水面は色を橙だいだいから紫へと変えつつ、岸辺へ白い波を寄せ続ける。潮風の中、見たこともない白い大きな鳥が、頭上で不思議な歌を奏かなでている。

「こ、これが海……!!」

　セールイの屋敷のバルコニーから海を一望し、グリゼルダは感動に震ふるえた。切り立った崖がけの上に建つ屋敷は、穏やかなオリーブ色を基調としており、海に映はえて実に華か麗れいだった。

「この雄ゆう大だいな美の中に、金銀が、鉛なまりが、それに海産物が！　そしてその向こうにはまだ見たこともない国が待っているなんて！　ああ、なんて素敵！　これが海なのですね!!」

　うっすらと隈くまが残る瞳をきらきらさせ、美しい海の光景を目に焼き付けるグリゼルダの横で、商人は和なごやかに微笑んでいる。人前ではなるべく冷静であるように努めているが、生まれて初めての海には、胸を躍おどらせずにはいられない。

「あー、やっぱりお尻が痛い……」

「警告はした、馬を急せかしすぎだとな。馬ば鹿か」

「ちょっとー！　後悔してる人間に鞭むち打うつようなこと言わないでよ！」

　修道騎士の兄きよう弟だいは、賑にぎやかに騒いでいる。それを尻目に、セールイが口を開いた。

「あなた様のような尊とうといお方のお気に召めして何よりです。私めもよくこの露台バルコンから、海を眺めているのですよ。いちばん世話になっている存在ですから」

「私もよく自室からカルナ鉱山を眺めますが、いちばん心安らぐかもしれません」

　自分と通じるところのあるセールイの言葉に、グリゼルダは素直に好感を持った。

「ところで王女殿下、宴うたげの支度が調ととのうまで、今しばらく時間がございます。いかがなさいますか？　先に例のダイヤモンドをご覧になりたいのではないですかな。港の倉庫の方に、厳重に保管してございますが……いやしかし、お疲れでしょうな」

「いえ、私は大丈夫です、ありがとうございます。そうですね……」

　時間があるならそちらを確認し、落ち着いてから、商談に臨のぞむ方がよいかもしれない。できるだけ早く、安心したい気持ちもある。そう思い、グリゼルダは頷く。

「それではお忙しくなければ、お願────」

「ああ、アルカーナ殿！」

　グリゼルダの声を遮さえぎったのは、セールイを呼ぶ軽かろやかな明るい声。

（はっ……！　この声は！）

　善良な青年然とした、聞き覚えのあるこの声は。

「ここにいらっしゃったのでございますね。案内してもらってよかった」

「モルデカイさん！」

　屋敷の使用人と共に廊下からバルコニーへひょこひょこ歩み出してきた彼は、ヴィルベルトの侍じ従じゆうであり、商しよう家かの跡取りたる青年・モルデカイだ。

「おっ、おおうモルデカイ殿」

　一瞬目を見開いたセールイは、使用人を下がらせると、モルデカイに挨拶した。

「過か日じつ、エルヴェティアでお会いして以来ですな」

「ええ、お元気そうで何より」

　セールイと握手してから、眼め鏡がねの侍従はグリゼルダたちの方を向く。

「そしてこんにちは、王女殿下──と、ついでに山犬ども」

　恭うやうやしくお辞儀しつつも、聞き取れないほど小さく一言付け加えるのも忘れていない。

「お前は」

「陰いん険けん眼鏡！」

「フン」

　騎士兄弟の敵意に満ちた視線を鼻息で一いつ蹴しゆうすると、モルデカイはセールイに向き直る。

「このたびはご挨あい拶さつに伺うかがいました。我が主あるじたる公爵殿下も、当地に入られたものですから」

「え！」

　思わずグリゼルダが漏もらした驚きの声が、サイモンたちのそれと重なる。

「お、おう……おらら。公爵殿下が……そ、そうですか」

　セールイもまた、動揺を隠しきれない様子で額の汗を拭いている。

「ええ。今け朝さ出し抜けに『最近海を見ていない』と仰おおせになりまして。それで思い立ってこちらへ参ったのですが、一応ご挨拶を、と」

　モルデカイは、紳士の動揺には気付かないふりをしながら、黒い笑顔で朗ほがらかに語る。

　絶対噓うそだ。領主たる者が、そんな理由で気軽に出歩けるはずがない。

　というより、簡単にここへ来てしまっている以上、ヴィーゼの辺境伯はヴィルベルトの協力者なのだろうか。

「いやぁ、ヴィーゼは本当によいところだ。僕もできるなら、このように明るい場所で、誰だれに憚はばかることなく健すこやかな生活を送りたいものでございますな。公爵殿下も、そうお考えなのでございますよ。それでたまにこうして、バカンスを楽しみに」

　やはり絶対に噓だ──と心底思う。こちらの動きをなんらかの方法で察知し、やって来たに違いない。公爵の目的が何かはわからないが、それだけは確かだ。

「アルカーナ殿、なんでも今夜、王女殿下をお招きしての饗きよう宴えんが催もよおされるそうですねえ」

「はウ、はウいイ。近隣の貴人の方々もお呼びして、盛大に行おうかと」

「なるほど。では当然、我が主の席も……」

「あっ、はい。もちろんですとも！」

　引きつった顔でセールイはこくこくと頷いた。明らかに無理やり言わされている。

　セールイの商会の方が、キルシュガイスト商会より規模が大きいはずだが──この二人の上下関係は、性格が反映されているのだろうか。どう見ても、人のよい美形紳士と、それを利用しようとする腹黒眼鏡の図にしか思えない。

「何よりです。ところでアルカーナ殿、どうでしょう。商人同士、しばらく友ゆう誼ぎを深め合いませんか。父からの言こと伝づてもございますし、お話しできれば僕も嬉しゅうございますが」

「えー、あー、でも、その」

　セールイはちらりとグリゼルダを見た。──助けを求める目だ。

「あっ、あのモルデカイさん。実はセールイさんには、私が」

「ああ、王女殿下はこの後ご用事があると。なるほどぉー、それは仕方ない」

「えっ、違いますよ!?」

　訂正しようと声をあげるが、悪魔も逃げ出すにっこり笑顔で、モルデカイは復唱する。

「王女殿下は、この後ご用事が、あると」

「うっ！」

「さっ、ではアルカーナ殿、参りましょう」

　本能的恐怖を覚える笑顔に怯ひるむ間に、モルデカイはセールイを連れて去っていく。

「はウ、はウいイ……」

　バルコニーから消えていくセールイの背は、なぜか小柄なモルデカイより小さく丸まって見えた。ついでに、しくしくと泣いているようにも見えた。

（ああ、セールイさんに幸あれ）

　我が事のように胃が痛むのを感じて、グリゼルダは目を閉じ、セールイの幸運を祈る。

　だが──もしその時姫君が目を開いていたならば、疑問に思ったかもしれない。しばらく進んだ先で、モルデカイの前を歩むのが、セールイになっていたことを。

「ねー、姫様」

　一方でアンドレアスが、ひっそりと囁ささやいた。

「どうします？　さっそく港に行くわけにはいかなくなっちゃいましたね」

「ですがあの公爵が来ているならば、油断することはできない」

　眉間の皺を絶望的なまでに深めながら、サイモンは言った。

「提供された客室で、お休みになることを提案します」

「そうそう、そこなら安全ですよ！　あの公爵神しん出しゆつ鬼き没ぼつだしさー、なんか歩いてたら出くわしそうで嫌いやなんですよね」

「確かにそうですね。ですがもし会えたなら、それはそれで…………うっ！」

　相手の考えがわかるし、いいことかもしれない──と告げようとしたグリゼルダの胃壁が、緊急警戒警報を発した。

「うぐう、こ、これは……いや、やはり駄目そうですね。サ、サイモン。胃薬ありますか」

「はい、こちらに」

「箱買いしたの全部持ってきたっす！」

　馬車の荷物の三分の二は、念のために持ってきた胃薬だ。

「あ、ありがとう。ともかく今は、ちょっと休みましょう。どのみち、馬車にずっと乗っていた時の格好でパーティーに参加するわけにはいきませんし、着替えないと……」

　言うなりグリゼルダは、腹を押さえながらよたよたと屋敷の中に戻る。

　この胃の痛み方は尋じん常じようではない。旅の疲れが出たせいかもしれない。

「じゃあその間、おれは見回りしてきます！　怪あやしい奴がいないか、調べておきます」

「観光気分にはなるなよ」

「わかってるよ！　兄上だって、姫様の部屋覗のぞいたら駄だ……兄上がぶったー!!」

「サ、サイモン！　何も殴なぐらなくても！」

　王国一行の賑やかなやり取りを、昇りつつある蜜みつ色の満月は静かに見守っていた。







　それから夜、盛大なパーティーが催されるまで、胃が痛むような出来事はなかった。セールイの屋敷の一階にある大広間を会場にしたそのパーティーは、ヴィーゼの領主、有力貴族のみならず、聖職者、商人なども交まじえた盛大なものだった。

　あちこちで賑やかな歓かん談だんが行われる中、髪を纏めあげ、見事な薔ば薇ら色いろのドレスを纏まとったグリゼルダはただ、広間の天てん井じように描えがかれたフレスコ画を眺めている。主題は、世界を創つくり出した神々が、太陽を中心に天界に集っている様子だ。

　さぞ高名な画家が描いたのだろう、まるで生きて動いているかのような、吸い込まれるような優美さをもつ作品なのだが──何も、この天井画を鑑かん賞しようしていたわけではない。

（……ああ、お腹なかが痛い……！）

　食事代わりの水が入ったグラスを手に、つくづくそう思う。

　別に、パーティーで嫌がらせを受けたわけではない。むしろ周囲の人々は、エルヴェティア王国の王女たるグリゼルダを、少なくとも表面上は好意的に受け入れてくれる。この地を治めるという辺へん境きよう伯はくも、素そ朴ぼくで穏やかな人柄だった。

　それはいいのだが──ただでさえ心労を抱かかえている人間が、不特定多数の初対面の人々と交流して、ダメージを受けないはずがない。ちなみに忠実なる騎士たちは、外の警備に加わっているのでここにはいない。

　テーブルに並ぶ美び酒しゆ佳か肴こうの数々も、胃袋には禁断の果実だった。食欲を誘う、いかにも美お味いしそうなものばかりなのだが、摂せつ取しゆすれば確実に胃はもたれ、この後のセールイとの商談などできなくなってしまうに違いない。

　本来なら、情報収集もしておきたいところだった。偽にせダイヤの件のみならず、こうした歓談の場でこそ、何かと有ゆう益えきな情報が得られるものだ。けれども人いきれの前に、グリゼルダの胃は限界だった。それに、日中から胃壁の機き嫌げんがどうも悪い。

（お、治おさまれー……治まれー……）

　脳内で呟いても、効果がない。隠し持ってきた胃薬は、とうの昔に飲み尽つくしている。

　と──その時だ。

（あら……？）

　大広間の外に繫つながる扉へ、一人去っていく後ろ姿を見た。長く黒い巻き毛、飄ひよう々ひようとした佇たたずまい。一目で上質とわかる、菫すみれ色いろの夜会服。

　ヴィルベルトだ！　あの出いで立たち、間違いない。満月が昇っているとはいえ外は暗く、彼に続いて出ていく者は見当たらない。

（……ここにいるよりは！）

　決意し、グリゼルダもまたグラスを置いて後を追う。人の合間を縫ぬうように通り抜けていく彼女の胸元では、濃のう緑りよく色しよくの宝石が、揺れて光を弾はじいていた。




　夜の海は、蠢うごめく混こん沌とんのようだ。月明かりだけが、それがただの水面だと教えてくれる。

　広間の外は、すぐ砂浜になっていた。遠くない位置に警護が立っているので、危険はないだろう。そう判断し、グリゼルダはしばし彷徨さまよう。革靴の先に、砂が纏わりつく。

「公爵殿下は……いらっしゃいませんね」

　辺りを見回し、独りごちた。確かにヴィルベルトの後ろ姿だと思ったのだが、どこにもいない。見間違いだったのだろうか。波の音だけが周囲に響く。

「仕方ありませんね」

　そのまま、少しだけ散さん策さくすることに決めた。大広間に戻っても、胃の痛みが増すだけだ。それよりは、海を眺めたい。夜の海は夕暮れとはまた違う美しさを湛たたえている。

　しばらく歩を進めると、ちょうどよい岩場があった。ここに座って、ぼうっとしたい衝しよう動どうに駆られる。最近は特に、気を張ることが多すぎた。──でも、今この時にすることではないと首を振る。

「……そろそろ戻りましょうか」

　あまり遠くに行くべきでもない。そう思って、踵きびすを返そうとする、が────

「きゃっ!?」

　岩陰に潜ひそむ人物に気付き、ぎょっとして声をあげた。その人物は、上質の夜会服を纏いながら、まるで構わず砂浜に座り込み、こちらに意識を向けるでもなく、じっとしている。月明かりに、横顔が照らし出される。黒い髪、長い睫毛まつげ、整った容よう貌ぼう。

「こ、公爵殿下？」

　恐おそる恐おそる声をかけるものの、彼からは返事がない。まるで石像のように動かない。

「ど、どうなさったのです？　はっ、まさか……！」

　──暗殺。脳のう裏りを、危険な言葉がよぎる。毒殺か暗あん器きによる刺し殺さつか、とにかくヴィルベルトの身に何かあったのかもしれない。

「公爵殿下、しっかりしてください!!」

　グリゼルダは勢いよく彼の肩を摑み、揺すぶった。すると──

「うわっ!!」

「きゃーっ!?」

　公爵とグリゼルダは、ほぼ同時に飛びあがった。

「ど、どっ、ど」

　何事かと近づいてきた警護に大丈夫だと手振りで伝えると、姫君はどきどきしたままの胸を押さえつつ目を瞬またたかせた。

「どうしたのですか、公爵殿下。び、びっくりしました」

「びっくりしたのは私もですよ。せっかく巻き貝で波の音を聞いていたのに」

　ヴィルベルトは元気そう、というよりも普段とまったく変わらぬ調子で言った。

「え……巻き貝？」

　聞いたことがある。巻き貝の殻からに耳を当てると、なんでも潮しお騒さいが聞こえるのだとか。

「なかなかロマンチックなことをなさっていたのですね」

「ええ、私は実はそういう人間なのですよ。……あ、すみません」

　彼は髪の毛を搔かきあげ、隠れていた右耳をグリゼルダに見せた。

「貝が耳に嵌はまり込んでしまって。取っていただけませんか」

「そんな聞き方してたんですか!?」

　巻き貝が思い切り彼の耳にくっついている。

「というより、それでは何も聞こえないのでは」

「貝殻から特別な波の音がするのかと思っていたのですが、どうもすぐ隣の本物の波の音しか聞こえないもので、よく聞こうと密着させすぎたらこうなったのです」

「それはそうでしょう……」

　子どもじみたフリをするにしても、ここまでやるだろうか。というよりも、もしかしたら彼は素すでこういう振る舞いをしているのではないだろうか。なりきりも、度が過ぎれば本物となると言われるけれど──と思いつつ、彼の耳の異物をぽんと取る。

「ああ、よく聞こえる！　自分では取りづらかったのですよ、ありがとうございます」

「いえ……」

（やっぱり、よくわからない方だわ。わざとなのか、本気なのか……）

　グリゼルダは頭を振った。

「それより公爵殿下、ここに来られたのは、一体どんな理由があってなのです？」

「海を見るために」

「そうではなくて！　ここではなく、このヴィーゼに、ということですよ」

　述べてから、グリゼルダははあと息を吐く。

「……聞いたところで、正直にお答えになるはずがありませんでしたね。あなたは黙だまっておられるのがお好きだから」

「隠しておいた方が、楽しいでしょう。露あらわになれば、つまらないものもある」

　ヴィルベルトは立ちあがると、姫君の手の内にある巻き貝を、ひょいと指さした。

「ところで王女殿下は、それ、聞いてみたりはなさらないのですか？」

「え？」

「波の音ですよ、せっかく海辺に来たのに。今さっきまで私の耳に入っていたのが嫌でしたら、こちらに別のものが落ちていますよ」

「…………い、いえ別に、そういうわけでは」

　グリゼルダは掌しよう中ちゆうの貝をじっと見つめた。紫色の貝の滑なめらかな表面が、月明かりを反射して光っている。まあ、今、急ぐ用事があるわけでもない。

「で、では、せっかくですから」

　そっと貝殻を耳に押し当てる。ほんのり冷たい殻の向こうに、風がぐるぐる渦巻いているようだ。それに、確かに小さく、波のさざめくような音もしていた。

　不思議な感覚だ。エルヴェティアにいるばかりでは、絶対に知ることはできなかった感覚。そっと目を閉じ、しばしそれに浸ひたっていると──耳に妙な圧迫感を覚える。

「ん？」

　目を開けて横を見やれば、ヴィルベルトも同じことをやっている。グリゼルダが持っているのと同じ貝で。反対側から身を屈かがめ、同じように貝に耳を押し当てて。
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「きゃあ!?」

　本日三回目の悲鳴をあげて身を離すと、ヴィルベルトはにんまり笑ってこちらを指さす。

「あっ。赤くなっていますね」

　むかっ。さすがにイラッときたグリゼルダは、貝殻を彼に押しつけるように返した。

「やはり私、あなたという方のことがよくわかりません。いつもそうして、私をからかってばかりで……何をなさりたいのか、さっぱりです」

「おや、そんなことは充分ご承知のはず。私はあなたと仲良くしたいのですよ」

「えぇ!?」

　またも頰を赤く染めて戸惑うと、うっすらと笑み、公爵は海の彼方かなたを指す。

「この指の先に、何があるかご存知ですか」

「ええ。南の大陸、アナンシーでしょう」

　気を取り直して答えるグリゼルダに、彼は頷く。

「正解です。そこからもたらされる富は、我がミトラス帝国をより豊かにすると共に」

　その口調は、いつしか低く冷れい淡たんな、絶対的な領主としてのものになっていた。

「国力をも蓄たくわえさせる。いずれ来る、イガルク帝国との戦せん役えきに備えてね。そして」

　彼は手を下ろし、グリゼルダの瞳を覗のぞき込む。

「あなたのカルナ鉱山も、そうした富の一つです。貴国と我が国との盟めいがある限り、イガルク帝国が凍こおらない港を手に入れることは決してない」

「ずいぶんと盟を大切に……いえ、イガルクの動向を気になさっているのですね」

「もちろん。今も最北端の地では、睨にらみ合いが続く毎日なのですから」

「なるほど……」

　ふっ、と思わず笑みが漏れる。なんだか胸のつかえが取れた気がした。ダラマンを唆そそのかし、命を奪ったのはヴィルベルトではないかという疑いが、一いつ時ときに氷ひよう解かいしたように思えた。

「確かに私たちの盟は重要ですね、公爵殿下。以前と同じく、私もそう思っています」

　彼の眼光に負けずに、こちらもじっと彼を見つめた。

「ミトラスと私たちの国は『仲良く』あるべきです。だからこそ、先日は例の技術の件であなたとよい契約が結べて、本当によかったと私は思っているのですよ」

　盟があるから、技術提供の話ができた。互いに互いを読み合った結果ではあったけれど。

「ふふ、違いない。こちらもそう思っておりますよ、王女殿下」

　彼の目つきは、例の嫣えん然ぜんとした、挑ちよう発はつ的てきなものだ。

「しかし、そう仰るあなたは……私への疑ぎ惑わくは、結局どうご判断なさるのですか？」

　事件の黒幕だと嫌けん疑ぎをかけられていることを、彼もわかっているようだ。

「ダラマン氏のことですね」

「ええ。無む惨ざんにもその命を奪われたダラマン氏のことです」

「…………」

　グリゼルダは無言で眉まゆを吊つりあげた。彼が獄ごく中ちゆう死しを遂とげたことは、王宮外には漏もれないようにしていたはずだ。なぜ、当然のようにヴィルベルトが知っているのだろう。

「ご心配なく。あなたの王宮の方々から聞いたのではありませんよ」

　完全にこちらの考えを読みながら、彼は言う。

「ただ、私にもツテというものがありましてね。そちら経由で知ったというわけです」

「耳の早いご友人をお持ちなのですね。羨うらやましいものです」

　むっとしながら皮肉を交まじえて答えるグリゼルダは──しかし、次に小さく笑った。

「でも、公爵殿下。私は、あなたが事件の黒幕などではないと思っていますよ」

「ほう、なぜ。……あ、私が美しいからですか？」

「ち、違います！」

　途端にいつもの子どもじみた態度で髪を搔きあげる公爵に、慌あわてて否定する。

「そうではなくて！　私はあなたのことを、信用していると申しあげたいだけです」

「ほほう」

　ヴィルベルトは、試すような顔で首を傾かしげた。

「歴史上どれほどの王が、信用を口にして命を失ったか、ご存知なのではないですか」

「もちろん。ですがそうした『信用』は──私が言う意味とは違うと思います」

　相手の言動に対する思考停止と、奉ほう仕しを期待する「信用」ではない。

「私はあなたのことを……いわば競争相手として信用しているということです。あなたは奇き矯きようで、どこまで本気かわからない方だけれど、利のない危険を冒おかすことは決してない。ダラマン氏を唆そそのかし、盟に亀き裂れつを生じさせることが、どれだけの損失を招くことになるか、あなたならよくわかっておられるはずですから」

　ヴィルベルトが英明だと認めるなら、そんな行動を取るはずがないことはよくわかる。

　そもそも盟の存続を第一のものとして行動してきた彼ならば、なおのことだ。

「だから私は、そういう面であなたを信用しています。ダラマン氏の命を奪ったのが誰かは、まだわかりません。ですがあなたではないというのが、私の結論ですよ」

　グリゼルダは、きっぱりと言い放った。すると途端に、公爵は相そう好ごうを崩す。

「ふっ、ふふふふっ」

「な、なぜ笑われるのです？」

「いいえ。信用されるのも、案外いい気分だなぁ、と思いまして」

　そう言うと、砂浜に足あし跡あとをつけながら、彼はこちらに近づいた。艶つややかな笑みのまま無言でこちらへやって来るその姿に、グリゼルダの胸は自然と高鳴る。驚きか恐怖か、それとも別の感情か、そこまでは──自分でもまったくわからないけれど。

　すぐ目の前まで来た彼は、妖あやしい笑みですっと身を寄せると、耳元で囁ささやく。

「特にあなたに信用される、というのはね」

「え……」

　甘く響く、優しい声。グリゼルダの心臓が、どきんと跳ねあがった。

「何を……ま、まっ、またからかっておいでなのですね!!」

「いいえぇ。申しあげたままの意味ですよ、王女殿下」

　体勢を戻すと、なおも妖しげな笑顔のままで言う。

「ふふ、そのエメラルドも、あなたに差しあげてよかったと思っているのですよ。今もわざわざ着けてくださっているのですね」

「こ、これは」

　胸元のエメラルドのペンダント──礼拝堂でヴィルベルトに貰もらったものを、そっとグリゼルダは指先で撫でた。

「これはその、せっかくいただいたのだからと思っただけです。私はあまり、他国に伺うこともありませんので……いい機会だと」

「はっは、それはそれは。まあ、そういった装そう身しん具ぐは、見合った価値のある人物にお贈りするのが、いちばんよいものですからね」

「それは」

　姫君は少し余裕を取り戻して述べた。

「私が、あなたにとって利用すべき価値がある人物だから、ということでしょうか」

「いえいえ」

　悪戯いたずらっぽく微笑んで、公爵は答える。

「その石の輝きは、あなたの清せい廉れんさによく似合っている。価値があるというのは、そういう意味ですよ」

「なっ！」

（またからかって!!）

　赤く染まった顔で思わず睨みつけるが、公爵は気にしない様子でふわりと手を振る。

「これからもどうか、その清廉さと理性を忘れないでください。あなたは外見では規律正しく自制的でも、どこか心の中に不安を抱えている──おっと、これは万ばん人にんが万人そうですがね。ともかく、いつでもあなた自身のその大切な宝を忘れないでください」

　私から言えるのは以上です。そう語ると、ヴィルベルトはくるりと背を向けた。

「あ……もう行かれるのですか？　待ってください、私も大広間に戻ります」

「いや、私は別なところに。モルデカイに用事がありますので、これで失礼します」

「そ、そうですか」

　言うなり彼は言葉通り、屋敷とは別の方向に歩いていく。服が砂まみれだが、まったく気にしてはいない様子だった。

「あ、あの！」

　また会う機会はありますか？　なぜか脳裏をよぎったのは、そんな言葉。

（何を考えているのでしょう。問うべきことはそれではありません）

　心中で軽く首を横に振り、続けた。

「事件の裏で糸を引いているのが誰なのか──あなたはご存知なのですか!?」

「それを今あなたにお教えしても、証拠がないでしょう」

　さくさくと音を立てて砂浜を歩む足は止めずに、ヴィルベルトは言う。

「先ほども申しあげた通り、あなたの大切な宝のことを忘れなければきっと大丈夫ですよ。まあ、無責任なこと言うようですが、たぶん」

「は……はぁ」

「それでもなお、大変なことが起こった時は」

　公爵はくるりと、首だけこちらに向けた。

「私を呼んでもいいんですからね」

　穏やかな笑顔。

「え!?」

　戸惑う間に、彼はさっさと夜よ闇やみの彼方に消えてしまった。

「やっぱり、からかわれているのですね」

　頭を抱え、はぁと嘆たん息そくすると、もう一度、夜の海に目を向けた。それから、明るい大広間へと戻るのだった。







　ほどなくしてパーティーが終わると、グリゼルダは身支度を整えた後、セールイや騎士たちと一緒に、港の倉庫に向かうことになった。

　馬車の道中、セールイは自分の片眼鏡を拭ふき拭き、姫君に頭を下げた。

「王女殿下、申し訳ありませんパルドネ・モワ。ご足労いただいただけでなく、お疲れのところを、こんな夜にまで。華はなのごとき美貌に翳かげりをもたらすのではないか心配です」

「いいえ、セールイさん。やはり早く本物を確認しておきたいものですから。あなたこそ、お疲れのところをわざわざお気遣いいただいて、ありがとうございます」

　彼こそ休む暇がなかったはずだが、そんなそぶりを微み塵じんも見せていないセールイに、グリゼルダは微笑みかけた。その傍かたわらでサイモンは、セールイに厳しい視線を向けている。

　本物のダイヤとの対面の時が近づいている。そう思うと、グリゼルダは自然と緊張した。一方で、先ほどの浜辺での公爵の言葉が、何度か頭の中で繰り返される。

（私自身の宝を大切に。そうですね、特に今は、いっそう気を引き締めないと）

「うっ!?」

　と、途端に彼女は腹部を押さえた。

「おや王女殿下、どうされましたかな？」

「いっ、い、いえ、お気になさらず」

「どうしたの、姫様！　あっ、ま、また何か嫌な予感……!?」

「だ、大丈夫ですよアンドレアス」

　そう答えるが、この胃壁の痛み方はよく知っていた。よくないことが起こる前ぜん兆ちようだ。

「おらら、本当に問題ないのですか!?　もしなんでしたら、医者を呼びますが……」

「医者でも治せない病やまいだ。そっとしておいて差しあげろ」

「兄上、その説明だと誤解を生みそうだよ……」

　胃痛を抱えたまま、馬車は一路、倉庫へとひた走る。







「こ、これは！」

　我知らず、表情がぱっと明るくなる。

　ランプの灯ともされた倉庫の中。積みあげられた木箱の合間を縫って進んだ先、厳重に施せ錠じようされた扉を抜けると、その中には箱に入った光り輝く大粒の宝石。ダイヤモンド──

「ああ、よかった！　これです、間違いありません」

　箱から取り出したダイヤの一粒をルーペで覗き込んだ後、まるで我が子に対する母親のように諸もろ手てで胸に抱き寄せ、グリゼルダはセールイに向き直って言った。

「ありがとうございます、セールイさん。ようやく見つけることができ、ほっとしました」

「それはそれは。私めにとっても、何よりの喜びプレジールでございますよ」

　茶目っ気のあるウインクをするセールイ。その横で、アンドレアスは涙ぐんでいた。

「うっ、ぐすっ、よかったですね、姫様……これでやっと安心できますね、ぐすっ」

「アンドレアス、簡単に泣くな。騎士を目指す者が」

「なんだよ、いいじゃん別に！　こんな時でも無表情な兄上に言われたくな、あ痛っ！」

　軽く頭をひっぱたかれるアンドレアスに苦笑してから、グリゼルダはダイヤを箱に戻して立ち上がる。するとセールイは、タイミングを見計らっていたかのように口を開いた。

「ああ、王女殿下。それで」

「はい？」

「商談をお申し出する際に、ご覧いただきたいものがあると申しましたね。それもまた、同じくここにあるのです。こちらなのですが……」

　彼はランプを、別の場所に掲げた。言われるがまま、光の下に目を向ける、と──

「なっ……!?」

　息を吞のむ。それはグリゼルダだけでなく、アンドレアスも、サイモンですら同じだった。

　信じられない。これは……ここに、保管されているのは。

「王女殿下ならば、一目でおわかりでしょう」

　少し困った顔で、セールイは言う。眼がん前ぜんにあるのは、虹色の光を宿す、透明な宝石。

「ダイヤがこんなに……！　ですが、カルナ鉱山から産出したものではないですね」

「はい。実はこれらはすべて、アナンシーで採掘されたのです。つい先日、大きな鉱脈が発見されましてね。まだ公おおやけにはなっていませんから、ご存知ないのも当然ですがな」

「そ、そうだったのです、ね……」

　正直なところ、戦せん慄りつした。汗が噴き出す。資源が豊かだとは思っていたが、まさかダイヤモンドの鉱脈まであったなんて。

　以前確認した、売上高を示す資料を思い出す。

　ただでさえ、南からの宝石の大量流入でエルヴェティアのダイヤは売れなくなっている。この上ダイヤそのものまで流入してきたなら、果たして祖国の産業は生き残れるのだろうか？

　無論、南から海を渡ってきたダイヤの方が輸送費などの関係で値段が跳ねあがることにはなるし、エルヴェティアにはこれまでに培ってきたブランドとしての力がある。それらの点では、どんな状況になろうとエルヴェティア王国の方が有利だ。

　けれども、これから待つのが厳しい戦いであるのは火を見るよりも明らかだ。まるで石でも詰められたかのように、胃がずしりと痛んだ。

「ああ、花のかんばせが青ざめて……王女殿下の心中、推すい察さつするに余りあります」

　セールイは沈痛な面持ちで述べた。

「私めとて一介の商人、ご不安な気持ちはよくわかりますとも。ですがご安心ください！」

「えっ？」

「ご商談をさせていただきたい、と先日申し述べましたのは、この件をどうにかできるご提案があるからなのです。あなた様のお心にきっと適かなうお話でございますぞ！」

　一転して、彼は人好きのする笑顔を浮かべる。

「この倉庫の横に、私の別荘があります。畏おそれながらおみ足をお運びいただき、そこでご相談させていただけますか？　もちろん、修しゆう道どう騎き士しの方々もご一緒いただいて」

「そうですね」

　確認のために、ちらりと騎士たちに視線を向ければ、サイモンが小さく頷いた。

「わかりました。ぜひ、そうさせてください」

「はい、喜んでアベク・プレジール！　麗しき王女殿下においでいただき、恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます」

　セールイは笑顔のまま、彼女たちを案内した。







　倉庫から数分のところに、件くだんの別荘はあった。最初に案内された屋敷より規模は小さいものの、佇まいも装飾も瀟しよう洒しやに纏められていて、家主の財力を窺うかがわせる。

「さあ、こちらです」

　立ち並ぶ召めし使つかいたちがお辞儀をして迎える中、グリゼルダたちは廊下を進んだ。

「うわー、すげえお屋敷」

　思わず声をあげたアンドレアスが、サイモンに肘ひじでつつかれている。

「先ほどのお屋敷といい、ここといい、セールイさんはたくさん邸宅をお持ちなのですね」

　紳士の背を追いながら、グリゼルダは問いかける。

「いつもこのヴィーゼで、お仕事をなさっているのですか？」

「いいえノ　ン、そういうわけでは。商売柄、あちこちの国を巡っておりますので。残念ながら、エルヴェティアに伺ったことはほとんどございませんでしたが」

「そうですか」

　仮の住まいにしては、ずいぶんと凝こった内装だ。そう考えつつ歩いている、と──

「……？」

　一瞬だが、廊下の床板がぎし、と鳴った。意外と古い建物なのだろうか？　僅かな違和感が頭をもたげる。しかしそれが形になる前に、目的の場所にやってきた。

「さて、応接間はこちらになります」

　くるりとセールイが振り向いた。

「騎士様方は……ええと、どちらでお待ちになりたいですかな？」

「ここに控えている」

　サイモンは告げる。

「立って待つゆえ、気遣いは無用だ」

「そうですか、わかりました。では王女殿下、中へ」

「ありがとうございます」

　促うながされるままに部屋に入るグリゼルダ。

「……姫様、何かあったらすぐに呼んでくださいね！」

　すれ違いざまに囁くアンドレアスに、小さく目で頷く。

　またお腹が痛くなってきた。だがそれは、いつものことだ。だから平気ということもないが、気に病んでいる暇はない。

　軽く深呼吸し、グリゼルダは商談に臨のぞんだ。




「さて、どこからお話しすればよいものやら……はは、あなた様の眩まばゆき宝石のごとき瞳に見つめられると、つい緊張してしまいます」

　テーブルを挟んでソファーに腰掛けたセールイは、親指同士を突き合わせつつ言う。

「では提案から申しましょう。王女殿下──私めどもと、カルテル協定を組みませんか？」

「ええっ」

　思ってもみなかった申し出に、グリゼルダは目を見開く。

「カルテル協定、ですか。それは……ダイヤモンドの販売に関して、ということですね」

「はウいイ、さすがは王女殿下、お話が早い。その通りでございます」

「そうですか……」

　顎に手をやり、黙もつ考こうする。カルテルとは、複数の事業者同士で協定を組むことだ。つまり同じ品物を扱う商会間で、販売価格や生産量などを事前に協議することである。予あらかじめ取り決めておけば、商品──この場合ならダイヤについて各商会が自由競争することはなくなり、市場価格は、協定で決めた値段で安定する。

　そうなれば、南の大陸からのダイヤについてグリゼルダが気を揉もむ必要もなくなる。セールイたちのようにダイヤを輸入して売る者たちと事前に協議することで、ダイヤは常に、エルヴェティアが損をしない一定の値段で諸国に流通することになるのだから。

「既に帝国内の複数の商会にも、色よい返事を頂ちよう戴だいしております。有名なダイヤモンド商でまだご同意いただいていないのは、王女殿下のところのみでして。そちらは商会ではなく国家事業ですから、同列に話をさせていただくのも恐きよう縮しゆくなのですが」

「……セールイさん」

「なんでしょう？」

　顔をあげ、真しん摯しな面持ちでグリゼルダは問う。

「ダイヤの価格の安定については、確かに魅力的です。利得を巡って争うより、協調して互いに同じく最大の利益を求めるならば、私たちはより多くを得られる。また、他の商会との提携は、私たちの国の交易範囲をより広くするでしょう」

「ええ。それに、もう偽ダイヤのような事件はなくなるでしょうね」

　セールイは静かに語った。その通りだ。すべてカルテルで管理されるのだから、個々の商人はカルテルの下に統とう合ごうされ、勝手な行動を取ることはできなくなるだろう。

「…………ですが」

　セールイと視線を合わせ、その瞳に欺ぎ瞞まんを許さぬ光を宿し、さらに問う。

「カルテル協定を組むことは、値段の操作に繫つながりますね」

「おお、それはつまり……？」

　意外そうな表情のセールイに、落ち着いた口調で告げる。

「つまり、本来の相場に見合った価格ではなく、私たちのような、売る側の者の希望に沿った価格でダイヤを売りさばくことに繫がりますね。セールイさん、それは不当な値段の吊り上げや、市場の硬直化を招きませんか？」

「ああー……それは」

　セールイは額の汗をハンカチで拭う。

「確かにそうなるでしょうな。王女殿下は、それがお気に召さないと」

「はい」

　きっぱりと答える。もう心は決まっている。

「その行為には……その考えには、失礼ながら、誇りが感じられません。私の事業が、カルナ鉱山の恵みが為なすべきは、利益の追求ではなく民の平へい穏おんを守ることです」

　グリゼルダが父ふ祖その代から受け継ぎ、自身も変わらず掲かかげている誇りだ。

「それができないならば、申し訳ありませんが、このお話はお受けいたしかねます」

「ああ……いやいやいや」

　ハンカチを懐ふところにしまい、俯うつむきながら、商人は笑う。

「誇りですか。……なんともはや、王女殿下、あなたは容姿のみならず、心根までもまるで女神のごとく気高いお方だ。そのお気持ち、わからない私めではございませんが」

「ええ。あなたも以前、商売には誇りがあると仰っていたはず」

　同意を求めるように、グリゼルダは言う。

「他の商会の皆さんのお考えを、非難するつもりは、毛もう頭とうありません。ただ私の管理する事業のあり方は、営利とは異なっている。セールイさん、どうかおわかりください」

「ですが……王女殿下！」

　セールイは顔をあげる。

「確かにカルテルの結成は、あなた様が危き惧ぐされる事態に繫がるでしょう。しかしどうか、ご自身と国家の安全を守ることをお考えください！　ラドラー公爵殿下の謀略から」

「……え？」

　今、彼はなんと言った。

「公爵殿下の謀略？　セールイさん、なぜ……そのようなことを」

「これは……その。いや、もっと丁寧にお話しすべき事柄でしたが……」

　ひどく逡しゆん巡じゆんしながら、彼は懐から一通の手紙を取り出す。

「ああ王女殿下、どうか、落ち着いてご覧になってくだされ」

　差し出された白い封筒の中身に、無言でグリゼルダは目を通した。

「こ、これ、は……」

　視界が揺れる。その手紙の宛名はダラマン。そして差出人の名は────

「ヴィルベルト・フォン・レイベンブロイ殿下……」
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　知らず、声が震えていた。手紙の内容は、偽の商取引の誘い。偽物のダイヤをわざと送らせ、その「不手際」を元にエルヴェティアに対して有利な契約を持ちかけようという計略。成功した暁あかつきには、ダラマンへの資金援助を行う、と書かれている。

　末まつ尾びに、ヴィルベルト本人の印章も押されている。疑いようもない。

「……！」

　口を閉ざしたまま肩をわななかせていると、セールイがおもむろに述べた。

「恐ろしい陰謀もあったものです。実は以前キルシュガイスト商会と取引があった時に、モルデカイ君に怪しい動きがありましてな。ダラマン氏が不審な様子だったこともあって、どうにも気になり……先日エルヴェティア王国に参った時に、人に頼んでダラマン氏の家を調べてもらった結果が、これです」

　ちらりと視線をあげた姫君に、セールイは慌てて両手を振った。

「いやいやいや、確かに勝手に個人の家を調査するなど、許されざることだとはわかっております。だが、その──同じ商人仲間のことですから、どうしても気になってしまいまして。今日唐とう突とつに公爵とモルデカイ君が来訪した時は、本当に冷や冷やしましたが」

「……そうでしたか」

　漏れ出たグリゼルダの声音は、暗い。

「王女殿下」

　紳士は説とき伏せるように語った。

「どうか、よくお考えください。あなたは公爵殿下のことを信じたいと仰るかもしれない。ですが彼は、現にこうして証拠を残しているのです！　我々とご一緒ください。カルテルに加入する商会には、帝国の領主の方々に顔の利きく者もおります。この手紙があれば、きっと公爵殿下を弾だん劾がいすることだってできる！」

　セールイの言葉は、こちらの耳にまるで潮しお騒さいのように響く。

　──自分の判断は、間違っていたのだろうか。公爵の掌てのひらの上で、踊らされていたに過ぎないのだろうか。

　そんな疑問が頭に浮かび、思考の糸は乱れ、纏まらない。けれど。

　あなた自身の持つ宝のことを、忘れずに──思い出したのは、公爵が言い残した、そんな言葉。そう、冷静にならなくては。ずっとそうして、危機を脱してきたのだから。

　ゆっくりと息を吸い、吐いた。

「王女殿下……いかがなさいましたかな？　ご気分がお悪いのですか？」

「セールイさん」

　おもむろに、己の気持ちを口にする。

「私は、公爵殿下のことを信じたいのではありません。──信じているのです」

「なっ!?」

　驚きよう愕がくの声を発するセールイに、静かにグリゼルダは語る。

「確かにこの手紙には公爵殿下の署名がありますし、印章も押されています。でもそれを以て、これが公爵殿下の書かれたものだと判断することはできません」

「お、おらら。そんなことは憶測ではありませんか！」

「ええ。ですがもう一つ──これは確実なことがあります。公爵殿下は、エルヴェティアとミトラスとの盟を、イガルク帝国に対抗するためのものとして非常に重視している。その彼が、わざわざこのような暴ぼう挙きよに出るでしょうか？」

　そもそも、もし彼がこんなことを思い付き、しかも実行しようというならば、おそらくもっと早くに決行していたはずだ。

「公爵殿下は聡さとい……いえ、謀略に長たけた方です。ですからセールイさん、この手紙は、事件の真の首しゆ謀ぼう者しやが、皆を欺あざむくために用意したものだと私は判断します」

「王女殿下……」

「それに、私は逃げるつもりはありませんよ」

　揺るぎなく、きっぱりした言葉を口にすると、勇気が湧いてくる。

「これは私が管理する事業が巻き込まれた事件です。ですから、他の商会の方々の力を借りずとも、私が解決します。……セールイさん、ご厚こう意いには本当に感謝します。ですがそれでも私は公爵殿下が黒幕だとは思いませんし、カルテルにも参加できかねます」

「……そ、そうですか……」

　セールイ氏は、がくりと肩を落とした。

「聡明なる王女殿下ならば、わかってくださると愚ぐ考こうしたのですが。公爵殿下の悪あく辣らつさも、亡なくなったダラマン氏の無念も、ご理解いただけると……。彼は陰謀に加か担たんしたとはいえ、命を奪われるべき人間ではなかった。それなのに、無む惨ざんな死を迎えた……」

「……」

　陰いん鬱うつに述べる彼に、告げる言葉もない。グリゼルダの視線は下を向き──

「──え？」

　胃壁をぴりりと走る痛みと共に閃ひらめいたある疑念に、思わず声をあげた。

「どうなさいましたか、王女殿下？」

「セールイさん、あなたは今」

　知らず手が震え、拳こぶしを握る。胃の痛みが、どんどん強くなってくる。

「亡くなったダラマン氏、と仰いましたか？」

「はっ？」

　戸惑いの声をあげた銀髪の紳士に、額に滲にじんだ汗を拭ぬぐうこともせず、姫君はなおも問う。

「ダラマン氏が亡くなったことを、あなたはご存知なのですね？　一体、どこからその情報を手に入れられたのですか」

「ああ、商人同士の情報網からでございますぞ」

「そうですか。しかし私たちの国では、現在彼の死については緘かん口こう令れいを布しいているのです。一体どなたが、その話をあなたになさったのですか？」

　公爵にそれを教えたのと同じ人物の仕し業わざなのだろうか。それとも……。そう思うと、口調が自然と強くなる。

「……そう、ですなあ」

　困ったように俯く彼に、グリゼルダは身を乗り出して語る。

「お願いです、セールイさん！　教えてください。事件解決のために、私はどうしてもそれをお話しいただかなくてはならないのです」

「はぁ…………王女殿下」

　と──セールイはおもむろに視線をあげると、人好きのする笑顔で述べた。

「仕方がありませんなあ。やっとここまで持ち込めたのに、世の中ままならぬもの、というより……あなたのあまりの眩さに、私の目が眩くらんだらしい。プランＧ発動ですな」

「プランＧ……何かの暗号ですか」

　真剣に問いかけるグリゼルダに、セールイはにこにこ笑って答える。

「いやいやいや、プランＦだったか、それともＩだったか。まあ、そんなことはどうでもよろしいのです。それよりあなた様は、木登りと水泳、どちらにご興味がありますか？」

「えっ」

　思いもよらぬ質問に、きょとんとしてしまう。

「なんのお話です？」

「ですから、木登りと水泳ですよ。せっかくここにおいでいただいているのですから、今から王女殿下に、お楽しみいただこうと思いまして」

　セールイは薄く目を開いた。

「糸を首に括くくりつけた木登りと、石を抱き込んでの水泳、どちらがいいかということです」

「なっ…………！」

　紳士の纏う雰囲気は、既に変わっていた。明るく朗ほがらかなものから、すべてを吞み込む闇のような、どす黒いものに。胃の痛みはますます激しくなり、危機を訴えている。でも恐れている暇はない、考えなくては。この異常な状況を把は握あくするために。

　グリゼルダは必死に思考を巡らせた。セールイの態度は明らかにおかしい。彼は首謀者と通じているのではないか？　もしそうなら、その正体はなんだ。エルヴェティアとミトラスの盟を裂いて、最も利益を得る者は一体誰か。

（イガルク帝国……！）

　浮かんだ考えに恐怖が走る。自然と震えはじめた足でよろりと立ちあがり、口を開く。

「セールイさん、あなたはもしや……イガルク帝国と」

「おらら、本当になんと賢明な方だ。愚おろかであれば、長生きできたでしょうにな」

　こちらの言葉を遮さえぎり、平淡に冷たく、セールイは言う。

「エルヴェティア王国は、女神への信仰心と、女神の代理である王族の絶対的な権威の下もとに成り立つ国。ゆえに外敵への結束は堅い。ならばどうするか……あなたを足がかりに、内部への発言権を強めるつもりだったのですが……当てが外れてしまいましたなあ」

　彼はおもむろに懐に手を突き込み、取り出した。

「カルテルに加入させさえすれば、私めどもの思い通りにできたというのに」

　──拳銃が握られている。

「なぜダラマン氏の死を知っているのか。私めが殺したからです。さあ、どうなさいます？」

「……っ！　サイモン！　アンドレアス！　助けて!!」

　声を張りあげ、騎士たちを呼んだ。しかし扉の向こうからは、なんの返事もない。

（そんな……!?）

「無駄ですぞ」

　ぞっとするこちらの表情を見て、セールイの笑みが初めて嫌らしい形に歪ゆがむ。

「騎士様方は私めの部下たちと、お遊ゆう戯ぎでもしておられるはずです。それに、ほら」

　拳銃をこちらに向けたまま、彼はテーブルの下から大きなベルを取り出すと、軽やかに鳴らした。グリゼルダの背後で、扉が開く。恐る恐る振り返った先には────

「これはこれは王女殿下、お昼にお会いして以来ですね」

　眼鏡のレンズを光らせて、モルデカイが立っていた。彼もまた、短銃を持っている。

「ま、そういうことで。こうなったのは、非常に残念でございますね」

「モルデカイ、さん……!?」

「彼は私めの仲間です。公爵殿下側の情報は、彼が仕入れてきていたのですよ。はは、あの手紙の印章を用意してくれたのも彼でね──手紙自体は私めが書いたのですが、な」

　胃の痛みが深刻になってくる。心臓の動どう悸きが激しくなる。青ざめた顔を見て、セールイの笑みはますます激しいものになった。

「ああ……ああ、この瞬間ですよ」

　彼は陶とう然ぜんとして言う。

「毅き然ぜんとした表情が、恐怖に変わる瞬間。憤ふん怒ぬが絶望に変わる瞬間。無む垢くが快楽に吞まれる瞬間。この瞬間を見るためにこそ、私めは生きている──」

「くっ……！」

　狂くるっている。グリゼルダは顔を正面に向け、唇くちびるを嚙かんだ。なんとかこの状況を切り抜けなければ。でもどうやって？

「いやいやいや、ついお喋りが過ぎてしまいましたな。とりあえずあなたには死んでいただくとして。ふーむ、やはりここはこの銃を使うしかありませんが……身体からだに大穴が空あいているのに首を括るのも妙ですから、海に沈んでいただくことにしましょうか」

　セールイの指が、引き金にかけられる。

「それとも聡そう明めいなあなたは、この状況を打開する策も思いつかれるのですかな？」

　彼の銃の撃鉄ハンマーが火花を散らした時、グリゼルダの人生は終わる。

「今までお一人で、さぞ心労を重ねておいでになったことでしょう。でもそれも、今日までで終わる。麗しき王女殿下プランセス、お近づきになれて光栄でしたよ」

　セールイが、引き金にかけた指に力を込める様が、なぜか、異様にゆっくりと見えた。

「女性は直接殺さない主義でしてね。まずは太ふと腿ももでも撃ち抜いて、後は他の者に任せましょう。できるなら、思い切り痛がってくだされ。その方が楽しい」

「……！」

　あまりの恐怖に、声も出ない。ただグリゼルダの脳裏に、最後によぎったのは──

（公爵殿下……）

　ヴィルベルトの横顔────

　銃声が響く。

「ぐあぁっ!?」

　だが、次いで響いた悲鳴は、グリゼルダのものではなかった。

「彼女は私の大切な取引相手です。勝手に殺さないでくれますか」

　聞こえた声は背後、扉の傍そば。そこに立つのは、硝しよう煙えんをあげる拳銃を構え、あの懐かしい、不敵な笑みを浮かべている────

「公爵殿下!!」

　グリゼルダは満面の笑顔と共に、ヴィルベルトの登場を迎えた。
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「やあ、こんにちは王女殿下。お怪け我ががなくて何よりですよ」

　空あいている左手を軽く掲かかげて、ヴィルベルトは軽かろやかな挨あい拶さつをする。その後ろには、鎧よろい姿の兵士が多数控えていた。おそらく彼の配下たちだろう。

「ああ……！」

　安あん堵どの息が漏もれると共に、胸の内から温かいものが湧わき出て、自然と涙まで滲にじみそうになる。急いで彼の元に駆かけ寄ると、グリゼルダは礼をした。

「ありがとうございます、殿下！　あ、危ないところでした」

「後ろに下がっていてくださいね。私は、この男と話がありますから」

　視線はまっすぐセールイに──銃弾が掠かすめた右手を押さえているセールイに向けながら、口調は子どもじみていながらも鋭するどく、ヴィルベルトは言う。姫君は無言で頷うなずき、彼の後ろに回った。商人の銃は床に落ちている。しかしその目は未いまだ、愉ゆ悦えつを宿していた。

「こんばんは、セールイ・アルカーナ。まあ、どうせ本名ではないのでしょうが……いっそのこと、『イガルクの豚』とでも呼べばいいですか？」

　イガルク帝国。やはりセールイは北の敵国からの間かん者じやだったのだ。まさかそんな人物があそこまで堂々と活動し、しかも、親しげに商談までしていたなんて。改めてそう考えるとますます痛む胃を押さえ、グリゼルダは固かた唾ずを吞のんで成り行きを見守る。

　一方で敵を見み据すえる公爵の視線は、刺すように冷たい。

「……私の名前を使って、よくも下げ劣れつな策略を企くわだててくれたものだな。お前の素す性じようを聞き出した後は、仇あだをなした者へのミトラス流の礼れい儀ぎを教えてやろう」

　語るうち、気温が変わったのかと錯さつ覚かくするほどに、ヴィルベルトの纏まとう雰ふん囲い気きは冷酷な、無む慈じ悲ひなものに変化していく。いつか目にした、死にゆく羽は虫むしを見るような彼の残忍な眼まな差ざしを思い出させた。

　──そうだ、おそらくダラマン宛あてに、ヴィルベルトの名を騙かたった手紙が送られたところから、すべてが始まったに違いない。

　唆そそのかされたダラマンは、手紙の指示通り、公こう爵しやくにすり替えた偽にせのダイヤを送る。セールイたちの書いていたシナリオでは、偽物を摑つかまされた公爵に訴うつたえを起こされ、困り果てたグリゼルダに対して、援助とカルテル協定を持ちかけるという手て筈はずだったのだろう。

　こうすれば、エルヴェティアとミトラスの盟には亀き裂れつが生じ、さらにカルナ鉱山の事業を自分たちの傘さん下かに収めることができる。

　さらに手紙を証拠にヴィルベルトを弾だん劾がいすれば、ミトラス帝国の有力な次期皇帝候補を追い落とすことができ、国内に混乱も生じる。

　南の大陸とエルヴェティアという二つの資源の宝庫を持つミトラスに対して、先の戦乱での傷がようやく癒いえてきたところのイガルクは、明らかに形勢不利だ。セールイの出しゆつ自じや正体はわからないが、彼のような人間を敵国に送り込み、破壊工作をさせるのがイガルク帝国の採った策だったのだ。

　だがヴィルベルトが陰謀を看かん破ぱし、逆に自みずからのために利用するほど狡こう猾かつだったことと、グリゼルダが独力で動き、かつカルテル参加を拒否したことが、彼らにとって誤算だった。ゆえにダラマンの口を塞ふさぎ、またグリゼルダを排はい除じよしようとしたが──失敗した。

　そしてヴィルベルトが、ぎりぎりまで動かなかった理由も理解できた。彼はこの瞬間を待っていたのだ。問もん答どう無む用ようでセールイを「敵」と断定できる瞬間を。

　まさか、ここまで遠大な事件だったとは──そう思うと、空恐ろしい心地ここちになる。

「ふふ」

　やがてセールイは、和なごやかな笑みを浮かべた。

「いやいやいや、お見事です公爵殿下。確かにセールイは私の持つ名の一つですが……素性のことはお話しできかねますな。依頼主の名は明かさないのが私めの信条ですから」

　それにしても、と彼はヴィルベルトの後ろを見やった。

「モルデカイ。私めは、君を雇やとったつもりだったのですがねぇ。なぜそちらにいるのです？」

「！」

　そういえば、とグリゼルダは勢いよく傍かたわらを見やった。さっきこちらに銃口を突きつけていたはずの彼は、短銃を脇の下のホルスターに吊つるし、肩を竦すくめている。どういうことかと慄りつ然ぜんとしながら見つめていると、モルデカイは眼鏡めがねの位置をくいっと戻した。

「嫌いやですね、アルカーナ殿。小心者の演技が過ぎて脳まで劣れつ化かしたのでございますか？」

　彼は悪魔のごとく酷こく薄はくに、目を細める。

「僕はあなたと違って、本物の商人なのでね。いつだって高く買ってくださる方を、お得意先にしてしまうのですよ」

「安くない買い物だったが、有意義だったと思っているよ」

「ククク」

　主人の言葉に、従じゆう者しやはほの暗く笑った。──やはり彼らは、息の合った主従だ。

　最初は本当にセールイの配下だったモルデカイを、ヴィルベルトがより高い報ほう酬しゆうで引き抜いた、というところなのだろう。公爵がセールイの陰謀を事前に察知できたのも、ダラマンの死を知っていたのも、彼が二重スパイとして働いていたからに相そう違いない。

「で、ではなぜ先ほどは、私に銃を向けて……？」

「あなたを脅おどすふりをしないと、僕がアルカーナ殿に撃うたれてしまうでしょう」

　漏らした呟つぶやきをすかさず拾い、モルデカイは冷ややかに答えた。

「姫様ー!!」

　やっぱりこの人は、と戦せん慄りつしているグリゼルダのところに、今度は明るい声が届く。

「アンドレアス……サイモン！　よかった、無事だったのですね！」

「姫様も、ご無事で何よりです」

　駆けてきた騎士たちは、それぞれ武器を手に構かまえているものの、無傷だった。きっと大丈夫、そう思ってはいたけれど、本当によかった────

「申し訳ありません。部屋から引き離されました。廊下で襲しゆう撃げきされ、応戦するうちに」

「屋敷にいた召めし使つかいたちが、みんなして撃ってきたんですよ！　死ぬかと思いましたよ。だいたい兄上が全部やっつけちゃいましたけど」

「峰みね打うちです」

「その剣、両りよう刃ばだけどね」

　茶々を入れる弟を、サイモンは無視した。

「さて」

　公爵は銃を下ろし、空いている手をあげる。同時に、兵士たちが一斉に銃剣を構えた。

「話は終わりだ。ひとまずは殺人未遂の現行犯ということで、身柄を拘こう束そくさせてもらう」

　軽く手を振れば、兵士たちは彼の手足であるかのように滑なめらかに、無言のまま、対象を囲むように動き出す。──セールイは、身じろぎもしない。

　その光景を見て、緊張した身体からだから、ようやく力が抜けるようにグリゼルダは思う。異国の地からもたらされた、恐おそろしい陰いん謀ぼう。しかし、なんとか切り抜けることができた。犠ぎ牲せいになったダラマンも、これで浮かばれるに違いない。

　痛みの引いてきた腹部を、そっと撫なでる。だが──

「……っ!?」

　一度引きかけた痛みがぶり返した。もやもやした不快感がピリピリした痛みに変わり、次いでキリキリ、ズキズキした律りつ動どうを持つ激痛へと変わる。

　いけない。何か起こるのかもしれない。違う、もしや──セールイは、まだ何か策を隠しているのでは？　このまま捕まるなど──あまりにも、呆あつ気けなさすぎるのでは？

「ふふふ……はははっ」

　その時。取り囲まれたセールイは、不意に口を開き、笑う。

「さすがは公爵殿下。こうした仕事に関わるようになってそれなりに経たちますが、あなた様ほどの方は久しぶりですよ。ですが、あなた様はまだ若い。教訓を差しあげましょう」

「……」

　無言のままに眉まゆを跳はねあげるヴィルベルト。急いでセールイを取り押さえようとする兵士たち。だが────

「策が成る直前ほど、油断をしてはならない、と、ね」

　そう言い放ったセールイは、さっとその左手を振る。振った手の指先で、何かが幾筋か煌きらめいたように、グリゼルダには見えた。あれは一体……!?

「ぐっ!?」

　瞬間、兵士たちが首元を押さえて倒れ伏す！　顔色は青ざめ、目は大きく見開かれている。一瞬のうちに起こったあまりの出来事に、声も出ない。

「ふぅー、いやいや。左手のみでは、即死には至いたりませんなあ」

　慄りつ然ぜんとする皆を満足げに眺めるセールイは、まるで何かを招くかのように、左手を動かしている。これは────

「鉄糸だ！」

　サイモンが叫んだ。急いで目を凝こらしてみれば、セールイの左手の指、いや彼が嵌はめている指輪から、見えないほどの細い糸が兵士たちの首へと絡からみついている。ダラマンを殺したのは、セールイのこの技だ──あの手で、人を殺したのだ。

　間かん髪はついれず、ヴィルベルトが、そして彼の配下たちが発砲する。しかしセールイが再び、今度は両手を振ると、発射された弾丸は空中で何かに搦からめ捕とられたように停止する。網状に編んだ鉄糸で、銃弾を防いだらしい。

「そんなっ……！」

　グリゼルダは、胃痛すら忘れ、茫ぼう然ぜんと目を見開いていることしかできない。人じん智ちを超えた人の技。それも、殺人のための技を、こうまで鮮あざやかに振るう者がこの世にいたなんて。

　恐ろしい──その言葉しか出てこない。

「あともう少しでもあなた方が前にいたら、この場で始末できていたのですが」

　薄く口を開いて笑うと、セールイはおぞましく告げた。

「ですが、今はこれで充分。では公爵殿下、王女殿下。またお会いしましょう」

　言うなり、彼は左手を軽く揺らす。いつの間にか糸で結ばれていたらしい、天井近くにある照明器具が、かちりと音を立てて上下に動いた。その刹せつ那な────

「きゃあぁっ!?」

　吹き荒れる熱風、耳をつんざく爆音、立っていられないほどの衝撃。慌てて顔を守ったグリゼルダの腕に、吹き飛んだ破は片へんのいくつかがぶつかる。爆発だ。幾度も同じ爆発が起こっているらしく、悲鳴と怒ど号ごうが飛び交う。

　頭の片隅で思い出す。この別荘の廊下が、妙に軋きしんでいたことを。

　あれは、建物が古かったからではない。あの廊下はおそらく、わざと薄い板が張られていた。見た目は豪ごう奢しやだったが、きっと屋敷そのものが、元来「捨てる」ことを前提として作られた罠わなだったのだ。照明器具が、仕掛けられた爆薬を作動させるスイッチだったに違いない。さすがはイガルク帝国の間かん諜ちよう。皆、見事に嵌められてしまった──！

　薄く目を開ければ、もうもうとあがる埃ほこりの煙。瓦が礫れきの中でもヴィルベルトの姿は、間違いなく傍かたわらに見えた。だが安堵する暇もなく──その姿が、ずり下がる。

　爆発の影響で床に走った亀き裂れつが、彼の足元を崩したのか。いや、よく見ればすでに空いた穴から、鉄糸が伸びて彼の右腕を捕らえている。セールイの仕し業わざだ！

「公爵殿下!!」

　グリゼルダは反射的に、ヴィルベルトに向かって手を伸ばした。

「……！　姫様！」

　サイモンの鋭い声が聞こえる。背中に、彼の指が掠かすめた感触が残る。だが間に合わない。

「あっ……」

　公爵の腕に、手が触れた刹せつ那な。グリゼルダの身体もまた、床に空いた大穴に吸い込まれるように落ちていく。そのまま視界は、暗くら闇やみへ──暗闇へ。

「…………！」

　悲鳴をあげることもなく、姫君は穴の底に叩きつけられる直前に気絶した。







「う……」

　朦もう朧ろうとしていた意識が、次第に覚かく醒せいする。冷たい。暗い。何も聞こえない。

「はっ!?」

　グリゼルダは勢いよく身を起こし、顔をしかめた。身体のあちこちが痛い。動けないというほどではないけれど────ここはどこだろう。みんなは無事だろうか？

　一瞬パニックを起こしそうになった頭を、なんとか落ち着ける。周囲はなおも暗いが、まったく見えないほどではない。視線を巡らせると、一面岩と土で覆おおわれたトンネル状の場所にいることはわかった。この感じは、坑こう道どう──まさか、ここは廃はい坑こうなのだろうか。

　見あげれば、遙はるか上部に穴が空いている、ように見える。光がそこから漏れていた。その真下には、腐くさった木の板らしきものが、割れた状態で何枚か張り巡らされている。

　どうやら、あの穴から落ちたようだ。酷ひどい怪け我がをせずに済んだのは、木の板がクッションとして衝撃を吸収したからなのだろう。

　目が暗闇に慣れてくると、間近に運よく古いカンテラが落ちているのがわかった。僅かながら、燃料も入っている。祈りながらスイッチをひねると、ぼんやりした灯あかりが点ついた。

　──よかった。そうだ、公爵殿下は!?　一緒に落ちたはずのヴィルベルトはどこにいるのだろう。カンテラを掲げ、グリゼルダは素早く辺りを見渡し────

「あ、あれはっ……！」

　そう遠くない場所で、公爵は倒れ伏していた。もしかして！　ぞっとしながらも、最悪の想像を振り払い、急いで駆け寄る。

「公爵殿下！　大丈夫ですか……起きられますか!?」

　カンテラを地面に置き、そっとその背に触れた。息はしている、大丈夫。でも安心はできない。どうか意識が戻るように、女神に祈りながら声をかけ続ける。

「う……」

　やがて、ヴィルベルトの目が静かに開いた。彼は傍らにしゃがみ込むグリゼルダの姿を認めると、一瞬眉を顰ひそめ、ゆっくりと身を起こす。

「あ、あー……おはようございます」

「悠ゆう長ちようなことを仰おつしやっている場合ですか。あ…………無理に動いては駄目ですよ！」

　彼の右腕が鉄糸に襲おそわれていたことを思い出し、胸中がさっと冷たくなる。

「大丈夫……ですか、公爵殿下？」

「平気平気、大丈夫ですよ。奴にしてやられたせいで、自じ尊そん心しんが少し傷ついてますけれど」

　おちゃらけた調子で語る公爵は、普段と同じ子どもじみた態度で、上を見やる。

「ああー、あそこから落ちたわけですね。廃坑の上に、張りぼての屋敷を建てていたということですか」

「上がどうなっているのか、こちらからはまったくわかりません。助けが来るのは、もうしばらく後になるでしょうか……」

　グリゼルダが言い終えないうちに、ヴィルベルトはおもむろに立ちあがり、歩き出す。

「あっ、公爵殿下！　ど、どちらに」

「出口に。そして、アルカーナを捜しにね」

「いけません！　危険すぎます。確かに──」

　と、地面に目を向ける。そこには坑道の向こうからこちらへ、さらにその奥へと続く線路が敷かれている。物資運搬用トロッコの線路だろう。基本的にトロッコのレールは、坑道の入り口から奥に向かって、坂をまっすぐ下るように設計される。

「この線路に沿っていけば、出入り口まで辿り着けるでしょう。ですがセールイさんは必ず、罠を張っているはずです。ここで動くことは、捕まりに行くようなものですよ」

「ええ、ですがね王女殿下。例えばもし私が下水道に鼠ねずみや害虫がいると知ったら、どうすると思います」

「…………」

　グリゼルダはしばし黙もつ考こうし、やがてじわりと汗を浮かばせて口を開いた。

「大水を流し込んで殺す、のですか？」

「ここはすぐ近くに海があります。そういうことも考えてこの廃坑を使っているのでしょう。安全な場所に辿り着いたら、彼はさっそく水を流すでしょうね」

　公爵は目を細め、左手で髪を搔かきあげる。

「異国の地で魚の養分になりたくなければ、ご一緒にどうぞ。それに私は、仇きゆう敵てきの前で逃げ出したことは一度もない。必ず決着をつけなくては、安心して昼寝もできませんからね。まあ私、元々昼寝はしませんけど」

「…………わかりました」

　こくりと頷く。ここでじっとしていても、事態は深刻になるばかりだ。

「それでは私も、あなたと共に行きます。このままセールイさんを野放しにしておけば、またいつ犠牲者が出るとも知れない。止めるために、私にできることをしないと」

「ふふっ」

　ヴィルベルトは微笑ほほえむ。

「あなたこそ大丈夫ですか、王女殿下。怪我もされているようですし、そろそろ胃に穴が空いてしまう頃なのでは？」

「さあ、それはわかりません。でも大丈夫です。痛みには、慣れていますから」

「なんとも頼もしい。では行きましょうか」

　ほら、と彼は地面の一角を指す。大きめの岩の上に、何かの染みができている。

「血の染みです。さっき突然の爆発に驚いて、慌てて銃の引き金を引いてしまったのですが、どうやらそれがまた、偶然セールイの左手に当たってしまったようですねえ」

　あの一瞬に、そんなことをしていたとは。やはり侮あなどれない。

「……偶然ではないのでしょう」

　そこまで言って、はたと恐ろしい事実に気付く。

「そ、それに……気絶している間に私たちが殺されなかったのは、あなたが彼に怪我を負わせたからなのでは？」

「さあ、どうでしょう。案外神様が私に味方してくれているのかもしれませんね。神をも惹ひきつける自分の魅力が恐ろしいですよ、なんてね」

　おどけたことを口走ると、公爵は率そつ先せんして先に歩み出した。カンテラを持つグリゼルダも、急いでその隣を歩く。傍かたわらの彼は、どうも顔色が悪いように思えるのだが、微み塵じんもその様子は見せない。こんな時でもなぜ、道どう化けのように振る舞うのだろう。そのお陰で、今も絶望せずに済んでいるけれど────

（……もしかしたら、公爵殿下なりのお気遣いなのかもしれませんね）

　穴に落ちる前と変わらず警戒警報を発令している腹部を押さえつつ、深呼吸した。集中して、決して何ごとも見過ごさないようにしなければ、いつ命を落としてもおかしくない状況なのだから。

　そう思い、前を向いて歩む姫君を横目で一いち瞥べつしたヴィルベルトは──ほんのりと、穏やかな笑みを浮かべたのだった。




「……これは……？」

　それから十数分歩いた頃、グリゼルダたちは立ち止まっていた。目の前には、落らく盤ばんしたと思おぼしき岩の山。辿ってきたトロッコのレールは、下に見事に埋うもれてしまっている。その両脇に、二股に分かれた道が延びていた。というより、トンネルの真ん中が岩で埋まったせいで、元々一本の坑道だったものが二つに分離した、というのが正しいが。

「どちらが出口に、もしくはセールイ殿に辿り着く道なのか、まったくわかりませんねえ。なんだったら、コインを投げて決めますか？」

「何を仰るのですか。あなただってとうに気付いているのでしょう、公爵殿下」

　わざとらしい台詞に苦笑しながら、グリゼルダは右側の道を指した。先ほどの場所からここまで辿ってきた血の痕あとは、そちらに続いている。

「こちらの道が正解です。……どうやら、かなり距離を詰めたようですね」

「おや、言われてみれば確かにその通り。それでは、こちらに進みましょう」

　言いながら既に先を歩いている。だが言葉の軽さとは裏腹に、彼はその手に短銃を握りしめていた。いつでも発砲できる覚悟だ。グリゼルダもまた身構えながら、先を行く。何も戦う術すべなどないが、せめて足手纏いにはならないように。

　一分が一時間にすら感じられるような、ひりついた冷たい時間が流れる。息を詰め、足音を殺しながら歩んでいく。

　そのまま、永遠に坑道が続くのかとすら思えてきた、その時。

「……!?」

　グリゼルダ、そしてヴィルベルトは歩を止めた。おかしい。明らかにおかしい。

「血けつ痕こんが────なくなった？」

　それまでぽつぽつと一定の間隔で落ちていたセールイの血の痕が、ぷっつりと途と切ぎれている。どこを見ても、これまで印しるしとしてきた紅あかは存在しない。混乱する思考を、必死に整理する。これは一体何を示しているのだろうか？　彼の怪我が突如として癒いえたということでもない限り、こんなことは起こらないはず。さもなくば────さもなくば。

「まさかっ！」

　その時、閃せん光こうのごとく脳のう裏りをよぎった恐ろしい考えに背筋が粟あわ立だつ。

　同時にヴィルベルトもまた、表情を強こわ張ばらせ────

「危ない！」

　額ひたいに汗を浮かべ、公爵は鋭く叫んだ。

「きゃっ!?」

　叫ぶが早いか彼は伸ばした左手でグリゼルダを突き飛ばすと、同時に右手の短銃を岩陰に向けた。だが！

「くっ！」

　ぱぁん、と乾いた音がする。身を起こしたグリゼルダは、目を皿のように見開いた。

　ヴィルベルトの肩口から鮮血が噴き出し、宙に撒まき散らされる。その身体から力が抜け、横倒しになっていく。どさり、と倒れた彼は、呻うめき、しかし撃たれた肩を押さえて震えた。

　目の前の光景が────信じられない。

「ぐっ…………！」

「公爵殿下っ!!」

　自分でも信じられないほどの悲痛な叫び声が、喉のどを突いて出た。

「いやいやいや。惜しかったですなあ」

　聞こえたのは、いかにも嬉うれしげなセールイの声。岩陰からゆらりと立ちあがった彼は、左手に硝しよう煙えんをあげる銃を構え、右手には血の滲にじんだ布切れを巻き付けている。

　またも、まんまと嵌められてしまった。こちらの道を選んだのは、他ならぬ自分だ。グリゼルダは、食い破りそうなほどに唇を嚙んだ。セールイが賢いのなら、自分の血痕に気付かないはずがない。彼は気付いた上でわざと地面に印を残し、ここまでグリゼルダたちを誘おびき寄せたのだ。一人ずつ、確実に始末するために。そして公爵は、撃たれてしまった。

（私を庇かばったばかりに。私が、策略に気付かなかったばっかりに……！）

「死に顔が見たくて、あなた方を待っていたのですよ。鉄糸が使えれば何よりでしたが」

　耳元にまでつきそうなくらいに口の端はしを吊つりあげると、彼は不気味な口調で言う。

「この怪我では、絞め殺すのは難しくてですな。生前は美しかった公爵殿下が死し斑はんを浮かせ、鬱うつ血けつして膨ふくらんだ醜みにくい死に顔を曝さらすのを見たかったものですが、いやぁ残念、残念」

　完全に狂っている。常人の考えることではない。人の死を、苦しみを、己おのれの喜びにするなど──許せない。ヴィルベルトに駆け寄り、グリゼルダはセールイを睨みつけた。

「おらら、そんなに怖い顔をしないでくださいよ。私めはですね、王女殿下。商人のふりはしていましたが、商売より他人が苦く悶もんの表情を浮かべるのを見るのが好きでしてね。特にそれが女性なら格別なのですが……まあ、趣味の時間はもうおしまいです」

　拳銃の銃口が、こちらに向く。弾たまを込めることはしない。どうやら、連発式らしい。

「あなた方二人の命を奪えば、ま、私の雇い主は満足するでしょうな。王女殿下は……んん、どうやって死んでいただきましょうや。前に申しあげた通り、女性が死ぬところを見るのは好きですが、自分で殺すのは主義に反するものでしてなあ」

　どうすればいい。考えなければ！　奴のお喋りの間に。心臓は早鐘のように打っている。胃の痛みなどとうに感じられないほど焦しよう燥そうが脳を埋め尽くし、呼吸は浅く速くなる。

　ヴィルベルトは倒れたままだ。僅かに上下する背の動きを見るに、生きているだろうが、意識があるかわからない。彼が握っていた短銃は、すぐ傍の地面に転がっている。

　ここで都合よく、サイモンたちが現れて助けてくれる期待もできない。

　なんとかするしかない。でも何ができる？　戦う術すべなんてない。

　セールイに立ち向かうことも、公爵を逃がすことも、強引に遂とげようとしたところで、撃たれるのが関の山だ。

　──女神様……お父様、お母様……！

　祈りながら瞼まぶたを閉じ、胸元に手をやった。指先に触れたエメラルドをぎゅっと握って、深く息を吸う。

（はっ……！）

　その時。──民を守る王族たるグリゼルダの祈りが、女神に通じたのか。あるいは父祖の血が、魂たましいに囁ささやきかけたのか。たった一つだけ残された最後の武器──知性が、死の危険を前にとてつもない閃ひらめきを与えた。

　ごくりと喉のどを鳴らし、決意する。

　賭かけるなら今しかない。グリゼルダは数歩、後ずさると────

「う、ううっ…………！」

　にわかに、その場にしゃがみ込む。それも腰から崩れ落ちるように、へたり込むように。

　次いで、おもむろにセールイを見上げると、がちがちと歯を鳴らした。

「……おや？」

　セールイは、極限まで口の端はしを吊りあげたままの嫌らしい笑顔で、首を傾げる。

「てっきりお祈りを済ませているのかと思いましたが、どうなさいました？　なんでしたら、私めも一緒に祈って差しあげましょうか？　慈じ悲ひ深ぶかきエルヴェティア神に」

「い、嫌いや……！」

　くずおれたままの姫君の脚が、がくがくと震ふるえる。歯の根も合わぬ身震いをしながら、グリゼルダは瞳いっぱいに涙を溜め、祈るように手を伸ばした。

「嫌です、もうやめて……お願い、撃たないで……!!」

　漏れたのは、一国の王女とも思えぬ哀あわれな命いのち乞ごい。

「ほう！」

　途端にセールイの表情に「興味」の色が滲む。グリゼルダはなおも、必死に訴えた。

「おっ、お願いです、怖い……痛いのは嫌なんです！　鉱山の権利でもなんでも、あなたが望むものは全部差しあげますから！　だから、私を撃つのだけは……！」

「ふふ、はっはっは！」

　セールイは哄こう笑しようした。

「いやいやいや……なかなか気き丈じような姫君だと思っていたのですが、ここにきてメッキが剝はがれたというところですかな？　んん、毅き然ぜんとした物腰から一転の命乞い──なかなかの落差。コレクションの片隅には入れておいてよい表情ですな」

　感じ入るように語りつつじりじりと距離を詰めてくるセールイに、恐怖を顔中に張り付けて、震えながら後ずさって逃げる。

「おっ、お、お願いです。見逃してください！　こ、これを差しあげますから……」

「んん？」

　セールイに、掌に乗せたものを見せる。父祖伝来の、ブルーダイヤの指輪。

「今さら私めをモノで釣ろうと？　あいにくですが、その手のものには興味がありませんでなあ」

「ち、ちっ、違います！」

　片方の手でお腹を必死に押さえたまま、グリゼルダは必死に声をあげた。

「これは私が、鉱山の事業の継承者であるという証あかし……つ、つまり私しか持っていないものです。私を殺した証拠が必要なら、この指輪を持っていけば充分なはず……」

　指輪を乗せた彼女の手は、なおもぶるぶる震えている。

「お願いです、この場で撃ち殺すのだけはやめて！　水で溺れるより、餓が死しするのより……こんなところで、痛い思いをして死ぬのだけは嫌……！」

「ふはん」

　セールイは鼻を鳴らし、心底見下げ果てたような目で、グリゼルダを下か瞰かんした。

「何を考えたのかと思いきや、企くわだてとも呼べぬ戯ざれ言ごととは。だがまあ、いいでしょう」

「……！」

　俯いたグリゼルダは、軽く目を見開く。

「そこにいられては、あなた様の美しい泣き顔もよく見えませんしね。そのまま指輪を手に乗せて、ゆっくりこちらに歩いてきてください」

　銃口はこちらの腹部に合わせたまま、セールイは言う。

　仮に言う通りにしたとしても、命を救うつもりがないことは明白だ。

「足元に気をつけて、ゆっくりと、ね」

「うう……！」

　泣きながら、ゆるりと立ちあがった。片方の手に指輪を掲かかげ、もう片方の手で腹部を押さえたままで。敵に向かって頭を下げるようにこそこそと身を屈かがめ、生まれたての小鹿のように地面を踏みしめ歩み寄る。無様なその姿、威厳も何もあったものではない。

「あっ……！」

　震える足は、躓つまずき転んで地面に倒れた。指輪がちりんと儚はかなげな音を立てて転がり落ち、姫君はそのまま蹲うずくまる。

「いやいやいや、大丈夫ですか王女殿下。足元に気をつけてと申しあげたばかりですが」

　待ち切れなくなったか、セールイはつかつかと座り込んだままのこちらに歩み寄る。

「まったくこのままでは、興も殺そがれて…………」

　そう──銃を下ろした彼が、数歩の位置まで迫ってきたところで。

「……！」

　グリゼルダは面をあげた。

　まっすぐに、闘志に燃えた瞳で敵を睨みつけ、腹部から手を離す。

「なっ……!?」

　セールイから驚きの声が漏れる。その手には、先ほどヴィルベルトが取り落としていた短銃が握られている。へたり込んだ時に、後ろ手で拾っておいた銃。腹部を押さえて屈んでいたのは、手の中にそれを隠し持っていたからだ！

「馬鹿な！」

　もう一声あげ、敵は再び銃を向けんとする。だが────遅い！

「動くな!!」

　諸もろ手てで構えた銃の筒口を狂いなく彼の顔面に向け、鋭く叫ぶ。

「動くと撃ちます！」

　自分でも意外なほど、その声は勇いさましく響いた。セールイは、大きく目を見開く。驚きよう嘆たんをその顔面に張り付けて、彼はゆるゆると口を開く。

「ふっ……はは、はははははは！」

　飛び出たのは、爆笑だった。

「ああ王女殿下プランセス、なんてお姿なのですか。衣服は破れ、玉の肌はだは傷だらけ、情なさけない命乞いのふりをしてまで私めを脅おどすだなんて……痛いでしょうに」

「あいにく、痛みには慣れています」

　きっぱりと言い放つグリゼルダ。セールイの碧あおい瞳に、一転、憧どう憬けいの色が浮かぶ。

「ははは……美しい。ああ、本当に私めはあなたを誤解しておりました。あなたのような『噓うそつき』は初めてだ。無む垢くな乙おと女めでありながら、どんな咎とが人びとより華か麗れいに噓をつく」

「こんな噓」

　荒れる息を整えながら、低く言う。

「できるなら、一生つきたくありませんでした」

　でも噓をつかなければならない時もある。今だ。自分や他者を踏ふみ躙にじろうとする邪悪に対して、何を置いても抗あらがわなくてはならない時だ。

「はっ、はははは！　あははははっ！」

　なおもセールイは何がおかしいのか、笑い続けている。

「ははははは、グリゼルダ王女殿下、あなたはきっといい悪人になれる！　保証しますよ、もしあなたがその気になりさえすれば、あなたはどんな悪をも凌しのぐ最悪になれますよ！　その知略で！　どんな相手でも組み潰せるような！」

「っ!?」

　笑いを張り付けたままで前のめりになるセールイに、グリゼルダは退ひいてしまう。この男は何を笑う？　この状況で、理解できない。そう思う間にも、敵は大おお仰ぎように叫んだ。

「さあ王女殿下、私めを撃ちなさい！　私の顔面に銃弾を浴びせ、頭ず蓋がいを砕いて脳のう漿しようと血を撒き散らすのです」

「お……！」

　つい怯ひるみそうになっていた心を、精一杯に奮ふるい立たせる。

「大人おとなしくしていなさい！　命を奪うつもりはありません!!」

「ああ撃てない、撃てないのでしょう。知っていますよ私めは、ひひひ！　あなた様はそういう方だ。撃てないのなら……」

　セールイの左手が素早く閃き、銃口が向けられる。引き金を引かなければ！

「撃てないなら、こちらからっ！」

　殺さなければ！　グリゼルダの脳内で、誰かが叫んだ。撃たなければ、殺されるぞ！

　でも────

　いくら命が懸かかっているとしても。

「くっ……！」

　グリゼルダは、震える指に力を込め──られなかった。

　──ぱん。ひどく乾いた音が、耳に届く。

「え……？」

　漏れたのは、惚ほうけた声。

　次いで眼前の惨さん状じように、グリゼルダは思わず目を閉じ、顔を背そむける。

　引き金は、引けなかった。

　それなのにセールイの首元に、円く大きな穴が空いていた。目を見開いたまま、彼の身体から力が抜けていった。その身がどたりと倒れ、拳銃が地面に転がっていた。

「撃てないのなら、私が撃つ」

　低く冷淡な声が、背後から聞こえる。

「……その、声は……！」

　グリゼルダは振り返り、声の主ぬしを見やる。

「公爵殿下っ！」

「ふふっ、王女殿下……名演技でしたね」

　肩口から血を流しながらも、半身を起こし、ヴィルベルトはにやりと笑った。

　彼はその手に、小さな銃を握っていた。──袖そで口ぐちにもう一つ隠し持っていたのだ。

「殿下！　だ、大丈夫ですか!?」

　構えていた銃を下ろした彼の元に、グリゼルダは慌てて駆け寄った。公爵は、そのまま地面に仰向けになる。顔は土つち気け色いろだ。霞かすみがかかったかのように、目の光が曇る。

「ええ、大丈夫……あ、なんだか気が遠くなってきました。安心したからでしょうか」

「公爵殿下!!」

　精一杯呼びかける間にも、彼の身体から血が溢れ出ていく。息を吞み、震える手で、服の布を破いて押しつけた。だが布は、みるみるうちに紅に染まる。

　血が止まらない。弾丸が動脈を傷つけているのかもしれない。

「しっかりして、意識を保ってください！　きっとすぐに皆が助けに来てくれますから」

　祈る気持ちで言葉を重ねた。今にも閉ざされそうなヴィルベルトの目を見るだけで、胸が引き裂かれそうなほどに痛む。胃の痛みなんてどうでもいい。

「王女、殿下」

「無理に喋っては……な、なんですか？」

　頰に、そっと──ヴィルベルトの手が触れた。大きく、柔らかい。だが、冷たい手だ。
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「最後にあなたに、言っておかないといけないことがあるのです」

「最後だなんて言わないで！」

　すかさず言うグリゼルダに微笑むと、ヴィルベルトは、震える唇で語りだす。

「まあ、聞いてください。私はね、最初……もしあなたが、力なくか弱いただのお姫様だったら……あなたの国も、鉱山も、何もかも奪ってやろうと思っていたのですよ」

「なっ……！」

「それが無理なことは、すぐにわかりましたがね。王女殿下、あなたは賢かしこい。そして正しい道を歩もうという決意がある。私がとうに忘れてしまっていたものを……あなたに思い出させてもらったような気がします、よ」

　まるで遺ゆい言ごんのように語ると、ヴィルベルトは目を閉じた。

「あなたに会えて、本当によかった。心から、そう思っています。……ああ。眠くなってきました」

「ヴィルベルト殿下！」

　ついに口から、叫びがついて出る。心から、感情のままの声が。

「駄目です！　駄目っ！　目を開けて！　絶対に眠らないで!!」

「いえ。本当に眠いんです…………少し、眠らせてください」

「だから、駄目ですって……！」

「…………」

　ヴィルベルトの身体から、力が抜けた。頰に触れていた手が、ぱたりと倒れる。

　大きく息を吐き、彼は動かなくなる。死────思考が、完全に真っ白になる。

「で…………」

　グリゼルダの瞳から、大粒の涙がぼろぼろと零こぼれる。

「殿下ぁああああーっ!!」

「うるさーい!!」

「……えっ？」

　嘆なげきを叫んだグリゼルダに、しかし、見えたのは公爵のしかめ面づらだった。

「ちょっと王女殿下、うるさいですよ。眠らせてくれって言ったでしょう」

「え？　え、あの、でも……今……あの」

「大丈夫、この程度の出血で死にはしませんよ、痛いけど」

　彼はぱたぱたと手を振って答えた。

「それよりここ数日、徹夜ばっかりであんまり寝てないんです。好きなグミベアだって我慢して頑がん張ばってきたんだから、ちょっとくらい眠らせてください」

「…………」

　むっとして姫君は黙る。

「あっ。少し仲良しになったよしみで、膝枕してくれても構いませんよ」

「…………この、馬鹿ーっ!!」

　思わず立ちあがり、グリゼルダは叫んだ。

（いつだって私をからかって、本当に……変な方！）

　その感想は出会った頃も、今も変わらない。

　でもなぜか、彼が生きていてくれることが、心から嬉しい。

「あっ、こっちから声がする！　おーい、姫様ーっ!!」

　それからほどなくして、遠くから、いくつもの灯が近づいてくる。先頭に立つのはアンドレアス、そしてサイモンとモルデカイの後ろに、何人もの兵士たちが付き従っている。

「うわっ、ひ、姫様！　こんなにボロボロになって……！」

「……っ！　すぐに手当てを」

「だ、大丈夫です、ありがとう。私のことより、公爵殿下を……」

「問題のうございます。公爵殿下のことは、こちらにお任せくださいませ」

　血相を変えてやって来た騎士たちに言葉をかける間にも、モルデカイの指揮の下もと、ヴィルベルトの傷は処置されていく。グリゼルダはほっと胸を撫で下ろし──振り返った。

「……セールイさん」

　もはや物言わぬその身体が、ミトラスの兵士たちの手で運び出されていくのが見える。

「く…………！」

「あなたが気に病む必要はありませんよ、王女殿下」

　目を背け、唇を嚙むグリゼルダに、公爵の声が届く。冷静だけれど、どこか温かい声。

「撃つ以外の方法で、奴を止められなかった。だから私が撃った。それだけのことです」

「公爵殿下……」

　ヴィルベルトと視線が合う。彼は穏やかな、宥なだめるような微笑みを浮かべていた。

（……優しいのですね、あなたは）

　そう思うと、頰を一筋、涙が伝った。

　偽ダイヤから始まった恐ろしい事件は──こうして、幕を閉じたのだった。
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「ああ、お腹が痛い……」

　執しつ務む室しつの机に向かいながら、グリゼルダはいつものように呟つぶやいた。目の前には、まだ決けつ裁さいの済んでいない案件が山のように積まれている。

「南の大陸のダイヤの件は、なんとかなるにしても……こちらの方は、まだまだですね」

　書類の一枚を手に取り、表情を曇くもらせる。そこには、先日の一件について、イガルク帝国が知らぬ存ぜぬを貫いていることが示されていた。

　──偽にせダイヤの騒動から、一カ月半が経たった。

　あの後すべての事実が公おおやけにされ、カルテルは完全に白紙に戻された。代わりに南からのダイヤに関しては、キルシュガイスト商会が取り仕切ることとなった。仕入れたダイヤをうまく小出しにして価格を調整し、相当利益をあげているらしい。

　実際のところ、大量にダイヤがあるからといって大陸中に流してしまえば、値崩れで打撃を受けるのはエルヴェティア王国だけではない、彼ら輸入業者だってそうなのだ。

　だからアナンシーのダイヤの件は、そこまでグリゼルダの胃を痛めてはいなかった。

　しかし問題はイガルクだ。明らかにセールイはかの地から遣つかわされた存在だったし、他にもミトラス内に、いやエルヴェティアにも、間かん諜ちようが紛まぎれ込んでいる可能性がある。

　ミトラスは正式にイガルクに使者を送り、この件に対する説明を求めたものの、黙殺されたそうだ。セールイが頑がんとして黒幕の名を明かさなかったのも理解できる。関与を否定すれば、本国が逃げられるように、だ。

　そしてセールイの遺体は──ミトラス帝国に運ばれていった。

　彼は何者だったのだろう。そして、彼の思考をあそこまでの悪に歪ゆがめたものは、一体なんだったのだろう。セールイが倒れ伏した瞬間の記憶が時折脳のう裏りを掠かすめ、そのたびにグリゼルダの心は、重く痛む。

　まだ気を抜ける日は遠いだろう。しかし────

「姫様ぁーっ！」

　グリゼルダの周囲は、ほんの少し、賑にぎやかになった。現れたのは、騎士見習いのアンドレアスと、その兄の修しゆう道どう騎き士し・サイモンだ。揃そろって苦々しい顔をしている。

「あら二人とも、どうしましたか？」

「……。またあいつらが来ました」

「えっ!?」

　びくっ、とグリゼルダは身を震ふるわせ、同時に胃がぴりぴり痛みだす。

「あ、あいつらというのは、あの……まさか」

「……。はい」

「もちろんアレですよ！　変人公こう爵しやくと、金魚のフンの糞くそ眼鏡めがねが……」

「おやおやおやぁ」

　と──廊下から顔を見せた彼は、眼鏡を光らせつつ、嫌いや味みな笑顔を浮かべる。

「なんとエルヴェティア王国の修道騎士殿が、他者を口汚く罵ののしるとは。女神がどうとか言っておきながら、程度が知れるというものでございますなあ、はん」

「うるせえ！　あんた、勝手にこっちまであがり込んでくんじゃねーよ!!」

　すかさずアンドレアスは食ってかかるが、モルデカイはぴくりと眉まゆを跳はね上げるのみだ。

「……黙れよチビ犬が。それより王女殿下、ご機き嫌げん麗うるわしゅうございます。我わが主あるじが、ぜひともお耳に入れたいことがあるとのことでして、今日は参上いたしましてございます」

「え、ええ……」

　グリゼルダは引きつった顔で、なんとか微笑ほほえんだ。

「ならばどうぞ。お通ししてください」

「えーっ!?」

「姫様、何かありましたらすぐにお声を。我々はこの者を監視しておりますので」

　異議の声をあげる弟と、フンと鼻を鳴らした眼鏡の従じゆう者しやとを軽く引っ張って、サイモンは一礼の後に廊下の奥に移動する。それと共に現れたのは────

「やー、王女殿下！」

　輝く黒髪、輝く笑顔、そして軽く手を掲かかげて挨あい拶さつする、一人の貴公子。

「……こんにちは、公爵殿下。申し訳ありませんが、そこの扉を閉めていただけますか」

「ええ、構いませんよ」

　ぱたんと扉を閉めたヴィルベルトは、そのままひょこひょことグリゼルダの机の近くにやって来る。

「なんのご用件ですか？　危き急きゆうでなければ、突然のご訪問は控えていただきたいのですが」

「おや、用がなければ来てはいけないのですか？　一緒に恐おそろしい敵と戦った仲じゃあないですか、私たち」

　頰ほおに指を突き立てて首を傾かしげる公爵に、グリゼルダは胃の痛みがキリキリしたものに変わるのを感じた。

「そ……そんな風にごまかしてみても。何か用事があるということは知っていますよ」

「おや、『胃痛警報』が発令されています？　これは大変」

　と、彼は懐ふところからぴらりと一通の手紙を取り出した。

「まあ──こちらの方がもっと大変ですがね」

「えっ!?　こ、これは……」

「中身をご覧になって、どうぞ」

　渡されたそれを、グリゼルダは一読する。そしてみるみるその顔を青ざめさせ──

「あっ、あだだだだだだ！」

「おーっと、そんなに大変と思われました？」

「と、当然です！　どうしてこんな手紙を私に見せ…………ま、まさか……！」

　苦にがい生なま唾つばを嚥えん下かしたグリゼルダに、ヴィルベルトは例の嫣えん然ぜんとした笑みを返した。

「ふふ……そう、あなたの力をお借りしたいと思いまして」

「な、なっ……!?」

「いいでしょう、だって私たちには盟めいがあるのですから、それは大切にしましょうよ。ほら、最近我が帝都で開発されたいちばんいい胃薬も持ってきましたし」

「そ、そういう問題じゃな……あ、あだだだだ！」

　──胃痛姫の華か麗れいなる心労は、まだまだ終わりが見えそうにない。

　右手のブルーダイヤと胸元のエメラルドが、彼女を応援するかのように、秋の陽射しに煌きらめいていた。





（終わり）













あとがき






　こんにちは、甲か斐い田だ紫し乃のです。

　この度は、『王女殿下は心配性につき！』略して『はにつき』をお手に取ってくださり、まことにありがとうございます。『はにつき』と書くと、『ハニー月』→『蜜みつ月げつ』って感じで、まるで新婚さんのラブラブ話みたいですね。全然違うけど。

　今回は魔法などの超常現象が一切存在しない世界観のお話ということで、頑張って書きました。少しでもお楽しみいただけましたら幸いです。

　素晴らしいイラスト（特にヴィルベルトがカッコいい！）を描いてくださったまち先生、担当編集様をはじめ、出版に関わっていただいた方々に厚くお礼申し上げます。

　この物語を読んでくださった皆様に、ダイヤのように輝く未来が続きますように。

　あと、朝起きたら庭から石油が湧わいてたレベルの幸運が訪れますように。……それはそれで大変ですかね。税金とか。





甲斐田紫乃
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著者

甲斐田紫乃

Shino Kaida




うお座、Ｏ型。あちこち育ち、東京在住。

一口に胃痛といっても様々ですが、神経性のものは、原因となるストレスそのものを解消しなければ治りにくい点で厄介ですね。

なぜそんなことを書くかというと、この物語を書いている間、本当に胃痛になり、薬を飲んでも改善されず、困り果てた末に思い切って十時間ばかり寝たら治ったからです。

私にとって寝不足は最大のストレスだったようです。










イラスト

まち

Machi




12月23日生まれ。山羊座のＯ型。

初めまして。まちと言います。黒髪ロング大好きなので描けて楽しかったです♪

どうぞよろしくお願いします。

http://machi.ciao.jp/
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